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　序章　再会　さいかい







　飛び交かう怒ど号ごうと忙せわしなく行き来する足音──止やむ気配を見せない周囲の喧けん騒そうとは裏腹に、その場だけは異様な静けさに満ちていた。

「──……玄げん陽よう」

　肩かたで息をした祥しようが、とり落とすように握にぎっていた刀から手を放し、冷たい石いし床ゆかの上に膝ひざを突ついた。裾すそが血に濡ぬれるのも構わず、凝ぎよう然ぜんと床を見下ろす。

　そこには、齢よわい五十を数えるかどうかというほどの男が、血溜だまりの中、力なく横たわっていた。浅く上下する胸とかすかな喘ぜん鳴めいだけが、彼がかろうじて息をしていることを物語っている。

「なぜ、おまえが……」

　零こぼれた声に、閉とざされていた男の瞼まぶたが弱々しく震ふるえた。うっすらと開いた双そう眸ぼうが虚うつろにさまよい、祥の姿を捉とらえる。

「……ん、下」

　戦慄わななくように動いた唇くちびるが、ゆっくりと笑えみを形作る。

　祥はその様を茫ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。

「大きく……なら、れた」

「……ッ」

　苦しい息の下で紡つむがれた、懐なつかしむような、慈いつくしむような声こわ音ねに、肩が震えた。

　しゃべるなと、今手当てをすると、思わず口走りそうになる。けれど、長年戦場を渡わたり歩いてきた彼には、男が──十数年ぶりに再会した自分の名付け親が、すでに手て遅おくれであることを、わかりすぎるほどにわかっていた。

　それは男も同じらしく、祥を見る瞳ひとみには穏おだやかな諦てい念ねんと、なぜか安あん堵どのような色が浮うかんでいた。

「殿でん、下か……どうか、この国を、あの子を──あの方を、頼たのみ、ます」

「あの、方……？」

　これだけは言っておかなければ、というように託たくされた言葉に、祥はぐっと眉まゆをよせた。

　十六年前、この名付け親はなんの前まえ触ぶれもなく皇こう宮ぐうから姿を消した。時を同じくして、父である今きん上じよう帝ていによって伯はく家管かん氏がとり潰つぶされ、傍ぼう流りゆうにいたるまで一族すべての者たちが処分される事件が起きた。

　上位祠し官かんの顔ぶれまで一変させた件くだんの騒そう動どうに、彼もまた巻きこまれてしまったのだと──もう二度と会うことは叶かなわないのだと、幼いながらに思っていたのだ。

　けれど、彼は生きていた。

　今の言を聞くかぎり、なんらかの事情があって自ら行方ゆくえをくらませたのだ。それほどまでに護まもらねばならないなにかが、彼にはあった──。

　祥は握った拳こぶしを震わせると、徐じよ々じよに光をなくしていく双眸をひき止めるようにのぞきこんだ。

「あの子とは、だれだ？」

　ならば、護らねばならない。彼が最後の最後まで手放さなかった思いを、こんな自分にでも託すというのなら。

　だがその声は、男の耳にはもはや届いてはいなかった。

「……まない、──い……」

　儚はかない吐と息いきに、ここにはいないだれかへの想おもいが零れる。すでに見えてはいないのか、ぼんやりとしたまなざしが虚こ空くうを移ろい、緩ゆるやかに閉ざされていく。

「っ……待て、玄陽！」

　遠ざかっていく命に、むだだとわかっていてなお手を伸のばす。

　しかし、どれほど呼ぼうとも閉じた瞼が開くことは、ついになかった。聞きたいことも言いたいことも祥に残したまま、男は旅立ってしまった。

　笑みさえ感じさせる、穏やかな表情を浮かべたまま。

「玄陽……」

　その顔へと無意識に手を触ふれかけ、祥ははっとしたように血に濡れた指先を握りこんだ。

　きつく唇を嚙かみ締しめると、投げだすように腕うでの力を抜ぬき、静かに瞑めい目もくした。

　どれくらいそうしたあとか、ゆるりと双眸を開くと立ちあがる。

　祥は男の姿を脳のう裏りに刻みつけるように見下ろして、静けさに背をむけるようにその場をあとにした。







　第一章　別離　べつり







『──……おまえが、好きだ』

　覚えている、あの声を。

　止めようのない想いがあふれるような、熱い囁ささやきを。

　息が止まるほどの抱ほう擁ように、瞳に映る熱情──心の奥底が震える熱を、自分はまだ覚えている。

　一いつ瞬しゆんだけの、触れるか触れないかほどの口づけは、温かみの代わりに、たしかな想いを伝えた。驚おどろいたように瞠みはられた双眸に、けれど拒こばむ色など見あたらず、交わした心に偽いつわりなど感じる余地もなかった。

『形見の笛一本だけで、がんばってきたのか』

　耳元で響ひびいた静かな声音も、肩を抱だいた温ぬくもりすら、忘れてなどいない。

　老師を失ってから必死に築いてきた虚きよ勢せいを柔やわらかく溶とかし、嚙み殺した嗚お咽えつをあふれさせたのは、だれであろう彼だった。

　なのに……

　──老師の死に、祥が関かかわってただなんて…ッ

　珪けい華かは頑かたくなに前をむいたまま、唇を嚙み締めた。

　真相は、わからない。しかし、いかにも知りませんという顔をしてこちらを騙だましていたことが、胸を突いた。

　どこまでが彼の想いで、なにが真実なのか、もうわからない──。

「──それで、どこへいくつもりだ？」

「！」

　昂たかぶった感情のままに喧騒に背をむけて足を進めていた珪華は、とられた手をひかれ、我に返った。

　今さらに繫つながれたままだった体温を思いだし、握られた方の腕をひきながら振ふり返る。が、深くからめられた指ははずれることなく、逆に冷たい相そう貌ぼうと間近でむかいあうはめに陥おちいった。

　珪華はその近さに一瞬息を吞のんだあと、睨にらみつけるようにして漆しつ黒こくのまなざしを見上げた。気を抜けば震えそうになる唇を、ことさらゆっくりと開く。

「……さっきの、どういうこと？」

「さっきの、とは？」

「ふざけないで！」

　おもしろそうに歪ゆがんだ相手の口元に、かっとなる。

「老師が殺された場所に、祥がいたっていう話！　どういうことなのか、あなたは知ってるんでしょ？」

　詳くわしいことを聞かせてと迫せまる珪華に、目の前の双そう眸ぼうがわずかに細められる。

「あなた、ね……こんな状じよう況きようにいたってなお、アレのことは名で呼ぶというのにな」

　独りごちるような呟つぶやきの意味がわからず、眉を顰ひそめる。

　なにをわけのわからないことを言っているのだと、先を促うながそうとした時、唐とう突とつに握にぎられたままの手をひかれた。

「ちょ…っ、佑ゆう！」

　先に立って歩きだした佑にひっぱられ、たたらを踏ふむ。どこへいく気だと抗あらがうものの、彼は意に介かいした様子もなく、人波をすり抜けていく。

　圓えん丘きゆうの外に控ひかえていた要人警護に駆かりだされた衛え士じや貴族の従僕たちは、一様に困こん惑わくした顔つきで二人に道を空けた。おそらく、圓丘でなんらかの騒さわぎがあったことはわかったものの、詳しいことは伝わっていないのだろう。

　佑は馬が集められた一画にたどりつくと、慌あわてふためいて叩こう頭とうした世話係らしき男に、適当に一頭連れてくるように命じた。

　やがて、ひきだされてきた鞍くらをのせた馬にむかって、佑は顎あごをしゃくった。

「のれ」

「は？　なんでわたしが、馬になんてのらなくちゃいけないの。それより、」

「歩いて戻もどる気か？」

　珪華はいらだちと怪け訝げんさが入り混じった表情で、宙に浮ういたままの話題をひき戻そうとするが、無造作に遮さえぎられる。

　その、人の話を聞く気がない態度が、もとより不安定な感情をひどく逆なでした。

「すこしの移動にも輿こしか車を使うようなあなたたちと一いつ緒しよにしないで！　これくらいの距きよ離り、別にどうってことないわ」

　勢い任せに今度こそ手を振り払はらおうとすると、含ふくみ笑いが降ってくる。

「詳しい話を聞きたいのではなかったのか？」

　暗に、話を聞きたければのれ、と告げるそれに、珪華は一層目つきを鋭するどいものにして自らの手をとり戻した。無言のまま佑に背をむけると、足どりも荒あらく馬のもとへとむかう。

　言いなりになるのは悔くやしかったが、ああ言われてしまっては従うしかない。

「……」

　とはいえ、いざ馬を前にすると、その大きさに途と方ほうに暮れる。馬に接する機会自体がほとんどなかったのだから、当然と言えば当然だ。

　──ともかく、のればいいのよ、のれば！

　珪華は見み様よう見み真似まねで革かわの鞍を摑つかむと鐙あぶみに足をかけ、身体からだを持ちあげようとした。

　だが、慣れない上に、長い裳も裾すそが動きの邪じや魔まをする。四苦八苦していると、ふいにうしろから肩かたをひかれた。

　なんだ、と思う間に馬から離はなされ、大きな影かげが傍かたわらをよぎる。佑だと気づいた時には、彼は重い衣い裳しようをまとっているとは思えぬ機き敏びんさで、馬上の人となっていた。

「あがいている姿も一興ではあるが、あいにくと待っている余よ裕ゆうはない」

　そう、目の前に手がさしだされる。

　──だったら、最初からそうすればいいじゃない…っ

　わかった上でだろう佑の行動に、珪華は肩を震ふるわせつつ、渋しぶ々しぶ目の前の手をとった。

　言われるがままに鐙に足をかければ、ぐいっと強い力にひかれて身体が持ちあがる感覚がする。浮ふ遊ゆう感かんに思わず身を固くした直後、自らもまた鞍の上に横のりになっていた。

「いくぞ」

　耳のすぐ傍そばで響いた声に、肩が跳はねる。狭せまい馬の背だ。まるで抱きこまれるような体勢に、慣れない不安定さも手伝って、身体がこわばる。

「珍めずらしくおとなしいな？」

　恐おそろしいのか、と含み笑いが接している肌はだ越ごしに伝わってくるが、言い返す余裕はなかった。歩くよりは速く、駆けるよりは遅おそい足並みで進む馬の律動に、下手に口を開けば舌を嚙かんでしまいそうだ。

　触ふれる熱も逞たくましさも、珪華を緊きん張ちようさせこそすれ、欠片かけらの安心感も与あたえはしなかった。

　前にのった時は、これ以上の荒あら々あらしさでもなんの心配もなかった。むしろ、その力強さに安あん堵どさえ覚えたのに……と頭の片かた隅すみで思い、はっと唇くちびるを嚙む。甦よみがえった面おも影かげをかき消すように、小さく頭を振る。

「一年半前、房ぼう州しゆう刺し史しには不ふ穏おんな動きがあった」

「……え？」

　そんな珪華の心のうちを見み透すかしたように唐突に語りだした佑に、珪華は反射的に彼の方を振り仰あおいだ。

「玄陽がどこで落命したか、知っているか？」

「さっき州城がどうのって言ってなかった？……老師を連れて帰ってきてくれた人たちは、刺史の勘かん気きに触れたんだってことしか……」

　珪華の答えに、鼻で笑う吐と息いきが返る。

「勘気と言えば勘気か。ただしこの場合、皇こう帝ていの、だが。──刺史の謀む叛ほんの企たくらみを知った先せん帝ていの命により、鎮ちん護ご軍が踏みこんだ州城に、十七年前に姿を消した玄陽がいたというわけだ」

「そんな……どうして、老師が州城なんかに？」

「さてな。謀叛に荷か担たんしていたのか──」

「な…っ」

「あるいは、なんらかの情報を得た刺史が利用しようとしていたのか、それは知らん」

　佑の言い分に気色ばんだ珪華をよそにそう続けると、彼は「なにはどうあれ」と浅く彼女を見下ろした。

「玄陽の死に際ぎわに血刀をさげたアレが傍らにあったのを、目もく撃げきした者がいることは事実だ」

　生々しい表現に、ひゅっと喉のどが鳴る。

　凍こおりついたように目を見開く珪華とは反対に、佑がすっと双眸を細めた。

「それに、玄陽がおまえに関わるなんらかの天てん啓けいを受けていただろうこともな」

「わたしに関わる、天啓……？」

　次々と告げられる内容に、頭がぐらぐらしてくる。たたみかけるようなそれらに、理解が追いつかない。いや、これ以上は知りたくないと、無意識に拒こばんでいるのかもしれない。

　けれど、そんな様子も意に介さず、佑は当然だというように顎をひいた。

「先帝による、管一族及および上位祠し官かんを含めた、祠し籍せきにある者たちの排はい斥せき寸前に姿をくらましたこと。救い手としての印を持つおまえを人知れず育ててきたこと。さらには、もっとも天に近い人物だと言われたほど天意を読むのに優すぐれた男だったことを考えあわせれば、そう考えるよりほかはあるまい」

「老師は……わたしを育てるために、それまでの生活を──捨てたってこと？」

　聞く声が震えた。

　佑の言うことが本当だとしたら、老師はそれまでの地位も人間関係も、もしかしたら家族さえ、天啓のために──自分のために失ったということになる。

　だが、搾しぼりだしたその問いは、「逆だ」という言葉にあっさりと否定された。

「……逆？」

「天啓を得たがために、玄陽は死なずにすんだということだ。あのまま祠し辰しん殿でんにいれば、まず間ま違ちがいなく消されていた。当時の祠伯以上の能力を持ったあれの発言には、皇帝でさえも無視できない力があったのだからな」

　胸に湧わいた罪悪感にも似た感情を知ってか知らずか佑が告げるのに、すこしだけ気持ちが軽くなる。と同時に、小さなひっかかりを覚えた。

　──皇帝でさえも無視できない？　これって皇帝を止めることができたってことよね？

　それにあてはまる話に、一つ心あたりがあった。

「まさか……知りあいみたいな素そ振ぶりなんて、全然」

　独りごち、けれど騙だまされていた自分を顧かえりみれば、知らないふりをとおすなど簡単なことだと思えてくる。

　なんだ、と目顔で問うてくる佑に、珪華は考えこむように俯うつむいていた顔をあげた。

「ねえ、もしかして、しょ……あの人の名付け親って」

「祥アレのことなら、玄陽だ。生まれてすぐ先帝に殺されかけたところを、天に祝福された色をまとっていると止めたと聞く」

「やっぱり……」

　祥の名付け親が玄陽だという事実は、胸に一層の痛みを走らせた。

　かつて、彼は言っていたはずだ。自分のせいで名付け親が死んだのだ、と……。

「……っ」

　改めて突つきつけられた事実に、珪華はきつく唇を嚙み締しめた。

　あの時は、自らの過去をあかすことで、彼が自分の心により添そってくれたのだと思っていた。

　だが、なんのことはない。

　その時すでに、彼は『珪華の養い親』と『自分の名付け親』が同一人物だと気づいていたのだ。

「せめてもの懺ざん悔げだったってこと？」

　それにも気づかず心を許した自分は、なんて滑こつ稽けいだったのだろう。彼はもう自分を利用する気だったというのに。

　乾かわいた笑えみとともに湧きあがる憤いきどおりに肩を震わせる珪華は、けれど一方で、彼を憎にくみきれない己おのれにも、気づいていた。

　今の感情は、老師の墓標を前にして皇帝や貴族たちへと募つのらせた激しいものに、似ているようで似ていない。憎しみというのなら、はじめて出会った時の方がよほどそれらしい気持ちを抱いだいていた。

　二度も裏切られたことを許せないと思うのに──火明かりに照らしだされた横顔が、脳のう裏りについて離れないのだ。

　すべての感情を押し殺したような、色のない淡たん々たんとした表情が。

　──あの人が、感情が昂たかぶるほど表情がなくなるって気づいたのは、いつだったっけ？

　だとしたら、あの表情の下にあったのは──……。

「珪華」

「！」

　半年とたっていないのに、遠い昔のような時に思いを巡めぐらせていた珪華は、ふいの背後からの呼びかけに、びくりと背を揺ゆらがせた。驚おどろいて面おもてをあげれば、佑の視線はこちらではなく前へとむけられている。

　呼んでおいてなんなのだ、とその先を追った彼女の目に映ったのは、今はまだ遠い、街かい道どうのむこうに威い容ようを構える安あん永えい城の姿だった。

「皇こう宮ぐうを辞す」

「──皇宮を……、え？」

　静かに紡つむがれた言葉を口の中で転がし、珪華は大きく双そう眸ぼうを見開いた。勢いよく首を返す。

「皇宮を辞す!?　それって、皇帝を辞やめるってことなんじゃ…っ？」

「なにを驚くことがある？」

　あたりまえのことを聞くなと言わんばかりの佑の様子に、ますます驚く。

「え、だって、あなたがそんなに簡単に退くとは思わなかった、から……」

　たしかに自分は『利り祥』を選んだ。自身の感情を抜ぬきにして、それが国にとって最善だと思ったからだ。

　けれど、傲ごう慢まんとも言える佑の姿ばかりを見てきた珪華には、あっさりと「辞める」と口にした潔いさぎよさが信じられなかった。

「なんだ？　兵を率いてどちらかが斃たおれるまで争え、と？」

「そんなこと望むわけないでしょッ！」

　反射的に言い返しながらも、佑ならばそうした手段を選ぶかもしれない、と思っていたのは事実だ。

　珪華が知るかぎり、彼は自身の帝てい位いを当然のものとしていた。だれが認めなくともその座にあるのは己だと、言動が、まとう空気が物語っていた。

　ならば、力ずくで奪うばい返すくらいのことをしてもおかしくはないと、警けい戒かいしていたのだ。

　それなのにどうして、と声にこそしないものの、あからさまに顔に書いた珪華に、佑はおもしろくなさそうに鼻を鳴らした。

「兵を率いようが、剣けんを交えようが、勝負は勝負。第一、国をわけて争ってなにが残る。人馬に踏ふみ荒あらされた大地と、老人と女子どもか？」

　そんなものを手にいれたところで逆に周辺国に攻せめこまれるのがおちだ、と真っ当なことを言う彼に啞あ然ぜんとしながら、ふと悟さとる。

　──そうか……権利欲だけじゃなくて、この人はこの人なりにこの国のことを想おもってるんだ。人を見てるのか、国を見てるのか……その目に映るものが自分たちとは違ちがってただけで。

　国を見て人を蔑ないがしろにするやり方はとても容よう認にんできるものではないが、そこに想いがなかったわけではなかったのだ。

　胸に落ちてきたそれに、珪華は自然と口を開いていた。

「……これから、どうするの？」

「さてな。さしあたっては、離り宮きゆうに居を移すところからだろうが……」

　言葉を切って目を落とした佑と、視線がからむ。こちらを吞のみこむような深いぬばたまのまなざしに、小さく鼓こ動どうが跳はねた。

「ともにくるか？」

　命令でも脅おどしでもない誘さそいに、珪華は軽く目を瞠みはった。

　しばらく無言でむかいあったあと、ゆるりと首を横に振ふる。

「いかない」

　はっきりと口にして、まっすぐに佑を見つめた。ここで逃にげることはできなかった。

「……ああいう形ででも祥を選んでおいて、佑の傍そばにいるようなどっちつかずの真似まねをすれば、それこそ国が割れる。余計な争いをひき起こすだけだもの」

　珪華の言葉に、佑は「そう言うと思った」とでも言いたげに、薄うすく唇くちびるを歪ゆがめた。

　──あ……。

　その、皮肉の色のない静かな顔に、ふっと祥の面おも影かげがよぎる。

　途と端たん、佑の意外な発言に一時鳴りを潜ひそめていた痛みに、胸が疼うずいた。

　腹立たしく、悲しい。なのに、憎みきれない。

　自分のものであるはずなのに御ぎよしきれない心を持て余し、珪華は佑を見上げる瞳ひとみに恨うらみがましさをこめた。

「……どうして」

「なに？」

　佑が怪け訝げんな顔つきになる。

　自分でも見けん当とう違ちがいだとわかっていたが、一度あふれた感情は止まらなかった。

「彼との勝負を受けた時点で、負けたらこうしようと思ってたんでしょ？……だったら、どうしてあんなこと…っ」

　言ってもしょうがないのに、と思いながら、珪華は唇を嚙かんだ。

　皇こう帝ていを辞すつもりだったのなら、なにも言わずにあの場を去ればよかったのだ。知らずにいたら、こんな思いはしなくてすんだ。

　いつかは知ることになったと理解していても、あんなことをあの場で告げる必要はなかったはずだと、佑を恨めしく思わずにはいられない。

　そんな珪華の視線を受けた佑は、ああ、と得心したように瞬またたくと、見慣れた皮肉げな笑みを浮うかべた。

「帝位とおまえ、両方をあれにくれてやるのは業ごう腹はらだっただけのこと」

「な……！」

　らしいといえばらしい理由に、思わず絶句する。

　──……で、あわよくば、自分の手の中に転がり落ちてくれば、ってこと？

　珪華が受けるだろう苦しみは、どうでもよかったということだ。

　──結局、二人とも自分のいいように利用することしか考えてなかったってことじゃない！

　一時でも佑が対等にむかいあってくれたと思った自分が、無む性しように虚むなしかった。

「……わたしは、どっちのものにもなるつもりなんてないから！」

　やっぱり皇族なんて、と珪華は佑を睨にらみつけると、

「おろして」

　一言、有う無むを言わさぬ語調できっぱりと告げた。

　馬はすでに上都みやこを囲む外がい郭かくを越こえ、朱す雀ざく門もん街へと足を踏みいれている。人ひと影かげはまだまばらだったが、いかにも偉えらそうな衣い裳しようをまとった佑との相乗りは、見るからに意味ありげで人目をひいた。

　今でさえ興きよう味み津しん々しんな視線が刺ささってくるのだ。中心に近づいたら近づいただけ面めん倒どうなことになるのは目に見えているから、ちょうどいい。

　珪華の言葉に佑は片かた眉まゆをあげた。だが、いざとなったら飛びおりてやるという思いで迫せまる彼女に、なにも言わず馬の足を緩ゆるめた。

「じゃあね。もう二度と会うことはないと思うけど」

　珪華は馬が完全に動きを止めたのを見計らい、ささくれた気持ちのまま言い置くと、視線を地面へと落とした。結構な高さに、無意識に喉のどが鳴る。

　──城じよう壁へきから飛びおりたこと考えたら、これくらいなんでもないじゃない！

　自らを鼓こ舞ぶして、いざ、と馬の背に突ついた手に力をこめた矢先だった。

「珪華」

　低い呼びかけとともに、手た綱づなを握にぎっていたはずの手が動きを阻はばむように腰こしに回される。

　ふいのそれに珪華はびくりと身をこわばらせた。

「ちょっ、放し……」

「──あれがいなければ、おまえは私のものになったか」

　吐と息いきが耳じ朶だをなでるような囁ささやきに、もがくように佑の腕うでへとかけた手が止まる。予想外に真しん摯しな響ひびきに、口を突きかけた文句もどこかへ、言葉を失う。
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　簡単に「そんなわけはない」と言ってはいけない気がして、二度三度口を開きかけては止めたあと、珪華は佑へと首を巡めぐらせた。

「……だとしたら、会うこともなかったわ」

「いいや、会った」

　間かん髪はついれず否定した佑の、黒々としたまなざしが、吸いこむようにこちらの視線をからめとる。

「おまえが救い手であるかぎり──いや、あの音色の持ち主であるかぎり、必ずな」

「……運命天なんて、信じないんじゃないの？」

「そんなものは関係ない。事実を言っているまでだ」

　出会うことは決まっていた──そう告げる佑に滲にじむ熱に、煽あおられるように鼓動が速くなっていく。

　──祥がいなかったら……？

　胸に落ちてきた問いに、珪華はしばし黙だまりこみ、やがてゆるりと頭かぶりを振った。

　もしも、は意味がない。こうなった今も佑の手をとることは考えられないように、あったかもしれない別の道もまた、思い描えがけないのだ。

「……だとしても、身体からだは奪えても心までは手にはいらないと知るだけよ」

「ならば、やはりこのまま連れ去るか。どのみち手にいれられぬというなら」

　腰に回された手に、ぐっと力がこもる。あわさったままの瞳によぎった狂きよう暴ぼうな色に、全身が総毛立つような感覚を覚えた。

「──まあ、いい。アレにも手にはいらぬというのならな」

　だが、珪華がなにを言うより先に、腕の力とともに佑の口元が意味ありげに緩んだ。

　いつもと変わらないはずのその笑えみが、今はなぜかひどく息苦しかった。

「佑……」

「珪華──心はやらぬというのなら、代わりに一つ約をよこせ」

「約……？」

「アレにもやらぬというな」

　どういう意味だと眉をよせた珪華に、衣きぬ擦ずれに混じり、しゃら……っとなにかが触ふれあうような音が返った。




　土つち煙けむりをあげて去っていく馬の背を、珪華はどこか苦いような痛むような複雑な顔つきで見送った。

　わずかに首を傾かたむけるだけで、さらりと軽けい妙みような音が耳元で鳴る。

　だが、音色とは反対に重い左耳のそれへと、そっと指をはわせた。

『その言葉、せいぜい忘れるな』

　そう戒いましめのように左の耳朶へと突き刺されたそれは、金と玉を連ねた耳みみ飾かざりだった。揺ゆれるたび、互たがいに擦こすれあい涼すずしげな音をたてるが、同時に佑の言葉を脳のう裏りに刻みこむような感覚をも覚えさせた。

「つっ……」

　指先が触れたところから、ぴりっとした痛みが走り、珪華はかすかに眉を顰ひそめた。

　忘れるな、と傲ごう慢まんな手が、柔やわらかな皮ひ膚ふを突き破って針をさしこんできた耳朶みみたぶは、じんじんと熱を持ったように熱い。

『こちらはおまえが持っていけ。もう一つは、おまえの想いとしてもらっておく』

「最後まで、勝手なことばっかり──」

　無む理り矢や理り刺された耳飾りの痛みより、ずしりと胸にのしかかってくる最後に交かわしたやりとりに、小さく悪態をつき──珪華は重い溜ため息いきを落とした。

「……持っていかなくたって、そんなもの、もうあるわけないじゃない」

　まとわりつく重苦しさを頭を振ふって払はらおうとして、耳にかかる重みにはたと動きを止める。

　珪華は『やっかいな』と言うように唇くちびるをひき結ぶと、街かい道どうの先を見み据すえた。

「──まずは、この格好をなんとかしないと」

　あとのことを考えるのはそれからだ、と佑のあとを追うようにして歩きはじめる。その左耳で、昇のぼってまもない光がキラリと輝かがやきを返した。
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　降こう臨りん節せつでの騒そう動どうの折は箝かん口こう令れいが敷しかれ、これといった騒ぎになることはなかったが、冬至の祭さい祀しの場で起こった皇こう帝ていの交代劇は、ものがものだけにあっという間に上都みやこ中を駆かけ巡った。

　民たみの大半は、天てん狼ろう大将の名で広く知られた利祥の台頭を歓かん迎げいした。一部には、皇子とはいえ歴戦の将しよう帥すいということで、より軍事色が濃こくなるのでは、という懸け念ねんもないではなかった。

　だが、第二皇子率いる鎮ちん護ご軍が、先せん帝ていから続く現在の政まつりごとの有り様ように反感を抱いだいている者の集まりであることは、噂うわさ好きな都人の間では公然の秘密であったし、なにより『天てん帝ていから遣つかわされた存在』に選ばれたという点が、人々の支持を固いものにしていた。

　そんな、これで苛か政せいから救われるという雰ふん囲い気きに、位を追われた利佑や彼を支持していた貴族たちの今後の動向が影かげを落とす中、一つの戯ざれ歌が都を賑にぎわしはじめていた。




　天の助けは地より失われ　贄にえを捧ささげようとも御み声こえは聞こえない

　宿り木は赤の丘おかに芽め吹ぶき　新たなる夜明けを望む──




「……この歌って」

　酔すい客きやくのだれかが口ずさむ声を耳にして、珪華は思わず食事の手を止めた。

　その呟つぶやきを拾ったらしい男が、「おお、小僮ぼうず」と赤ら顔を振りむかせた。

「知らねえのか？　こいつが今一番の流行さ」

「ま、東の界かい隈わいじゃ、おおっぴらにはできないだろうがな」

「たしかに！　まかり間ま違ちがって貴族さまの耳にはいろうもんなら、逆ぎやく賊ぞく扱あつかいで打ち首だ！」

　違いない、といっせいにあがる笑しよう声せいに、珪華は周囲の酔よっぱらいにわからない程度に眉み間けんをよせた。

「……ってことは、やっぱりこれって、天子」

「しーっ、そこは言わぬが花ってやつだ。口にだして衛え士じにでも聞かれたら、ただじゃすまねえからな！」

　言を遮さえぎった一人が、用心するように周囲を見回す。が、本人もまわりも酔って笑っている様からは、どこまで本気かは知れなかった。

　──「皇帝たちのことを揶や揄ゆしてるんだ」なんて直接口にださなくても、わかる人が聞けば十分不敬罪で牢ろうに放ほうりこまれそうだけど。

　そう思いつつも、周囲に倣ならって「わかった」とあいづちを返しながら、珪華は耳に残った歌を思い返した。

『天の助け』とは『佑』のことだ。それが地から失われた、とは、すなわち失しつ脚きやくを意味している。

　そして、次の節は『祥』のことを表しているのだろう。『祥』という字は、もともと神に羊を供えてよき神意を受ける、という意味がある。『贄』とは羊のこと、それを捧げても天意は得られない──つまり、皇帝としてうまくいかない、皇帝の資格がない、と言っているのだ。

　ただそこまでなら、先帝から続く暴政に疲ひ弊へいしきった人々の、諦あきらめ混じりの流言ととることができる。けれど……

「……宿り木は、赤の丘に芽吹き？　これは……？」

　この節がやけにひっかかった。場末の酒しゆ楼ろうで口ずさむ、言葉をもじった遊び歌、と簡単に考えるには、どうにも意味深だ。

　宿り木とは、『なに』が宿る木なのか。それが『赤の丘に芽吹く』とは……と考えこんでいると、目配せしあった男たちが内ない緒しよ話ばなしでもするように揃そろって顔をよせてきた。

「ちょ、なんですか？」

　珪華がぎょっと身を退ひこうとすると、一人が酔った赤い目にやけに真しん剣けんな色を湛たたえて囁ささやいた。

「いいか、小僮。よそで言い回ったりするんじゃねえぞ？」

　男たちの様子に気け圧おされるように頷うなずけば、別の男が口を開いた。

「天狼大将……今度の天子さまになられる方が、天から降くだされた『救い手』ってやつに選ばれたって話は知ってるか？」

「……えぇ」

『救い手』の言葉に揺らぎそうになった身体からだをなんとかこらえる。それがどうしたのかと目顔で先を促うながすと、男は警けい戒かいするように出入り口の方に視線を走らせた。

「──けどな、それと前後して、そいつがもう一人現れたって噂になってんだよ」

「え……？」

　思ってもいなかった流れに、珪華は息を吞のんだ。

　──どういう、こと？　もう一人って……わたし以外に、それを名乗る人がいるってこと？

　がつんと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきに、うまく考えが回らない。

「でも、それがさっきの歌となんの……」

　自分をおちつかせるように言葉を探し、口にしかけたところで、あ、と思いいたる。

　──宿り木って、梧あお桐ぎりのこと？

　地下の壁へき画がで見た鳳ほう凰おうは梧桐の木に宿っていた。その考えが正しければ『宿り木は赤の丘に芽吹き』とは、『梧桐の印を持つ救い手が赤の丘に現れた』ということになる。となれば、『赤の丘』も当然地名かなにかの隠いん喩ゆだ。

　珪華は「赤い、丘」と呟いたあと、はたと目を瞠みはった。

「まさか……南なん都と・殷いん陽よう？」

　耀よう国こくには上都と呼ばれる安永のほかに、それぞれの地域を監かん督とくする役割を持つ四つの主要都市がある。うちの一つが南都だった。

　囲む男の一人が「おっ、小僮」と意外そうに一つ手を打った。

「学があるな。そのとおり、『赤の丘』は殷陽のこった」

「あそこは赤黒い土をした丘の上にあるって話だからな、赤の丘ってわけだ。だが、さすがの小僮でも、南都の都と督とくさまの名前までは知らねえだろう？」

　張りあうように別の男が吹ふっかけてきた問いに、珪華は素す直なおに首を傾かしげた。

　四都の首領である都督は、皇族かそれに準ずる地位の者が拝命することになっているのは老師から教わったが、所しよ詮せん雲の上のことだ。名前までは知らなかったし、興味もなかった。

　男は得意げに目を輝かせると、とっておきの秘密をあかすように声を潜ひそめた。

「南都都督さまは、先帝の弟君、利り旦たんさまだ。──『旦』つまり、『夜明け』ってわけだ」

「！　じゃあ、その、もう一人現れた救い手っていうのは……利旦、さまを次の皇帝として選んだってこと？」

　小さく喉のどを上下させて尋たずねた珪華に、周囲の男たちは満足げに頷きあった。

「そうさ。衛士や貴族さまに聞かせられねえって意味がわかっただろ？」

「そう、ですね」

　内ない緒しよだ、と言いながら、どう見ても話したくてしかたなかった様子の男たちに、ぎこちない笑えみを浮うかべる。

「しっかし、まあ、どっちが本当なのかね」

「オレとしては利祥さまだな！　顔が見えねえお上なんて、信用ならねえよ」

「おまえ……市中の見回りしてる天狼大将を見たことあるってだけの話だろうがよ」

「兄貴や甥おいを怖こわがって、南都に閉じこもってるって噂の利旦さまよりいいだろうが！」

「けどよ、南都の方のヤツは『宝ほう珠じゆ』を持ってるって噂だぜ？　あれって帝てい位いの証あかしなんだろ」

「そんなもん、本物かどうかわかりゃしねえよ。なんせ、お上が持ってたもん自体がアレだったっていうじゃねえか」

　もう用はないとばかりに、こちらをほったらかしにして喧けん々けん諤がく々がくとやりはじめた男たちの声を聞きながら、珪華は卓たくの下でぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

　──もう、宝珠が失われたことまで知られはじめてる……。

　佑と祥の帝位争いを契けい機きに、まがりなりにも皇こう宮ぐう内に留とどまっていた秘密が、一気に広まりだしている。今はまだ人々も面おも白しろ半分に噂うわさをしているだけだが、宝珠と風の関係に気がつけば、騒そう動どうになることは目に見えていた。

　なにより、と珪華はそっと南の方へと視線を転じた。

「南都に、もう一人の救い手が……」

　佑と別れたあのあと、着ていた衣い裳しようを売り払はらい、古着の袍ほう衫さんを手にいれた珪華は、旅の間同様少年を偽いつわりながら、市中の安宿に身をよせていた。

　あの場の流れから宝ほう剣けんの持ち主に祥を選んだとはいえ、このままではなにも変わらない。この国に風をとり戻もどすためには、宝笛を奏かなでる必要があった。

　だが、肝かん心じんの宝笛は自分の手元にはない。おまけに、以前、あれを奏でた時にたてた推測が間違っていなければ、宝剣も揃ってなくては意味がないことになる。

　どうあっても祥のもとを訪おとずれなくては、耀国に彩あやなす風は戻らないのだ。

　それがわかっているから、安永を離はなれられない。かといって、祥と再び顔を合わせるなど今の自分にはできない相談だ。

　個人的な感情には目を瞑つぶるべきだという理性と、これ以上利用されるなどまっぴらだと叫さけぶ心の板いた挟ばさみになり悶もん々もんとするうちに、すでに五日がすぎようとしていた。

「……もう一人の、救い手」

　これまで幾いく度どとなく、本当に自分はそうなのかと考えてきた。『なぜ自分が』『まさか、そんなわけが』と疑念が湧わくたび、その胸の痣あざが証だと言われてきたのだ。

「けどそれって、逆を返せばこれしか証になるものがないってことじゃない」

　珪華はぐっと左の胸むな元もとを握り締しめた。

　そう、だれも『たしかに自分が本物の救い手だ』とは証明できないのだ。おまけに、どうやって宝珠が授さずけられるのか、しかとわからない以上、南都にあるというものが偽にせ物ものだとは断言できない。

　だとしたら──もう一人の救い手こそが、『本物』だったとしてもおかしくない。

　自分の中ではっきりと浮かびあがった疑念に、ドクリ、と心臓が高く音をたてた。

「……たしかめなきゃ」

　こんなところで、燻くすぶっている場合ではなかった。

　たとえ、もう一人が偽物だろうと本物だろうと、このままにはしておけない。すでに上都みやこまで噂が届いているのだ。どう転んでも面めん倒どうになるのは間ま違ちがいない。

「いかないと……！」

　速くなった鼓こ動どうに急せかされるまま、銀子おかねを卓に叩たたきつけるように置いて席を立つ。

「どうした、小僮ぼうず？」と吞のん気きな声がかかるのも無視して、珪華は夕暮れ時の街へと酒しゆ楼ろうを飛びだした。







　なにはともあれ銀子がなくてははじまらない──閉まる寸前の装そう飾しよく品を商あきなう肆みせへ飛びこんだだ珪華は、持っていた首くび飾かざりや腕うで輪わなどを売り払った。

　もとは冬至の祭さい祀しの時、身を飾っていたもので自分の持ち物ではなかったが、これも迷めい惑わく料だと思って遠えん慮りよなく銀子に換かえる。

　ものがものだけに相当の高級品であることは間違いない。本来なら東市の肆に持ちこむべきなのだろうが、この格好では盗とう品ひんと思われて衛え士じにひき渡わたされるのがおちだ。多少足元を見られても、西市で売った方が面倒がない。

「……そう、思ってたんだけど」

　西市こちらは西市こちらで別の問題があった、と珪華は零こぼれそうになった溜ため息いきを無む理り矢や理り吞みこんだ。

「よお、ずいぶんと景気がいいみたいだなぁ」

　俺たちにもわけてくれよ、と三人の男が下げ卑びた笑いを浮かべてこちらに迫せまってくる。

　追いこまれた珪華は、距きよ離りをとるようにさがりながら周囲に視線を走らせた。

　だが、暗くなった路地には人ひと影かげは見あたらない。さらに悪いことに、土と地ち勘かんがない場所で追われて逃にげこんだここが、どこなのかもわからなくなっていた。

　──ちょっと考えたら、こうなることくらい気づいたはずなのに…っ

　たぶん、肆にいた時から獲え物ものとして目をつけられていたのだろう。

　焦あせって判断を間違えた自分に臍ほぞを嚙かむ。どのみち夜は郭かく門もんを抜ぬけられないのだから、朝まで待てばよかったのだ。

　だが、今さらそんなことを言ってもはじまらない。

「今は、これをどう切り抜けるか、よ」

　追いこまれた場所は袋ふくろ小こう路じで、これ以上うしろには逃げ場がない。あるとしたら、男たちが立ちはだかるむこう側だけだ。

　──こうなったら、一か八か……。

　騒さわぐ心臓をなだめる。怯おびえる体ていで男たちの様子をうかがいながら、彼らとの距離を目で測った。

「な、なんなんですか、あなたたち!?　こないでください！　それ以上近づいたら、人を呼びますよ…っ」

　銀子をしまった懐ふところをかばうように押さえ、高く声を荒あらげた珪華に、右みぎ端はしにいる男がいらだったように舌打ちした。

「きーきーうるせーんだよ！　こんなとこに人なんかくるわけねえだろ。余計な怪け我がしたくなきゃ、おとなしくそいつをよこしな！」

　言い捨てて、こちらへと突つっかかってくる。

　──しめた！

　珪華はむかってくる男の動きを目で追うと、伸のびてきた腕うでをするりと避よけた。そのまま、残りの男たちと壁かべの間にできた隙すき間まに一気に走りこむ。

「なに!?」

　狼ろう狽ばいした声を背に聞きながら、男たちの横をすばやくすり抜ける。あとはこのまま逃げきれれば、と思った時だった。

「──っのガキが！」

　握にぎり潰つぶすような力で左手首を摑つかまれ、投げ捨てる勢いでうしろへとひきずられる。

　しまった！　と思う間もなく、珪華は背中から地面へと転がっていた。

「く…っ」

　叩きつけられた衝しよう撃げきと銀子をとられまいとするとっさの動きで、胸を抱かかえこむようにうずくまる。けれど、抵てい抗こうも虚むなしく乱暴な手に胸ぐらを摑まれ、吊つりあげるように起きあがらされた。

「なめた真似まねしやがって！」

「よっぽど痛い目みたいらしいなッ」

　さきほどまでのいたぶるような目つきが一変、だし抜かれたいらだちに狂きよう暴ぼうな色を湛たたえている。

　おとなしく銀子を渡しておけばよかったか、とちらりと考えながらも、珪華は苦しさに歪ゆがむ顔で目の前の男を睨にらみつけた。

「あんなのにひっかかる、そっちがまぬけなんでしょ」

「んだとっ？」

　眦まなじりを吊りあげた男が、足が浮うかんばかりにこちらの身体からだを持ちあげる。

　もはや銀子がどうのというより、完全に頭に血をのぼらせている相手へ、珪華は不安定な体勢から思いきり足を振ふりあげた。沓くつの爪つま先さきで男の脛すねをしたたかに蹴けりつける。

「ぎゃっ」と悲鳴をあげた男の手が緩ゆるんだのを見計らい、身をよじって逃げる。

　しかし、さすがにふらついた身体を、今度は別の男に壁へと叩きつけられた。

「このクソガキッ」

　薄うす闇やみの中でもわかる血走った目で、首根を押さえつけられる。呼吸が止まり、乾かわいた呻うめきが漏もれた。

　──こんなヤツら、素す手でじゃなかったら負けないのに…っ

　だが、佑と着の身着のままで別れたせいで、匕ひ首しゆも痺しびれ薬の類たぐいも持ってはいなかった。

　これらこそ、すぐに手にいれておくべきだったと悔くやみながら、珪華は苦しさと悔くやしさで涙なみだが滲にじむ瞳ひとみで男を睨みつける。

「っ、気に食わねぇ目、しやがって……！」

　締めあげてくる手とは逆の手が、左耳へと伸びた。その動きにはっとする。

　──耳みみ飾かざりをひきちぎる気!?

　もたらされるだろう痛みに反射的に身体をこわばらせれば、案の定、男の顔が愉ゆ悦えつに歪んだ。男の手が触ふれた飾りが、しゃらりと場にそぐわない涼すずしげな音をたてる。

　次にくる衝撃に耐たえるように、珪華がきつく目を瞑った時だった。

　ヒュッとなにかが空を切る音がして、「ぐあっ」と呻きがあがる。途と端たん、首が圧あつ迫ぱく感かんから解放され、肺はい腑ふにどっと空気が流れこんでくる。

「──ぇほ…っ」

　壁をずり落ちるように膝ひざを折りながら、ひゅうひゅうと鳴る喉のどにたまらず咳せきこむ。

「あいかわらず、というか……なんで、煽あおっちまうかねえ」

「!?」

　耳に届いた聞き覚えのある声に、珪華は慌あわてて顔をあげた。

　滲む視界に映った人影に、目を見開く。

「威い勢せいがいいのもほどほどにしとかねえと、今に大怪我するぜ」

「っ……い、が」

　鞘さやにおさめられたままの刀を肩かたに担かつぐようにして、夕ゆう闇やみを背景にこちらを見下ろしているのは、汪おう雷らい牙がだった。

「なん、で、あなたが……」

　新たに皇こう帝ていにつこうという男が片かた腕うでと頼たのむ彼が、なぜこんな場所にいるのか。

「なんだ、てめぇ！」

　しかし、息苦しさに軽い目眩めまいを覚える珪華が答えを手た繰ぐりよせる前に、すぐ近くから怒ど号ごうがあがる。

　見れば、さきほどまでこちらを締しめあげていただろう男が、右手首を押さえ、雷牙を睨みつけていた。彼が手にしている刀をしたたかに手首に打ちこまれたのだろう。

「お、まだやんのか？」

　別におれはいいけどな、と気負った風もなく、雷牙は担いだ刀をぽんぽんと肩に打ちつける。気軽に見えるが、その実、まなざしだけは油断なく三人を見み据すえていた。

　その隙すきのなさといい、薄うす闇やみ越ごしでもわかる破落戸ごろつき風ふ情ぜいとは違ちがう格好といい、ただ者ではないと気づいたのだろう。男たちは諦あきらめきれないようにこちらと雷牙を見比べていたが、やがて中心格らしい男が憎にく々にくしげに舌打ちした。

「覚えてろよ！──おい、いくぞっ」

　威勢のいい吠ほえ声を残して、そそくさと立ち去っていく。

「……覚えてるわけないでしょ」

　うしろ姿を呆あきれ気味に見送る。

「あの捨て科白ぜりふ……恥はずかしくないのかね」

　続くように降ってきた心底呆れ返った声に、珪華は壁に頭を預けるようにして、すぐ傍そばにある人影を見上げた。

　視線を感じたのか、首だけ捻ひねって男たちを見やっていた雷牙が、ん？　と目を落とした。

「……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　無言で見つめていると、ひょいっとしゃがみこんだ雷牙が、様子をうかがうように首を傾かしげた。

　そんな、なんのわだかまりもないような言動に、思わず目つきが尖とがる。思うところはありすぎるほどにあったが、ここで声を荒げるのも無視するのも、自分ばかりが意識しているようで癪しやくだった。

　なにより、どんな相手であろうと助けてもらったのは事実だ。

「──ありがとう。おかげで助かりました」

　礼を言わないのは自分の礼に反すると頭をさげた珪華に、雷牙は意外そうに瞬またたいたあと、ふっと口元を緩めた。

「迂う闊かつだったな、娘じようちゃん」

　苦く笑しよう混じりの忠告に、自分でもわかっていることだけに言い返せない。

　やっぱり明日あしたにすべきだった、と再度思いかけたところで、珪華ははたと雷牙を凝ぎよう視しした。

　──……迂闊だった？　それって、どういう意味？

　彼は自分の行動のなにに対して『迂闊』だと言ってよこしたのだろう。

　男たちを煽るような真似をしたことか。それとも、暗くなったこの時刻に一人出歩いていたことだろうか。はたまた、勢いに任せて装そう飾しよく品を銀子おかねに換かえたことか……。

　──そもそも、この人はどうしてこんなとこにいるわけ？

　たまたま助けにはいったのが彼の腹心だったなど、いかにも都合がよすぎる。

　ここは西市に近い界かい隈わいだ。貴族である汪氏の子息がこのあたりに用があるとは思えない。皇こう宮ぐうが天地をひっくり返したような騒さわぎだろうことを思うと、なおさらだ。

　それらを考えあわせれば、導かれる答えは一つだった。

「──祥ね。……いつから？」

「？　なにがだ？」

　雷牙がきょとんと目を丸くするが、がたいのいい大の男がそんなことをしても、かわいげもなにもない。

「ふざけないで」と珪華は眦を吊りあげた。

「祥に言われて、いつから見張ってたの!?」

「見張ってたってのは、人聞きが悪いな」

　追つい及きゆうを重ねると、雷牙が悪いとも思っていない様子でからりと笑う。言外につけていたことを認める彼の文句を無視して、目顔で答えを迫せまった。

　雷牙はやれやれというように軽く頭を振ると、しゃがみこんでいた膝ひざを伸のばした。

「本気で南都までいく気か？」

「！　そんなことまで…っ」

　答えの代わりの問いかけに、珪華もつられて立ちあがる。

　酒しゆ楼ろうの様子まで知っているということは、自分が気づかなかっただけでずっと見張られていたと考えていいだろう。

　──逃にげられたら困るってこと？

　皇こう宮ぐうへ無む理り矢や理り連れていこうとしなかっただけましなのかもしれない。だが、助けられたことを別にしても、上都みやこを離はなれようとしている今、こうして姿を現したということは、結局目の届かない場所に置く気はないということだ。

　胸の奥底に燻くすぶっていた憤いきどおりが、祥の影雷牙を目にしたことでふつふつと甦よみがえってくる。

　奥歯を嚙かみ締めながら睨にらみあげる珪華を、雷牙は怯ひるむ様子もなく受け止めた。

「──やめろっつっても、聞かねぇんだろうな、この娘ちゃんは」

「あなたたちの言うこと聞く筋合いが、どこにあるわけ？」

　あたりまえのことを聞くなと言い捨てる。

「一人は危険だぜ？　あんな連中とは比にならないようなのが、ごろごろしてるんだからな」

「わたしがどうやって安永まできたと思ってるの？　そんなこと、百も承知よ」

　今日は丸まる腰ごしで遅おくれをとったが、同じ失敗は繰くり返さない。

　余計なお世話だ、とけんもほろろに突つき放せば、雷牙は、はあ、とわざとらしい溜ため息いきを落とした。

「……こーゆーとこが危なっかしくて、しかたねえんだろうなぁ」

　どこか遠くを見る目で独りごちる彼に、珪華は胡う乱ろんな顔をむけた。

「なにをぶつぶつと……無理矢理祥のところへ連れ戻もどそうっていうつもり？」

　それなら強行突とつ破ぱあるのみだ、と身構えれば、雷牙は「そんなむだなこと、だれがするかよ」と呆れたように息をついた。

「だったら、」

「おれも一いつ緒しよにいくだけだ」

「おれも？……って、は!?」

　なんのつもりかと真意を探さぐろうとしたところで、さらりと告げられた言葉に、一いつ瞬しゆんなにを言われたのかわからなかった。遅れて理解したそれに、声を失う。

「一緒にって……そんなこと勝手に決めないでくれる!?」

「なら、連れてってくれって頼めばいいのかよ？」

「頼まれたってごめんよ！」

「だろ？　なら、勝手についてくだけだ」

　勝手に決めて勝手に納なつ得とくしている雷牙に、珪華は肩かたを震ふるわせた。

「一緒になんて冗じよう談だんじゃないわ。大体、今この時期に、祥の腹心であるあなたが安永離れていいわけ？」

「それがあいつの命令だからな」

　気負いのない様子がさも当然そうで、かえって本当についてくるだろう意志を感じさせる。

　なんとか拒こばもうと苦心する珪華を、飄ひよう然ぜんとした表情はそのままに、やけに静かな瞳ひとみが見下ろした。

「嫌いやなら、おれをだし抜ぬくなり、身動きできない状態にするなり、好きにしろよ。おれはあんたから目を離すなって言われてる以上、そうするだけだ」

　あいつの傍には瞭りようがいるしな、と語るその調子はさきほどまでと変わらないのに、目だけが笑っていない。

　そんな雷牙の様子に、珪華は束つかの間吞のまれるように息をつめた。

「それに、もう一人の救い手ってヤツのことも気になるしな」

　ま、おれのことは気にすんなよ。

　だが次の時には、悪戯いたずらっ子のように破顔した雷牙に、拍ひよう子し抜ぬけして肩から力が抜ける。

　──なんなの、この人……。

　祥と違ちがい、ころころ変わる表情は、逆に胸のうちを読ませない。ただわかるのは、なにを言ってもこちらから目を離す気はないということだ。

　珪華は疲つかれたように大きく嘆たん息そくすると、

「──勝手にすれば」

　構うだけむだだと、雷牙に背をむけた。

　去り際ぎわ、視界の端はしをかすめた、『まったく困ったもんだ』とでも言いたげな苦く笑しよう顔が、やけに癪に障さわった。







　第二章　迷途　めいと







「まただ」

　日が暮れる前に、と上都と南都を結ぶ街かい道どう近くにあった森で、野宿の準備にはいった珪華は、いつのまにか見えなくなった姿にあたりを見回した。

　馬だけは見える位置に繫つないであるものの、主あるじである雷牙は目に映る範はん囲いには見あたらない。近くで今夜の分の薪たきぎを拾っていた間に、どこかへと消えていた。

「……」

　耳をすませば、木々のざわめきに混じって、遠くかすかに甲かん高だかい響ひびきが届く。

　珪華は一つ息をつくと、火を起こすべく、枯かれ枝をおろした。




　いってたしかめなければ、という逸はやる気持ちと、掌てのひらの上で転がされているようないらだちに背を押され、珪華が宿を発たったのはまだ夜明けも遠い時分だった。

　安永へと出入りするための大門は、夜明けとともに開放される。その開門と同時に旅立つために宿をでたところで、警けい戒かいするようにあたりを見回した彼女は、だれの姿もないことにほっと胸をなでおろした。

　けれど、足早に朱す雀ざく門もん街を南にくだり、朝一番で門をでた珪華を待っていたのは──

「──よお、やっぱ早いな」

　馬の轡くつわをとり、自分にむかって手をあげた、旅装姿の雷牙だった。

「ずいぶん急いでたみてえだったからな、開門と同時に出発すると思ってさ」

　そう笑った彼は、あきらかに開門前からそこにいたとしか思えない。おそらく、地位を利用して大門の脇わきにある通用門を潜くぐったのだ。

　門前にもそれらしき姿はなく、よし、と意い気き揚よう々ようと門を抜けた分だけ、落らく胆たんは激しかった。

　馬があるくせにのろうとはせず、歩行かちの珪華のうしろをつかず離れずついてくる雷牙に、「ついてこないで！」と何度言ったか知れない。そのたびに「これも命令だしな」「いく方向が同じなんだから別にいいだろ？」とのらくらとかわされ続けて、今に至る。

　珪華とて何度も撒まこうとしてみたが、さすがにああ言うだけのことはあり、相手の方が一枚上手だった。

　結局、旅をはじめて数日、勝手についてくるだけだと、彼女が諦あきらめる方が早かった。

　しかし、そんな雷牙が今のように姿を消すことがあった。

　決まってそれは、こんな野営をしている夜だった。

　人の往来が盛んなこともあって、この街道沿いには比ひ較かく的てき大きな町や里が多い。故郷の村から上都みやこまでの旅路とは違い、物理的にも金銭的にも、毎晩宿を求めようと思えば求められる。

　だが、毎日のこととなるといくら安宿とはいえ、懐ふところに響く。この先、なにがあるか知れない以上、使わずにすむなら、なるべく使わずにすませたい。

　加えて、先を急ぐ珪華は距きよ離りを稼かせぐことを優先しているため、日暮れ時に折よく宿のとれそうな集落が近くにあることはすくなかった。

　必然、野宿が多くなるのだが、ほぼと言っていいくらい、ふっと雷牙の姿が見えなくなる。今のように腰こしをおちつけたあとだったり、時には深しん更こうであったりもした。

　最初は気にも留めなかったが──いや、今のうちに姿をくらまそうと思わないではなかったが、不慣れな場所での暗くなってからの移動は命とりだと自重した──二度、三度と続くうち、さすがにおかしいと感じた。

　それは、一昨日おとといの晩、なにかが争うような物音で目が覚めた時、決定的になった。

「……変だとは、思ってたのよね」

　あたりで拾った石で作った簡易の竈かまどに火をいれ、運よく森に流れていた沢さわから水を汲くんできた小こ鍋なべを火にかける。

　冬場は夏に比べて降水に恵めぐまれているとはいえ、水が貴重なのには変わりない。いつもは乾ほした肉や餅もちを食べるのだが、おかげで今日は温かいものが食べられそうだ。

　短たん剣けんで削そいだ乾し肉を放ほうりこみながら、たとえばこれだ、と火に目を落とす。

「獣けものを避さけるには火を焚たいておく方がいいけど、逆に言ったら、ここに人がいるっていう格好の目印だし」

　だから、野宿の場合は遠くから見通せるような場所は選ばない。火を焚かなければいいのだろうが、寒さの厳しいこの時季、朝晩の暖は必ひつ須すだ。

　なるべくめだたないよう注意を払はらっているが、なにごともなく南都につけると思うほど楽観的ではない。にもかかわらず、そういう気配すら感じたことがなかった。

「それって……」

　思案げに呟つぶやきながら、珪華は鍋が沸わいてきたところで、粟あわと手持ちの薬草を放りこんだ。あとは火の加減をしながら煮に込こんでいく。

　やがて、あたりが闇やみに包まれ、鍋の中の粟が柔やわらかくなったころ、かさりと落ち葉を踏ふみしめるような音がした。それに肩が揺ゆれることもないのは、ここ数日で否いやが応でも馴な染じみになった気配だからだ。

　視線をあげれば、案の定、馬の方へと歩みよる雷牙の姿が、ほのかな火明かりに浮うかびあがる。

　まるで、ちょっとあたりを散策していましたとでもいうような風ふ情ぜいの彼に、珪華は鍋にちらっと目をやったあと、細く溜ため息いきを落とした。

「……そんなとこにいないで、こっちきたら？」

「──は？」

　拒きよ絶ぜつ以外の言葉をかけたことがないこちらからの誘さそいに、一いつ拍ぱく置いて振ふり返った雷牙が目を丸くするのがわかった。いかにも信じがたいといった様子に居たたまれなさを覚えながら、ついつい声を荒あらげてしまう。

「別に、わざわざ二箇か所しよで火を焚くこともないって言ってるの！」

「……今までずっとそうだったと思ったけどな？」

　至し極ごく真っ当な返しに含ふくまれた笑いの気配に、拒きよ否ひの色はない。

　代わりに、これまでの自分の態度に対する意い趣しゆ返がえしの意図をありありと感じとって、珪華は視線を尖とがらせた。

「そう──粟あわ粥がゆを作ったからどうかと思ったけど、あなたの口にはあわないだろうから一人で食べることにする」

　ふいっと顔を背そむけて、荷物からとりだした木もく椀わんに粥をよそおうとすると、「待った！」と焦あせったように声がかかった。

「おれが悪かった。──ご一いつ緒しよさせてください」

　戦場を転々として野営には慣れているだろう彼も、この気候での温かいものへの誘ゆう惑わくには勝てなかったらしい。叩こう頭とうせんばかりの勢いで謝ると、そそくさと馬を連れて歩みよってくる。

　最初からそう言えばいいのだ、とはさすがに言わず、珪華は椀に粥をよそうと、鍋を火からおろした。そうして、火を挟はさんでむかいあう形で腰をおろした雷牙に、鍋ごと押しつける。

「椀は一つしかないから、悪いけど」

「──いいのか？」

　椀と鍋の中身を見比べれば、あきらかに鍋に残った方が多い。

　怪け訝げんな顔つきの雷牙には答えず、珪華は自分の椀に口をつけた。

　粥と言うにはずいぶんと薄うすいが、乾し肉の出汁だしと薬草の味わいで、そこそこの味にしあがっている。

　雷牙はそんな珪華の様を見ていたが、鍋に目を落とすと木き匙さじを手にとった。一口食べると「……うまい」と世辞ばかりとは思えない様子で呟き、残りをかきこんでいく。

　珪華も粥を啜すすりながら雷牙の様子をうかがっていたが、やがて空になった椀を置くとなにげない素そ振ぶりで口を開いた。

「今日も、いた？」

　それに、雷牙がぴたりと手を止めた。鍋から顔をあげ、こちらを見つめると、息をついてゆっくりと鍋をおろした。

「なんだ、気づいてたか」

「さすがにね。これだけ賊ぞくの類たぐいの気配がないのは、どう考えてもおかしいもの」

　この国では、旅は安全なものとは言いがたい。上都へでてくる時、道連れがいても悪意の気配は常に身近にあった。

　なのに、この旅をはじめてからはそれがない。

　いかにも武人めいた雷牙がついてくるからなのか、貧しい身なりをした子ども一人、たいしたものは持っていないと判じているのかと思っていたが、人攫さらいが狙ねらうには格好の獲え物もののはずだ。つかず離はなれずとはいっても、一人でいる夜に襲おそわれても不思議はなかった。

　にもかかわらず、今まで無事でいられたのは、運がよかったわけでもなんでもない。

「……わたしが肩かた肘ひじ張はってただけで、なにごともなくここまでこられたのも、結局はあなたのおかげだったってことね」

　野営の前には周囲に危険がないかと見て回り、夜や陰いんに乗じて近づいてくるよからぬものを自分の知らないところで追い払っていたのだ。
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　今日も道中から穏おだやかならぬ気配を感じていたのだろう。耳をすませた時に聞こえた音は、たしかに剣けん戟げきの響ひびきだった。

　だが、当の雷牙はそれを恩着せがましく誇ほこるでもなく、かえってばつが悪そうに頰ほおをかいて視線をそらせた。

「ま、それがおれの仕事だしな」

　気づかれるとはまだまだおれも甘い、と頰を一つ叩たたくと、雷牙は気をとり直したように食事を再開する。

　匙を運びながら「で？」と目をむけてきた彼に、珪華は小首を傾かしげた。

「あんたは、おれがこのまま一いつ緒しよにいてもいいわけか？」

「？　いいもなにも、離れてても結局は同じことなんだから、一緒にいた方がなにかと面めん倒どうがないでしょ。そりゃ、わだかまりがないのかって言われたら、そんなわけないけど……」

　よくなかったら呼びはしないと言う彼女に、雷牙は「……おれが言えることじゃねえが」と深く嘆たん息そくした。

「おれは、男だぜ？」

「わかってるけど？　あなたが女に見える人がいたら、むしろお目にかかりたいわ」

　なにをあたりまえのことを、と問いかけをたしかめるように上から下まで視線を走らせれば、彼は匙を持ったまま呻うめくように頭を抱かかえた。

「そういうことじゃねえだろ。──ったく、どこまで自分のことに鈍にぶいんだ？　あいつの気持ちがよっくわかるぜ……」

　鍋なべにむかってなにごとかを呟く雷牙の様子に、珪華は眉まゆを顰ひそめた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　気分でも悪いの？」

　普ふ通つうに食べていたが、もしかして薬草があわなかったのだろうか。滋じ養よう強きよう壮そうに効果があるため、旅の疲つかれがではじめるころだといれてみたのだが……。

　こちらの心配をよそに、雷牙は嘆息を落として鍋を脇わきに置くとおもむろに立ちあがった。なにごとかと見ている間にも、火を回って近づいてくる。

「どうし──」

「男だってのは──こういうことだ」

　小首を傾げた珪華に皆みなまで言わせず、大きな手がとんっと肩かたを押す。

　さほど力がはいっていたようには思えなかったのに、呆あつ気けなくうしろへ転がされ、え？　と瞬またたく。その視界に影かげがさしたかと思うと、目前に雷牙が迫せまっていた。

「あいつなんて止やめて、おれにしとくか？」

「は？……って、なにを!?」

　意地悪く笑った面おもてに、ようよう地面に押し倒たおされている自分に気づく。

　慌あわてて暴れだした珪華に、雷牙は低く喉のどを鳴らしたあと、よっと、と軽いかけ声とともに彼女の腕うでをひいた。その動きに逆らう間もなくひっぱられ、上体が起きあがった時には、雷牙はすでに身を離していた。

「すこしは危機感覚えろよって話」

「……ッ」

　わかったか？　としたり顔でうそぶく雷牙に、珪華は拳こぶしを震わせた。

「そんなこと、口で言えばいいでしょッ？　まったく、主あるじが主なら部下も部下ね！」

「おいおい、あんな仏ぶつ頂ちよう面づらと一緒にすんなよ。おれの方がいい男だろ？」

　どこまで本気なのか、祥をあっさりこきおろすと、ぽんぽんとこちらの肩を叩く。

「ま、これからしばらくよろしくな」

　仲良くしようぜ、と告げる雷牙の手を、

「だれがっ」

　珪華は早くも後こう悔かいしはじめながら、鋭するどく打ち払はらった。







　雷牙と道行きをともにするようになってから、安全という観点以外にもよくなったことが一つあった。

　馬を使うことで一日の移動距きよ離りが伸のびたのだ。

　二人をのせて走り続けるというわけにはいかないが、徒歩で移動していたころよりずっと速い。これは先を急ぐ珪華には嬉うれしい誤算だった。

　そして、誤算と言えばもう一つ、解げせないことがあった。

　──どうして、この人、なんにも言わないんだろう？

　珪華は馬の背に揺ゆられながら、うしろの雷牙へと意識をむけた。

　雷牙をさしむけたのが祥であることは、彼自身が認めるところだ。さらに、彼は冬至の祭さい祀しの際になにがあったのかも、自分と祥の仲に亀き裂れつが生じていることも知っているはずだった。

　にもかかわらず、雷牙は必要最低限以外、祥のことについて口にしようとはしなかった。

　──老師のことだって、知ってるはずよね？

　佑から聞いた房州城の騒そう動どうの折にも、雷牙は祥の傍そばにいたはずだ。伝え聞いた佑よりも、その場にいた雷牙の方が詳くわしいことを知っているだろうに、なにも語ろうとはしない。

　──やっぱり佑の言うことが本当だってこと？　それにしたって……

「……普通はもっと、信じてやってほしいとかなんとか言うもんじゃないの？」

　無意識のうちに声になって零こぼれていた思いに、珪華ははっと口を押さえた。

　これではまるで、雷牙に──祥に、言い訳してほしいと思っているようではないか。

　そんなんじゃない、と思いついた考えに頭かぶりを振ふって、密ひそかにうしろをうかがう。きっと聞こえてない、聞こえてても意味がわからないはず……と視線をあげれば、こちらを見下ろす雷牙と目があった。

　その、いつか見たような静かなまなざしに、きっと……という淡あわい期待は儚はかなく霧む散さんした。

「天狼のことか？」

　目をそらすより先に、雷牙が口を開く。

　逃にげ場を失った珪華は、逡しゆん巡じゆんしたのち、意を固めて顎あごをひいた。

「雷牙は……その場にいたんでしょ？　だったら、どうしてなにも言わないの？　本当のことだから？」

　一度口にだしてしまえば堰せきを切ったように言葉があふれだす。こうなったらどんな反応も見み逃のがすまいと食い入るように雷牙を見つめるが、返るまなざしはそらされることも揺らぐこともなかった。

「なら、聞くが──」

　むしろ、こちらの奥底を見み透すかすように、じっと視線を注がれる。

「おれの口からそれを言ったら、信じるのか？」

「え……？」

「おれが『信じてやってほしい』っつったら、あんたは信じるのかって話」

「そ、れは……」

　雷牙の指し摘てきに、ぐっと言葉につまる。

　なにも言わない彼に、どうして、といらだちにも似た戸と惑まどいを覚えたのは──認めたくないが──憎にくみきれない、信じたいと思っている自分がいるからだ。

　けれど、それはこうした状じよう況きようになったからこそ気づいた感情で、もし雷牙が弁護めいたことを口にしていたら、頑がんとして受けつけなかっただろう。彼が言葉を重ねれば重ねるほど、頑かたくなになっていったはずだ。

　気づかされた自分の気持ちに、珪華はきゅっと唇くちびるをひき結んだ。

　雷牙は顔を前へと戻もどしながら、普ふ段だんの陽気さとはかけ離はなれた淡たん々たんとした口調で続けた。

「たしかに、あの男の話が噓うそだとは言わねえ」

「！　じゃあっ、」

　擁よう護ごとは逆に佑を認めるそれに、珪華はかっとなる。

　なんだかんだ言って、結局はそういうことなのではないかと責めかけたところを、「けど」と揺らぎのない声が遮さえぎった。

「それだけじゃ見えてこないもんもある。──おまえらはもっと話しあうべきだ」

「……っ」

　彼の言わんとすることはわかる。頭の冷静な部分では、その言い分をもっともだとも思う。

　しかし、一度沸わきあがった感情は、そうそう簡単にはおさまらなかった。

「話しあうもなにも……なにも話そうとしなかったのはあっちの方じゃない！」

　それ以上の言葉を拒きよ絶ぜつするように、珪華は捻ひねっていた上体を前へ戻すと、きつく前を見み据すえた。

　昂たかぶった感情に、泣きたくもないのに目の奥が熱くなる。あふれだすのをこらえるように目元に力をこめた。

　無言で肩をいからせる姿は、身体からだであれ、心であれ、触ふれることを拒こばむようだった。

　ならば、そのままそっとしておいてくれればいいものを、雷牙は我関せずといった様子で「まあな」とあいづちを返してきた。

「あいつも必要以上のことは──や、必要なことでも口にしようとしないヤツだからな。かといって表情にでるかっていえば、あのとおりだし」

　かわいげってものがない、と嘆たん息そく混じりにぼやく。

　その、祥をかばうでもない軽口めいた愚ぐ痴ちに、自然と浮うかんだのは、なにも語ろうとはしなかった祥の硬かたい横顔だった。

「……自分で言いもしないのに、わかってもらおうっていうのが傲ごう慢まんなのよ」

　気がつくと零れ落ちていたいらだちに、珪華はこうなったらついでだとばかりに言い募つのる。

「それとも、なに？　理解してもらおうとは思ってないって孤こ高こうを気取ってるつもりなの？」

「あー、あいつそういうとこあるよな。自分にしかわからない、みたいに思ってるとこ」

「でしょう!?　それでいて、力に訴うつたえでてくるようなところがあるし！　なんで、ああいう時だけむだに感情表現が豊かなわけ？　普段と違ちがいすぎでしょ」

　賛同を得てさらにまくしたてると、背後で苦く笑しようする気配がした。

「それがあいつのうまいところなんだけどな。まー、場面によって自分を使いわけるのに長たけてるから、やたらと女ウケがいいのはたしかだ」

　おまけにあの顔だしな、と言う雷牙に、いつかの時、花官たちに囲まれていた姿が頭をよぎり、ますます腹立たしくなってくる。

　考えれば考えるほど、以前の自分は彼のどこに惹ひかれたのかと思ってしまう。

　──大体、出会った時からして、殺されそうになるわ、男に間ま違ちがわれるわ、さんざんだったじゃない…っ

　脅おどされて渋しぶ々しぶ協力していたはずだったのに、いつのまに彼の力になろうと思うようになっていたのか──。

　胸のうちを探さぐるようについ物思いにふけっていた珪華は、ふと耳についた鳥の鳴き声に上を仰あおいだ。

　途と端たん、目を灼やいた突き抜ぬけるような青さに、そうだった……といつか見た空を思いだす。

「……あの人の、国を──民たみを想おもう気持ちは、噓じゃなかったから」

「──それだけはたしかだな。天狼はだれより戦場を知ってるからこそ、戦いに救いなんて求めない。踏ふみにじられた命の先にあるのは、憎しみと悲しみだけだ、ってな」

　静かな雷牙の同意に、なくしてしまったものを思い、ずきりと胸の奥が疼うずく。

　この痛みにより添そってくれた心は、噓だったのかもしれないと思えば余計だ。

　けれど──すべてが偽いつわりだったわけではない。父親に疎うとまれながらも戦場を生き抜き、なおかつ民の苦しみに思いを馳はせることができるのは、彼の強さだ。

「……自分を使いわけるのに長けてるってことは、逆を言えば人の気持ちを汲くむことができるってことだもの」

　ただ、汲んだ気持ちを利用されたのだと思うと……。

　ぎゅっと拳こぶしを固めた時、ふいにうしろから頭に手を置かれた。

「ま、信じられねえってのもわかるが……一つだけ言わせてもらうなら、娘じようちゃんだけだったぜ」

「……なにが？」

「天狼が、あんな笑え顔がおを見せた相手はな」

　え？　と珪華が息を吞のむ間に、雷牙はぐしゃりとこちらの髪かみをかき乱すようになでると、「そういやぁ」と思いだしたように呟つぶやきながら手を離した。

「信じられないと言えば、おれも信じられねえんだが……よくあの男が娘ちゃんを手放したな？　個人的にも、『救い手』って意味でも、もっと執しゆう着ちやくするかと思ってたぜ」

　それこそ離り宮きゆうに連れ去るくらいな、といきなり話題が変わったかと思うと、触れてほしくないところになにげなく踏みいってくる。

　はっと身体をこわばらせた珪華に気づいているのかいないのか、雷牙は返らない応こたえに構うことなく先を続けた。

「まあ、あっさりひっこんでくれたおかげで、大きな争いにもならず、助かったっちゃ助かったんだが……あの男のことだ。おとなしく退くと見せかけて、なにを企たくらんでるんだか」

「──……あの人なら、動かないわ」

　最後は語るというより思案げな呟きになった雷牙に、ついそんな言葉が口を突いていた。

「……なに？」と背後で怪け訝げんな声があがる。

「なにか、知ってるのか？」

　低くなった問いかけに、さらりと耳元で鳴る軽かろやかな音が重なった。

『その言葉、せいぜい忘れるな』

　その音色とともに脳のう裏りへ甦よみがえった声こわ音ねに、珪華は痛みをこらえるかのように瞼まぶたを閉じた。

　佑から聞かされた話に、雷牙が突きつけてきた言葉。

　聞くたびに大きく揺ゆれ動く自分の心では、なにが正しいのか、わからない。本当にこれでよかったのか、胸のうちに問いかけてみても、当然ながら返る答えはなかった。

「──娘ちゃん？」

　雷牙の硬い呼びかけに、珪華ははたと肩かたを揺らした。

　さすがに、さきほどの意味深な発言については、黙だまったままやりすごすというわけにはいかないらしい。

　思わず言ってしまったがどうしようか、と束つかの間考えを巡めぐらせて、

「……勝負は勝負だって、国をわけて争ってもなにも残らないって、言ってたから」

　噓ではない、しかし本当の理由とはすこしだけ違う、佑と交かわしたやりとりをうちあける。

「……」

　──……信じた？

　返った無言に、暑くもないのにじわりと背中に汗あせが浮かぶ。だが、それを振ふり返ってたしかめるだけの気力は、今はなかった。

　しゃら……と囁ささやくように玉が擦こすれあう。

　その音に無意識に耳元へと伸のびた指へ、じっと背後から注がれる視線に、珪華が気がつくことはなかった。
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　じっとりと水気のまとわりつく、暗く寂さびしい場所だった。

　まわりを見回しても、明かりはおろか、自分の手さえ見えない。ひたひたと足元からはいのぼってくるような冷たさは、胸のうちにまでしみこんでくるようだった。

「……ここは？」

　か細く震ふるえた声が、波は紋もんが広がっていくように闇やみに小さくこだまする。返る言葉はなく、ぴちょん……とどこかで跳はねる水すい滴てきの音だけが、やけに耳についた。

　それらが一人だという事実を際きわだたせ、珪華は大きく身み震ぶるいして自らの身体からだをかき抱いだいた。

「なに？　どうして、こんな……」

　震えが止まらない。どうして、自分がこんな場所にいるのかもわからなかった。

　耳の奥に響ひびく水音が、己おのれすら見失ってしまいそうな暗闇が、恐おそれをかきたて、不安を膨ふくれあがらせていく。

「ぃ、や…っ、──ょう！」

　助けを求めるように、だれよりも先にその名が零こぼれ落ちていた。

　次の時、

「──珪華」

　気がつけば、温かな腕うでの中にいた。背後から回された腕は力強く、こめかみに落ちた吐と息いきにさきほどとは別の意味で震えが走る。

　ああ、この腕があればもう大だい丈じよう夫ぶだと、なにも怖こわいことはないのだと、無条件に信じられた。

　すがるように胸の前に回された腕を摑つかみ、それでは足りないと身をよじる。「珪華？」と怪訝そうな声を聞きながら身体を反転させると、自ら広い胸へと抱きついた。

　一いつ瞬しゆん、驚おどろいたように腕の力が緩ゆるむが、すぐに息が苦しいくらいに締しめつけられる。身体中で想いを表すような抱ほう擁ように、胸が戦慄わなないた。

　背中に手を回し、自分もまた放すまいと力をこめる。

　どうして、この腕を、温ぬくもりを、なくしていられたのだろう──。

　意識の奥底から湧わきあがるように浮うかび、弾はじけた思いに、珪華はふと違い和わ感かんを覚えた。

「なくす……？」

　なぜ、そんなことが浮かんだりしたのだろう？　彼は今こうしているではないか。いなくなってしまったことなど……。

　徐じよ々じよに垂れこめていくような不安に、温かな胸に一層顔を押しつけた時、

「──……好きだ」

　なにかを察したように右耳に吐息で囁かれた。

「──ぁっ」

　たった一言に、心がうち震える。

「わた──ん…っ」

　言いかけた言葉を遮さえぎるように、柔やわらかな感かん触しよくに口を塞ふさがれる。温かでいてわずかにかさついたそれが、彼の唇くちびるだと悟さとった瞬しゆん間かん、心臓が高く跳ねた。

　下唇をゆるりとくすぐられ、全身に痺しびれが走る。身体中の血が沸わき返るように、熱かった。

　こんな、と思うのに、触ふれる温もりを突つき放せない。

　むしろすがりつくように甘い刺し激げきに耐たえていると、満足したのか、ゆっくりと唇が離れていった。

「は…ぁっ」

　息苦しさに大きく肩を上下させる。

「珪華……」

　耳元で紡つむがれる名を嬉うれしいと感じる反面、なぜか激しい焦しよう燥そうに駆かられる。

　早く、自分もだと、同じ気持ちなのだと返さなくては、と整わない息の中、焦あせりに背を押されるように力のはいらない手で彼の二の腕を摑んだ時──ぬるり、と指先が総毛立つような感触を伝えた。

「！　怪け我がしてるのッ？」

「これは違ちがう」

　慌あわてて傷口を探そうとする手を止められる。重ねられた掌てのひらの、唇とは裏腹な冷たさに、思わず身震いが走った。

「違うって、でも……」

「これは──玄陽の血だ」

「──ッ！」
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　静かに突きつけられた言葉に、珪華は喉のどをひきつらせた。声にならない悲鳴が、呼気となって零れ落ちる。

　凝ぎよう然ぜんと彼を仰あおぎ見ながら、唇を戦慄かせた。

「……ね、噓うそ、よね？…………あなたが老師を死なせただなんて、なにかの間ま違ちがいでしょ？」

「……」

　返る無言に、滑ぬめる掌に力がこもる。

「なにか言ってよっ、祥!!」

「──おまえこそ、どうなんだ？」

　唐とう突とつに返された色のない声に瞬またたくと、左の耳元でなにかが触れあうような涼すずやかな音が響いた。

「え……？」

　耳に覚えのあるそれに、つきりと頭の奥が痛む。

「なんの、音？」

　軽やかなのに、おちつかない気分にさせるそれの正体を、珪華が記き憶おくに探さぐろうとした矢先、

「──おい、聞いたか？　なんでも上都みやこに『救い手』ってのが現れたらしい」

　聞こえてきた、見知らぬだれかの声に、ぎくりと手がこわばった。

「ああ、らしいな。実は、先せん帝ていの時代に伝説にある宝ほう珠じゆは失われてたって話じゃねえか。そいつの代わりに、天てん帝ていが降くだされたんだって言うが……」

「ん？　オレは南都の利旦さまのところにいるんだって聞いたぜ？」

「天帝に降されたような存在が二人もいるわけないだろ。どっちが本物なんだよ？」

「そりゃあ、宝珠を持って現れたっていう、南都の方のじゃねえのか？」

「じゃあ、上都のは偽にせ者ものってことかよ？　天を騙かたるなんて、罰ばち当あたりにもほどがあるぜ」

「でもよ、結局その『救い手』ってやつは、一体なにしてくれるんだ？　ほんとにこの国を救ってくれるってんなら、もっと早く現れるべきだろ」

「さーね。けど、救ってくれるってんなら、早くやってもらいたいもんだね。むだな騒そう動どう振ふりまいてねえでよ」

「違いねえ！」といくつもの笑いが弾ける。だが、そこに明るさはなく、諦あきらめきった虚むなしい響きだけがあった。

「……あ、ぁ…っ」

　寒々しい笑いが暗闇に幾いく重えにもこだまするのに、珪華は目を見開いて、身体を震わせた。

　今のすべてに聞き覚えがあった。これは……。

　曖あい昧まいだったものがひび割れ、剝はがれ落ちようとした刹せつ那な──どんっ、と強い衝しよう撃げきが襲おそった。

　ふいのことに短い悲鳴をあげてよろめいた珪華は、なにが起こったのかと茫ぼう然ぜんと目の前の相手を見上げた。

　そこにはたった今まで抱だき締めあっていたはずの相手が……祥が、ひどく冷ややかな顔でこちらを見下ろしていた。

　彼に、突き飛ばされたのだ。

「どうし、」

「人のことは言えない。おまえも──俺を騙だましてた」

「！　違うッ」

　自分は『救い手』を騙っていたわけではない。知らなかったのだ。第一、自分が『そう』だと言ったのは祥や佑で、自じ称しようしたことなど一度もない。

「もういい」

　だが、そんな言い訳は聞く耳を持たないと、祥は感情の見えないまなざしを残し、くるりと背を返した。そのまま、いつのまにか暗くら闇やみに現れた人ひと影かげの方へと歩いていく。

「……ゃ、祥ッ」

　振ふり返らない背中を追いかけたいのに、縫ぬい留められたように動けない。祥の姿が遠ざかっていくにつれ、身体が闇に塗ぬり潰つぶされていく──。




「待って！」

　がばっと飛び起きた瞬間、あたりの暗さに恐きよう怖ふが走った。渇かわいた喉に、悲鳴が貼はりつく。

　呼吸の仕方まで忘れてしまったように身体がこわばった時、「娘じようちゃん！」とのぞきこんできた雷牙の顔に、ゆっくりと肩かたの力が抜ぬけた。

　真冬だというのに、額に汗あせが滲にじんでいるのが自分でもわかった。

「大丈夫か？」

　眉み間けんを曇くもらせる雷牙にぎこちなく頷うなずいて、珪華はのろのろとあたりを見回した。

　近くに馬が鼻を鳴らす息いき遣づかいが聞こえ、闇に慣れた目になにかの小屋らしい荒あれた佇まいが映る。そういえば、立ちよった里で納な屋やを借りたのだと、天てん井じようの隙すき間まから落ちてくる月明かりを見上げて思いだす。

「──ゆ、め……」

　あの暗闇も、感触も、聞こえてきた声も──温もりすら、夢だったのかと、かすかに震ふるえる手で疲つかれたように顔を覆おおう。掌に覚えた濡ぬれた感触に、いつのまにか泣いていたらしい自分に気づく。

「ずいぶん、うなされてたぜ」

　飲むか、という声に涙なみだを拭ぬぐって顔をあげると、雷牙が水のはいった瓢ひさごをさしむけていた。

「あり、がと」

　珪華はこわばる唇でなんとか礼を言って、夢の名残なごりにいまだ整わない呼吸に痛みを覚える喉へと水を流しこんだ。

　──そういえば、前にもこんなこと……。

　おちついたところで覚えた既き視し感かんに記憶を手た繰ぐりかけ、はたと瓢を持つ手に力がこもった。

「……っ」

　思いだした面おも影かげに、夢で見た表情が重なって、強く胸を締しめつけられる。

　息苦しさに、おさまりはじめていた呼吸が再び乱れそうになった時、ぽん、と頭にのせられた手があった。

「どうした？　怖こわい夢でも見たのか？」

　幼い子どもにするようにぐりぐりと固い掌が頭をなでる。上体ごと揺ゆさぶるようなその乱暴さに、不思議と嫌けん悪おは感じなかった。

「……ちょっと」

　逆に、村の大人たちもこうだったと懐なつかしさを覚えたせいか、つい口にするつもりのなかった弱音が零こぼれていた。

　夢の中で聞こえてきた会話は、すべてこの旅の途と中ちゆう、耳にしたものだ。

　皇こう帝ていの交代劇は、上都には留とどまらず、瞬く間に広がりをみせていた。行く先々で、これからどうなるのかという、ささやかな期待と比べものにならないほどの不安が渦うず巻まいている。

　今まで聞いたこともない、『救い手』なる存在については特にそれが顕けん著ちよで、どんな小さな集落によっても、「なにか知っているか」と聞かれないことはなかった。近い分、南都の噂うわさも届いているようで、どちらが本物なのか、どちらでもいいから早くこの国をなんとかしてくれ、と声こわ高だかにやりとりされている。

　それらは、見えない棘とげとなって、珪華に突つき刺ささってきた。

　国が混乱する今、本当に上都を離はなれてよかったのだろうか。

　個人的な感情には目を瞑つぶり、この国に風をとり戻もどすことを優先させるべきではなかったのか。もしくは、話そうとしない彼に憤いきどおるのではなく、夢の中のように自ら知ろうとするべきだったのではないか、と抜けない棘が胸を苛さいなむ。

　──でも、わたしが本物じゃなかったら……？　宝笛さえ奏かなでれば風が戻ると思ってるけど、ほんとに？

　違ちがうとしたら、自分のせいではないとはいえ、人々を、国を騙していたことになる。自分という存在が、この国にさらなる混乱を呼んだことになるのだ。

　南都に近づき、もう一人の『救い手』の存在が大きくなっていくにつれ、悩なやみと迷いは日々膨ふくれあがっていく。

　だからだろう。あんな夢ばかりを、ここのところ繰くり返し見ていた。

「……別に、あんなの、ただの夢だし」

「──なあ」

　第一、彼が去っていこうがどうしようが、もう自分には関係ない──そう、言い聞かすように冷たくなった手を胸むな元もとで握にぎりこんだ珪華を、雷牙がのぞきこんできた。

「それって、天狼のだろ？」

　なにげない口調で指し摘てきされたそれに、表情がこわばる。

「な……違っ」

「噓うそつけ。昨日だって、あいつの名前呼んで飛び起きたくせに」

　気づいてたのか、と目を見開く。目ざめた時、雷牙は横になっていたし、朝になってもなにを言う素そ振ぶりもなかったから、てっきり寝ねていたのだと思っていた。

　色々と見み抜ぬかれていたことに声もなく動どう揺ようする珪華に、苦く笑しようした雷牙は、そのままになっていた手で軽く頭を叩たたいた。

「夢に見るくらい想おもってるってのに、素す直なおじゃねえな、まったく」

「！　想ってなんてッ」

「逃にげてるから、追っかけてくるんだ」

　反射的に手を振り払はらうが、構うことなく続けられた、すべてを見み透すかすような言葉に息を吞のむ。

「ほんとは、自分だってわかってんだろ？　逃げてねえで、むかいあってみろよ」

　あいつにも、自分の気持ちにも。

　気負いのない、柔やわらかな声こわ音ねが、頑かたくなになっていた心にするりとはいりこんでくる。

「…………」

　……本当は、わかっている。

　老師のこととなると冷静ではいられなくなる自分も、頭に血がのぼっていた自覚もあった。

　裏切られていた、と思う気持ちとは別のところで、時がたって頭が冷えるにつれ──もっと言えば、雷牙と祥について言葉を交かわしてから、自分の判断は一方的すぎたのでは、という迷いが生まれはじめていた。

　それでも押し黙だまったままなにも言わない珪華から、雷牙は瓢をとりあげた。

「ほら、もう寝ちまえ。夜明けまではまだある」

　痛いところを突ついてくるくせに、必要以上に踏ふみこんでこようとはしない。

　そんな雷牙をありがたく思いつつも、

「……寝れるわけ、ないじゃない」

　簡単に言うなと恨うらめしさが口を突いた。

　目を瞑ると、手に滑ぬめった感かん触しよくが、乾いた笑い声や射るような冷ややかなまなざしが甦よみがえりそうで、珪華は小さく身み震ぶるいする。

　雷牙は幾いく度どか瞬まばたきしたあと、からかうように唇くちびるを吊つりあげた。

「なんだ？　怖くて一人じゃ寝られねえって？」

「っ、別にそんなんじゃ──」

　小さな子どもに対するような物言いに、かっと頰ほおに朱しゆが散る。けれど反論は、「わかったわかった」と隣となりに座りこんだ雷牙に肩を押され、喉のどの奥にかき消えた。

　彼は無む理り矢や理り珪華を横にさせると、腰こしのあたりでわだかまっていた上うわ掛がけを肩かた口ぐちまでひっぱりあげた。

「ほら、ここにいてやるから」

「……そんなことしてたら、あなたが眠ねむれないじゃない」

「一日くらい寝なかったところで、どうこうなるほど柔やわな鍛きたえ方はしてねえよ。娘じようちゃんにぶっ倒たおれられても困るからな、おとなしく寝とけ」

　あやすように、ぽんぽんと上掛けの上から腕うでを叩かれる。

　迷めい惑わくになると言われてしまえばそれ以上の反論もできず、珪華は渋しぶ々しぶ瞼まぶたを落とした。

　とはいえ、冴さえた頭ではもう眠るのは難しいだろう──そう思っていたはずなのに、一人ではないという安あん堵ど感かんと思いのほか優やさしい手つきが刻む調子に、ゆっくりと意識が眠りにひきこまれていく。

　やがて、珪華が規則正しい気息をたてはじめたころ、

「……こんな娘ちゃん泣かせて、なにやってんだあいつは」

　雷牙は苦々しい顔つきで呟つぶやきを落とし、頰に残る涙のあとをなぞるようにそっと拭った。







　第三章　信実　しんじつ







　南都・殷陽──南部七州を束ねる要よう衝しようは、その名のとおり、赤黒い土をした丘おかの南側に都を構えていた。

　丘を北へとくだっていったところに、上都みやこ近くを流れる祁き水すいに次ぐ大河が流れ、気候も比ひ較かく的てき穏おだやかなことから、今もって安定した収しゆう穫かくの見込める当地は、四都の中でもつとに温順な気風で知られている。

「──はずなんだがなぁ。また、ずいぶんと騒さわがしいこった。前にきた時には、こんなことはなかったが」

　規模こそ安永に劣おとるものの、都の周囲に張り巡めぐらされた外がい郭かくから中へと足を踏みいれた途と端たん、身を包んだ賑にぎわしさに雷牙があたりを見回した。

「門をくぐるのにも結構時間がかかったけど……」

　はいってきた門を見返って、まだまだ外に続く人の列に驚おどろきながら、珪華もまたどこか浮うき足立った町の様子に目をやった。

　暦こよみはもう、あと十日ほどで新年を迎むかえようとしていた。

　その準備や、正月をこの地で迎えようという人々でごった返しているのかとも思ったが、それにしても人が多すぎる気がする。

「……やっぱり、これって」

　思わしげに珪華が顔を曇くもらせていると、「よお、兄さんたち！」と横から明るい声をかけられた。なにごとかと振ふりむけば、威い勢せいのよさそうな若い女性が立っていた。売り物だろうか、籠かごに笹ささの葉に包まれた粽ちまきらしきものを山と積んでいる。

「兄さんたちも、救い手さまを見にきたのかい？」

　気軽に問われ、珪華は雷牙と顔を見合わせた。

「あー、救い手さまってのは、例の噂うわさになってる？」

「見に、って……姿を見ることができるんですか？」

　口々に問うた二人に、女は呆あきれたような、それでいて得意げな顔を見せた。

「なんだ、知らないできたのかい？　ここにいる連中は、ひと目姿を拝見しようって、噂を聞きつけて近きん隣りんから集まってきたのさ」

「……姿を見て、どうするんですか？」

　女の話に戸と惑まどう。

　彼女の言うことが噓うそでないなら、これだけの人間が姿を見たいと思っているということだ。自分が本当にそうなのかどうかは別にして、『救い手』がこれだけの人を動かす影えい響きよう力を持つ存在なのだと思うと、身体からだの芯しんが冷えていく気がした。

　──怖こわい……。

　目まの当たりにした『力』に、率そつ直ちよくにそう思う。

　顔色をなくした珪華に気づく様子もなく、女は気分を害したように眉び宇うを顰ひそめた。

「どうするって……姿が拝見できるだけでありがたいじゃないか」

「ああ、すまん」

　そんな珪華の異変を察したのは、雷牙の方だった。女の視線を遮さえぎるようにさりげなく前にでながら、苦く笑しようする。

「こいつ、どういうお方なのか、まだよくわかってねえんだ。なにしろ、話を聞いたのも最近なもんでな。──あ、それ、二つくれるか？」

　適当に誤ご魔ま化かしながら、籠の中を指させば、女は「はいよ！」ところりと笑え顔がおになった。

「で、その救い手さまが、見られるって？」

　銀子おかねとひき替かえに品を受けとった雷牙は、如じよ才さいなく聞きだしたい事こと柄がらへと話題を戻もどした。

「そうさ。ここからあがってくと、ずっと奥に城が見えるだろ？」

　女が指を伸のばす先を視線で追うと、緩ゆるやかな坂をあがりきったところに一ひと際きわ青く輝かがやく瓦かわら屋根が飛びこんでくる。どうやらあれが殷陽城らしい。

「あの宮門から、一日一回、午ひるになるとお姿を見せてくれるのさ」

　だからみんな門の前につめかけるのだと教えてくれる。

「あんたたちも見るなら急いだ方がいいよ。じゃなきゃ、路みちに人がひしめきあって豆まめ粒つぶみたいにしか見えないからね」

　話して満足したのか、商売がうまくいったからか、「じゃあね！」と笑顔で去っていく女を見送って、雷牙がこちらを振りむいた。

「──だとさ。どうする？」

「いく。そのためにきたんだもの」

　迷う間もなく即そく答とうした珪華に、「じゃ、ま、そういうことで」と笑いながら笹包みが一つさしだされる。礼を言って受けとりながら、殷陽城へと視線を戻した。

　あそこにもう一人の救い手がいるのだと思うと、知らず手に力がこもる。

「あんまし握にぎると潰つぶれるぜ？」

「え？……あっ」

　からかうようによこされた指し摘てきに、珪華は慌あわてて掌てのひらを開いた。

「今からあれこれ考えてもしょうがねえだろ。まずは、お目にかかってからだ」

　かろうじて無事だった粽に、よかったと胸をなでおろしていると、気負いのない調子で背を叩たたかれる。

　普ふ段だんと変わりのない雷牙の様子に、どこか救われる心地ここちを抱いだきながら、珪華は先に立って歩きだした背に小走りで続いた。

　そうして二人は、この人出なら早めに見つけた方がいいだろう、と選んだ旅館に馬を預けたあと、女の忠告に従って半刻前には宮門前に到とう着ちやくしていた。その時点で、すでにそれなりに幅はばのある門前の通りは人で埋うめつくされていた。

　ひと目噂の姿を、と面おも白しろ半分の顔も多いが、熱心に宮門を見上げ、登場を心待ちにしている人々もすくなくない。

　改めて目の当たりにした人々の熱気に、さきほどの恐おそれが甦よみがえってくる。

　身体的な圧あつ迫ぱく感かんよりも精神的なものからくる息苦しさを覚えはじめたころ、「きたぞ」とすぐ横にいた雷牙が囁ささやくのが聞こえた。

　珪華が慌てて顔をあげた時、わっと周囲の空気が色めきたった。

　叫きよう声せいとも歓かん声せいともつかない響ひびきが地鳴りのように湧わきあがる中、宮門の上に姿を現した人ひと影かげがあった。

「！　あれが、もう一人の救い手……」

　けして近くはない上に、我も我もと手をあげる人々に邪じや魔まをされ、見づらい姿に懸けん命めいに目を凝こらす。

「……男だな」

　喚かん声せいを縫ぬって隣となりから届いた声に、珪華はあいづちを返した。

　神秘性の演出なのか、別に理由があるのか、長い髪かみをおろした姿は、少年の格好をしている珪華とは別の、どこか中性的な雰ふん囲い気きだったが、女性には見えない。年のころは、雷牙たちと同じかすこし上といったところだろうか。

　顔はしかとは見えなかったが、それよりもその下、首元に目が釘くぎ付づけになる。

「梧あお桐ぎりの、印」

　珪華は瞳ひとみを眇すがめて、無意識に左胸へと手をはわせた。

　青年の、上衣のあわせあたりからのぞく痣あざは、赤子の掌くらいだろうか。遠目には自分の左胸にあるものとよく似ている気がした。

　さらに視線をさげると、そこには彩さい色しきを放つ玉の姿があった。

「あれが、宝ほう珠じゆ？」

「らしいな。本物かどうかってのは、また別の話だが」

　周囲の喧けん騒そうにかろうじてかき消されることなく雷牙の同意が返ったが、声には猜さい疑ぎの色が濃こい。降臨節で珪華が暴あばくまで、偽にせ物ものの宝珠が宝珠としてまかりとおっていたことを考えると、それも道理だろう。

　──近くで見ないとわからないけど……前のとは、輝きが違ちがう気がする。

『あれが本物なのだろうか』という思いと、『本物なら風が止やんだままなのはおかしい』という思いが胸中で交こう錯さくする。

　けれど、宝笛と宝ほう剣けんが揃そろった時、宝珠が──風が甦るのでは、というのが推測でしかないのと同じように、宝珠と天つ風には関係があるというのも、さまざまな状じよう況きようから導かれた考えでしかない。

　真実は、今生きているだれにもわからないのだ。宝珠だけでは風を甦らせるに足りない、自分たちの知らない『なにか』があってもおかしくない。

　珪華は硬かたい面おも持もちで唇くちびるをひき結んだ。

　こんな風に、今まで持っていた考えが揺ゆらぐのは、自分に自信がないからだ。こうしてもう一人の存在を目の前にして、それを歓かん迎げいする声の中に身を置いていると、自分はやはり違うという気がしてくる。

「──だめ、ちゃんと見み極きわめないと」

　思いこみは、冷静さを奪うばう。それではなにも解決しないのだと、教えられたばかりではないか。

　暗い方へと傾かたむいていきそうになる気持ちを止とどめるように軽く頰ほおを叩くと、珪華は視線を宮門の上へと戻した。

「え──？」

　直後、宮門にいる青年と目があった──気がした。

　──気のせい？　よね。だって、こんなに人がいるし、距きよ離りだって離はなれてるのに、目があうなんてあるわけ……。

　第一、彼が自分を見る理由がない。

　だが、錯さつ覚かくにしては青年はこちらの方に顔をむけたままだ。

「なあ、あいつこっち見てねえか？」

「うん……」

　雷牙も気づいたのか、耳打ちするようにこちらに顔をよせてくる。

　なんだろう、と身に覚えのないことに、珪華が双そう眸ぼうを揺らがせた時だった。

　青年がなにかに気をとられたようにふいっと顔を背そむけた。

　視線がそれると、無意識に力んでいたらしい肩かたから力が抜ぬける。

「なんだったんだろう、今の……」

　腑ふに落ちない、というかおちつかない気分で呟つぶやいた珪華の耳に、周囲の喧騒とは違う色の声が届いた。

　悲鳴めいた怒ど鳴なり声に、なにごとかと首を巡めぐらせるが、視界を人ひと垣がきが阻はばむ。ただ、方角からして青年の気をひいたのはこの騒さわぎのようだった。

　ただの喧けん嘩かかもしれなかったが、途と切ぎれ途切れに聞こえる喚わめき声からは必死な様子が伝わってきて、なぜか胸が騒いだ。

　ちらりと隣の雷牙をうかがうと、彼は無言のまま片かた眉まゆをあげた。

　なにげない表情でいて、あきらかに軽挙を戒いましめる彼に、放ほうってはおけないと小さく首を横に振ふる。人ひと混ごみをかきわけるように声の方へと踏ふみだす。

　背後からこれみよがしな嘆たん息そくが落ち、あとに続く気配がした。

　自分が動けば動かざるを得ないだろうと見み越こした行動を内心詫わびつつ、騒ぎの方へと急ぐ。

「──のガキが！」

「放せよッ」

　どうやら、少年と思おぼしき声の主と衛え士じたちが揉もめているらしい。

「あれを返せって言ってるんだ、この泥どろ棒ぼうが！」

「言いがかりもはなはだしい！　これ以上、侮ぶ辱じよくするなら子どもといえど、容よう赦しやせんぞ!?」

「つっ……やれるもんなら、やってみたらいい！」

「なんだとッ？」

　人波に阻まれ、あとすこしが縮まらない中、聞こえてくる声は剣けん吞のんさを増していく。相手の衛士も相当頭に血がのぼっているようで、このままではまずい、と焦あせりを覚える。

「よくもぬけぬけと──ッ」

　珪華の焦しよう燥そう感かんに呼応するように、怒ど号ごうとともに鋭するどく鞘さや走ばしる音が熱気を裂さいてあたりへ響いた。

　さすがの周囲の人々も、この尋じん常じようならざる雰囲気には悲鳴をあげて身をひいた。もっともそれも歓声に吞のまれ、集まったほとんどの民衆が気づいた様子はなかった。

　ぱっと割れた人集だかりのむこうに、突つき倒たおされたのか地面に転がった十三・四歳くらいの少年と、彼にむかって高々と刀を振りあげている衛士の姿が見える。

「！　なにして…っ」

「娘じようちゃん！」と制止する呼びかけが聞こえたが、それより早く珪華は駆かけだしていた。

　二人の間に割ってはいる形で飛びこむと、見ていた人々から再び悲鳴があがる。今にも刀を振りおろそうとしていた衛士は、いきなり飛びこんできたもう一人の少年──珪華に慌あわてたようにうしろへさがった。

　その隙すきに尻しり餅もちをついたままの少年を背後にかばうと、珪華は恐おそれもなく衛士の前に立ちはだかった。

　衛士はなにごとかと目を剝むいたあと、ようよう邪魔されたことに思いいたったように、面おもてを憤いきどおりに染めた。犬でも追いやるように、片手を振る。

「なんだ、おまえは？　一いつ緒しよに切られたくなかったらそこをどけ！」

「こんな一方的なの、黙だまって見過ごせるわけないでしょ!?」

　だが、脅おどしに臆おくするどころか猛もう然ぜんと食ってかかってきたのに、衛士は「仲間かっ？」とますますいきりたつ。

　一方の珪華も、もっとも嫌きらいとする権力をかさにきた衛士の態度に、眦まなじりを吊つりあげた。

「子ども相手に権力振りかざして、なにが偉えらいの？　城を護まもる衛士がその調子じゃ、護られてる人もたかが知れてる！」

　自分のみならず、護られている人、すなわちこの城の主あるじまでも批難され、衛士の顔色が変わる。さっと青くなったかと思うと、一転湯気をあげんばかりに真っ赤になった。

「き、さまら……揃いも揃って…ッ」

　そのまま言葉もない様子で、握にぎった刀を震ふるわせる。

「いけない！　君は関係ないんだ、早く逃にげ──」

　背後の少年が身体からだを起こしながら、珪華の裾すそをひく。けれど、皆みなまで言う前に衛士は再び刀を構えていた。

「もういい、まとめて刀の錆さびにしてくれるわ！」

　言い放ち様、切っ先が唸うなる。が、「おっと」と軽い声が聞こえたと同時に、衛士の動きがぴたりと止まった。

　否いな、刀を握る腕うでを摑つかまれ、身動きがとれなくなったのだ。

「子ども相手にやめとけって」

「!?　は、放せっ、邪じや魔ま立だてするなら、おまえも」

　腕一本で猛たけり狂くるう男を止めた雷牙は、涼すずしげな顔つきで「いいのか？」と肩を竦すくめた。

「こんなとこで流血沙ざ汰たなんて、せっかくのご威い光こうも台無しだと思うけどな？」

「っ」

　意味深に周囲を見回した雷牙に、衛士が息を吞む。彼に倣ならいそっと視線を巡らせてみれば、遠巻きながらこちらをとり囲む人々は、一様に眉を顰ひそめ、衛士に冷ややかなまなざしを送っていた。

　遅おそまきながらそれらに気づいた衛士は表情をこわばらせると、振り払はらうように雷牙に摑まれた手をとり戻もどした。

「──ふ、ふんっ、救い手さまに免めんじて、今日のところは見み逃のがしてやる！　だが、いつまでも甘い顔をすると思うなよ!?」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいで言い捨て、衛士は持ち場へと戻っていく。

　それを一いち瞥べつして、珪華は雷牙へと歩みよった。

「雷牙、ありがとう」

「ったく、勘かん弁べんしてくれよ……。むやみやたらと煽あおるような真似まねすんなって。あのままじゃやられてたぜ？」

「そんなの、雷牙なら止めてくれるってわかってたからやったんじゃない」

　ああいうのはちょっとくらい恥はじをかいた方がいい、と憤り冷めやらぬ体ていで肩をいからす珪華に、雷牙が痛むようにこめかみを揉んだ。

「信用してくれるのはありがてえけど──っと、とりあえず、河岸かしを変えるか」

　言いかけて、唐とう突とつに声を低めた彼に、今さらながら集めている視線の数々に気づく。あれだけ派手にやらかせば当然といえば当然だが、さすがに悪めだちがすぎる。

「小僮ぼうずもいいか？」

　ここに置いていくとまた騒ぎになりそうだと判断したのだろう。雷牙が少年にも声をかけ、ついてくるように促うながす。

　いくぞ、と彼が顎あごをしゃくったのを合図に、珪華たちは逃げだすように場をあとにした。







「──で、また、小僮はなんであんなとこで騒いでたんだ？」

　どこかおちつける場所へ、とはいった茶さ房ぼうで、いきがかり上ひっぱってきた少年に、雷牙が茶ちや碗わん片手に問う。

　女の人だったんですね、とこちらに恐きよう縮しゆくしつつ、楊よう巧こう明めいと名乗った少年は、身なりこそそのあたりにいる子どもと変わりなかったが、言動にどことなく育ちの良さがうかがえる。こうして改めて見ると、年のわりに老成した雰ふん囲い気きは、衛士相手に啖たん呵かをきるような無む謀ぼうさとはかけ離はなれていた。

　巧明は視線をさまよわせたあと、覚かく悟ごを決めたように顔をあげた。

「実は……あの『救い手』と言われる男が持っていた玉は、僕の父の形見なんです」

　少年の口から飛びだした、思いもかけない告白に、珪華は思わず雷牙と顔を見合わせた。

「父はこのあたりの豪ごう族ぞくの一人で……あれは、外とつ国の商人から祖父の代に得たものでした」

「外つ国から……」

「はい。近くで見るとわかるんですが、元は黒っぽい石なんですけど、青や緑、それに黄なんかの色がとりどりに浮うかびあがって見えるんです。石の中で虹にじが輝かがやいてるみたいで……外つ国でも珍めずらしい品らしくて、祖父が結構な銀子おかねを積んで手にいれたんだそうです」

　巧明の『虹が輝いてるみたい』という言葉に、なるほどあの輝きはそれか、と得心する。

　一人納なつ得とくする珪華をよそに、巧明はどこか沈ちん鬱うつな響ひびきを帯びた声を潜ひそめた。

「当然、父もそれを大事にしてたんですが、どこからかその玉の噂うわさを聞きつけた都と督とくが、見てみたいって言いだしたんです」

　なんとなく読めてきた事情に、「それで？」と先を促す珪華の声も、自然、険を帯びた。

「もとより断れる相手でもない上、権力志向の強かった父は、中央との繫つながりを深めるいい機会だと、家宝とも言えるそれを持って登城したんですが……」

「そいつに気にいられちまった？」

　濁にごした先を継ついだ雷牙に、はい、と巧明が手にした茶碗に視線を落とした。

「ただ、さすがに祖父の形見を譲ゆずるわけにはいかないと断ったんです。だけど…っ」

　碗を持つ手に力がこもり、注がれたまま減っていない茶の表面が細さざ波なみ立つ。

「一年近く前に父が病で急死して……」

「親おや父じさんが死んで、玉は都督の手元に──都督公こう認にんの救い手が持ってる。んでもって、小僮の様子からすると……家がとり潰つぶされた、か」

　雷牙の指し摘てきに、巧明は悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

「はい……喪もも明けないどころか、混乱も覚めやらぬうちに、官かん吏りと衛え士じたちが邸やしきにのりこんできて、一方的に父の罪状を告げて邸からなにからとりあげられたんです」

　楊一家は、かろうじて持ちだせた身の回り品とすこしの銀子という、ほぼ着の身着のままに近い状態で南都を追われたのだという。

「父にうしろ暗いところがまったくなかったとは言いません。ほかの豪族たちだって似たようなものなのにどうして家うちだけが、っていう理り不ふ尽じんさはありましたけど、家族に咎とがが及およばなかっただけましだと思って、耐たえてきたんです」

「……なのに、どうして今ごろ？　やっぱり、あれを見たから？」

　権力者に翻ほん弄ろうされる少年の姿に、自分の姿が重なるようで胸が疼うずいた。

　だからだろう。知る必要のないことを、つい尋たずねていた。

　吐はきだすことで楽になる気持ちがあると先を促した珪華に、巧明は双そう眸ぼうを暗く輝かせた。

「──しかたないって、思ってきたんです。でも、救い手の噂を……いえ、その人物が持ってる宝ほう珠じゆのことを耳にした時、もしかしてって。それでどうにも気になって見にきてみて、やっぱりって思ったら、どうしても許せなかったんです」

　すくなからず都督につくしたはずの父の、楊家の名を貶おとしめ、悲しみに暮れる自分たちからわけもわからないうちになにもかもをとりあげ、路頭に迷わせたのは、すべてあの玉のためだったのだ。

　そう合が点てんがいった瞬しゆん間かん、門衛に突つっかかっていたのだという。

「父の形見をとり返したいっていう思いは、もちろんあります。だけど、権力にものを言わせて奪うばっておいて、『宝珠』だなんて……『救い手』だなんて、どの面つら下げて言うんですか!?　あんなものぶらさげてる『救い手』に、なにが救えるのかと思うと…っ」

　大きく肩かたを震わせる巧明を痛ましく思いながら、珪華は雷牙と視線を見み交かわした。

　──宝珠は、偽にせ物ものだった。

　先せん帝ていが人々の目を欺あざむくために用意したものよりはそれらしく映ったが、外つ国の商人から買い付けたようなものが宝珠のわけがない。

「ということは、やっぱり、救い手も……」

　噂では救い手が宝珠を持っていたということになっているが、今の話を聞くかぎり、まず宝珠ありきだ。

　おそらく、降臨節の騒そう動どうを知った南都都督・利旦が、自分の持っている珍しい玉がそれらしく見えることを思いつき、耳にした救い手の特とく徴ちようを持つ人物、もしくは印をも偽いつわらせて、救い手に仕立てあげたのだろう。

「……ううん、仮にあの痣あざが本物だったとしても、救い手なんかであるはずがない。天から降くだされた存在が、偽物をそれと知っていて利用するなんて冒ぼう瀆とく、許すはずがないもの」

　そうとなれば放ほうってはおけない、と自らに刻むように独りごち、珪華は憤いきどおり冷めやらぬ巧明に目をやった。

「わたしも……同じように養父を亡なくしたから、あなたの気持ちはよくわかる。でも、あんな真似、よした方がいいわ」

「……娘じようちゃんがそれを言うのか？」

　今はまだ怒いかりに囚とらわれているだろう少年を思い留とどまらせようと口を開けば、隣となりからぼそりと水をさされる。

　珪華は『余計なことを言うな』と横目で雷牙を睨にらみつけ、不承顔の巧明へとむき直った。

「悔しいって……許せないって、思うよね」

　言いながら、脳のう裏りに浮かぶ姿に、ずきりと胸の奥底が痛む。

　けれど、負の感情にばかり目を囚われていては、見過ごしてしまうものもあるのだ。

「でも、そのせいであなたまで失ったら、家族はどうしたらいいの？　あなたにはまだ、護まもるべきものがあるんでしょ？」

「それ、は……」

　虚きよを衝つかれたように瞳ひとみを揺ゆらした巧明に、ここぞとばかりにたたみかける。

「今日だって、下手をしたらあのまま殺されてたっておかしくなかった。家族に、またあんな思いをさせたいの？」

「娘ちゃんの言うとおりだ。もう、あそこには顔をださない方がいい。できたら、殷陽ここからも早々に立ち去るのが賢けん明めいだろうな」

「え……、どうして、ですか？」

　続けてよこされた雷牙の意味深な忠告に、巧明が戸と惑まどいを浮かべる。一方の珪華は、はっと表情に険しさをのせた。

「それって……狙ねらわれる可能性があるってこと？」

　そのとおり、と雷牙が顎をひく。

「救い手の……ひいては、そいつに選ばれた都督さまの威い光こうを高めようって時に、余計な騒さわぎを起こされるのも迷めい惑わくなら、宝珠の持ち主が現れるってのも連中にとってはありがたくないだろうさ。あれは偽物だ、なんて言いふらされたら、誤ご魔ま化かすのも一苦労だからな」

　なら余計なことをしゃべる前に消そうとしたっておかしくない、と彼は周囲にさりげなく視線を走らせた。

「今日の騒ぎで衛士には目をつけられてるだろうし、城の連中にはあの玉にまつわるあれこれを知ってるヤツもいるだろうからな。──幸い、ここまでだれかがおれたちをつけてきてる様子もねえ。逃にげるなら今だぜ」

「巧明くん」

　雷牙の指摘はもっともだと巧明に決断を促うながせば、彼はしばらく黙だまりこんだあと、「わかりました」と硬かたい面おも持もちで顎あごをひいた。

「気がすんだって言ったら噓うそになりますけど……僕が軽けい率そつなことをすれば、家族に迷惑がかかりますから。見も知らぬ僕を助けてくださったお二人の忠告をむげにもできません」

「よかった……」

　安あん堵どに緩ゆるく破顔して、珪華は隣の雷牙の袖そでを摑つかんだ。

「しばらくは殷陽にいるつもりだから、なにか困ったことがあったら宿の方にきて。この人、こう見えても腕うではたつはずだから」

「……二言ばかり余計な上、いつ、しばらくいるって決まったんだっての」

「さっき」

　聞こえてきた文句を、ばっさりと切り捨てる。

　自分がここにいる以上、祥の命を受けている雷牙も留とどまらざるを得ない。利用できるものは利用するのが自分のやり方だ。

　そんな二人のやりとりに、巧明の顔にようよう笑えみが零こぼれる。

「ありがとうございます。しばらくは、身の回りに気をつけるようにします」

　しかして、頭をさげつつ去っていく少年の姿を見送ったあと、「で？」と雷牙が首を傾かしげるように卓たくの上に頰ほお杖づえをついた。

「どうやら、あの『救い手』、偽にせ者ものみてえだが……どうする？」

「わざわざそれを聞くの？──あのまま名乗らせておけるわけないじゃない」

　ただでさえ、異例の皇こう帝ていの交代劇で国は浮うき足立っている。この上、混乱を招くような火種は早々にとり除いておかなくてはならなかった。

「なら、どう手をうつんだ？」

「……」

　そこが問題だった。

　仮に自分が『救い手』だ、と名乗ったとしても、鼻先で笑われるのがおちだろう。痣を見せたところで、どっちが偽者だと水みず掛かけ論になるだけだ。

　──ううん。本物だってわかったら、むしろ消されるか、飛んで火にいる夏の虫とばかりに利用されかねない……。

「一番いいのは、降臨節の時にやったみたいに、民衆の目の前で偽の宝ほう珠じゆを叩たたき割ってみせることなんだろうけど……」

　そのためには救い手を名乗る青年に近づかなくてはならない。その方法をどうするのか、だ。

　なにより、巧明の父の遺品だと聞いては、壊こわすような真似まねはさすがにできない。

　眉み間けんに皺しわをよせて考えこむ珪華に、雷牙は「頼たのむから、忍しのびこむとか言いださないでくれよ」と肩を竦すくめ、通りへと目を移した。

「手だてに、ちょっとした心あたりならあるが……」

「それ、本当!?」

　独白のような雷牙の言葉に、思わず彼の方へと身をのりだす。

「あぁ。けど、おれとしても調べたいことがあるし、すぐってわけにはいかない」

「別にわたしだって今すぐのりこもうなんて思わないわよ。どんな手なの？」

　勢いこんで尋たずねる珪華を雷牙はちらっと横目で見ると、「言わねえ」と視線をそらした。

「なんでっ？」

「余計なことに首突っこみそうだから」

　食ってかかるもあっさりいなされ、挙句なだめるように頭に手をのせられる。

「時がきたらちゃんと言うから、しばらくおとなしくしててくれ」

　やっかいごとはごめんだと言わんばかりの口調に、こちらを気き遣づかう色が滲にじむ。

　それを感じとってしまえば、自身にこれといった策がない以上、「わかった」と頷うなずくよりほかはなかった。
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　策に心あたりがあるという雷牙を待ちながらも、ただ待つのは性しようにあわないと、珪華は情勢を探さぐるべく、殷陽の町の中を歩き回っていた。

「……やけに、男の人が多い気がする」

　殷陽入りしてすぐ物売りの女性に聞いたとおり、新年が近づいているのに加え、ひと目救い手を見ようと集まった人々で町は賑にぎわっている。だが、ここ三日、様子をうかがっていて気づいたのは、増えていく人口の年ねん齢れい層に偏かたよりがあることだった。

　なぜか、丁ていにあたる成人男性が多いのだ。

　長年の戦いくさ続きに、どこの里や村も男手が戦にとられ、働き手不足だ。それは貧しい辺境にいけばいくほど顕けん著ちよになる。

　なにしろ、一家に丁がいる分、納める租そ税ぜいが増える。けれど、年々ひどくなる干ばつのせいで収しゆう穫かくはどんどん減っていく。働き手がいてもあがらない収穫量に、租だけが重くのしかかるという状じよう況きようが生まれ、それなら租を納めなくていい兵に、と男たちの多くが土地を離はなれてしまうのだ。

　商人や職人、加えて官かん吏りや兵、下級の官人など、身分の上下を問わず皇こう宮ぐうでの職務に従事する者が大半を占しめた上都みやこに男性が多いのはあたりまえだったから、ここでも不思議はないのかもしれない。

　しかし、日々増えていく男の数には、言い知れぬ違い和わ感かんがあった。

「農のう閑かん期きだからゆっくりしてるのかもしれないけど、くる人に比べて帰る人もすくないし……せっかくだからここで賑やかな新年を迎むかえようってこと？」

　自分たちのことは脇わきに置きつつ、今日も一日町を見て回り、珪華はそろそろ戻もどろうかと大きく西に傾かたむいた太陽へと目をやった。

　雷牙には「むやみやたらと出歩くな」と釘くぎを刺さされていたが、調べたいことがあるというのは本当のようで、旅の間のようにぴったりと張りついているわけではない。それをいいことにこうしているわけだが、さすがに日が暮れる前には旅館に戻っていないとまずい。

「旅館はあっち側だから、……？」

　方角をたしかめるようにぐるりと首を巡めぐらせた時だった。視界の端はしをさっとよぎったものがあった。

　──人ひと影かげ？　また、人ひと攫さらいかなにか？

　少年の身なりをしているせいなのか、よほど御ぎよしやすいと思われる雰ふん囲い気きを醸かもしているのだろうか、といささかげんなりする。

　それならなおのこと急いでもどろうと、そそくさと歩きだした珪華は、けれどすぐに自分の考えが間ま違ちがいであることに気づいた。

「──一、二、三……って、何人いるわけ!?」

　隠かくす気がないのか、あきらかにこちらを見ている複数の気配。だが、それは感じ慣れたぎらぎらした欲よく望ぼうを孕はらんだものではなく、見張っているというに近いものだ。

「これって、悪漢っていうより、多少なりとも訓練を受けた兵みたいな……」

　口の中で呟つぶやいた途と端たん、脳のう裏りに浮かんだのは三日前、宮門前で対たい峙じした衛え士じの姿だった。

　まさか、と歩みは止めないまま、ついてくる人影に視線を走らせる。

　警護として立つような、いかにも厳いかめしい甲かつ冑ちゆうは身につけていなかったが、ちらりと目が捉とらえたのは腰こしにさげられた長ちよう刀とうだ。

　武人、と声にださずに零こぼし、珪華は足を速めた。

　──どうして？　もしかして、巧明くんと勘かん違ちがいしてるの？

　雷牙の言うとおり、騒さわぎを起こした巧明を都と督とく側が捜さがしている可能性は高い。後々の禍か根こんとなる前にとり除いておこうと人づてに捜した結果、一いつ緒しよにいたもう一人の少年──自分にいきついた、というのは十分考えられる。

　もしくは、かばったことで同様に目をつけられてしまったか、だ。

「どっちにしろ、歓かん迎げいされてるとは思えないけど」

　どうする、と速くなる鼓こ動どうを抱かかえつつ、考えを巡らせる。

　このまま旅館にいきついた場合、確実に雷牙まで巻きこむことになる。それでは彼が秘ひ密みつ裏りに調べているなにかが水の泡あわになりかねない。

　かといって、一人ならまだしも複数の追っ手を撒まくのは難しい。なにせ、土地の利はむこうにあるのだ。おまけに、冬の日暮れは早い。暗くなったらなおのこと不利になる。

　こうなったら大通りまででて人ひと混ごみにまぎれて身を隠そうと、珪華は目の前にあった角を曲がった。追っ手の目が束つかの間離れたところで、即そく座ざに駆かけだす。

「あそこの角を折れたら、大通りはすぐそこのはず…っ」

　急に慌あわただしくなった背後を感じながら、このまま一気に、と思った矢先だった。めざす角からふいに人影が現れた。

「っ！」

　その腰にさされた刀に息を吞のむ。

　──しまった！　先回りされた。

　足を速めたあたりで、むこうも自分が気づいたことを悟さとったのだろう。どうやら、つける、という消極的な手段を早々に捨て、捕ほ獲かくにのりだしてきたらしい。

　珪華は足を緩ゆるめないままあたりを見回すと、兵の現れた角の手前にある反対側の路地へと飛びこんだ。

　大通りからは離れてしまうが、下手な細い路みちにはいってしまうと袋ふくろ小こう路じになっている恐おそれがある。そうなれば上都で追い剝はぎにあった時の二の舞まいだ。

「なんで、こんなことばっかり……！」

　悪態をつきながら、まばらになってきた人の間をすり抜ぬけていく。背後からは、もはや周囲の目を気にすることもなく、怒ど号ごうが追ってくる。

「ああ、もうっ、ここどこ!?」

　自分の居場所をたしかめるべく、見覚えのある高こう楼ろうの位置から三日間歩き回った記き憶おくをなんとかひっぱりだした珪華は、「ちょっと待って……」と青ざめた。

　──このままいくと、町を囲ってる外がい郭かくに突つきあたるんじゃ……？

　今は路地の間をあちらへこちらへとすり抜けていることで、なんとか追っ手をかわしているが、そこまででてしまったら身を隠す場所がない。相手が何人いるのかわからないが、早晩とり囲まれるだろう。

　どこかで方向を変えなくては、と焦あせりに駆られた珪華の視界の先に、外郭らしい巨きよ壁へきとそこに濃こく落ちた影かげが映りこむ。

「あれって……」

　考えこむように目を細めたあと、ちらっと背後を見返った彼女は、地面を蹴ける足に一ひと際きわの力をこめた。もはや脇わき目めもふらず、路地を駆け抜け、開けた場所にでる。

「あった！」

　さっと視線を巡らせて、目的のもの──壁からすこし離れた場所に佇ちよ立りつしている一本の木を認めると、勢いを緩めず走りよった。

　壁に映った樹じゆ影えいを見た時に、近くにそれなりの大きな木があるのでは、と思ったのだ。

「これなら、なんとか──」

　木の高さ、郭との距きよ離りをすばやく目算し、木の幹へと飛びつく。そのまま、手がかりもない樹木を苦もなく上へとのぼりはじめた。

　郷里にいるころ、山にはいっては薬草や食べ物を求めて木にのぼっていた珪華には、このくらい造作もない。

　真下で騒ぐ声が聞こえだしたころには、郭より上の高さまでのぼりつめていた。

　──あとは、枝から郭の上へ飛び移れば……。

　とはいえ、もっとも近い枝から郭までの距離と高さに、さすがに喉のどが鳴った。自ら飛びおりるならまだしも、枝が折れたり、体勢を崩くずして落ちたりすれば無事ではすまないだろう。

　だが、ぐずぐずしている暇ひまはなかった。下を見ると、追っ手の一人が幹にとりすがっている。ここまでのぼってくるのも時間の問題なら、門の脇にある階段から郭へとあがってくるのにもさほどの時間はかからないはずだ。

　よし、と意を決すると、珪華は頭上に茂しげる枝を手がかりにしながら、足場に選んだ枝を枝先へと進んでいく。徐じよ々じよに細くなる枝はかかる重みにたわみ、時折、ミシッと心臓に悪い音をたてた。

　いけるぎりぎりまで進み、さらなる行き先を睨にらみつける。郭までの距離は、思いきり踏ふみきれば届く距離だ。ただこの不安定な足場では、それこそ、ぎりぎりいくかどうかだろう。

「……だったら、やってみるまでよ」

　迷っているだけ時間のむだだとばかりに、珪華は喉を上下させると、軽く足をひいた。

「よせ！」「待て！」と下から聞こえてくる声に背を押される形で、右足にできるかぎりの力をこめて蹴りだす。同時に手がかりにしていた枝から手を放すと、足元でメキッと血の気がさがるような音がした。

　途端、踏みこんだはずの爪つま先さきが空を蹴った。

　反動に耐たえきれず、枝が折れたのだ。

　──！　しま…っ

　最後の最後で押しだしきれなかった身体からだが、宙に投げだされる。

　一いつ瞬しゆん頭が真っ白になりながらも、珪華は懸けん命めいに腕うでを伸のばした。

　幸い、枝が折れたのは、ほとんど飛びだしたあとだった。足りない距きよ離りはわずかのはずだ。

　手さえ届けば、あとはなんとかできる！　と指先まで目め一いつ杯ぱい張りつめる。

「届、け……！」

　その願いが届いたように、両手が固い石の感かん触しよくを摑つかんだ。がくんっと腕にかかった肩かたが抜けそうな重みと衝しよう撃げきに苦鳴が漏もれる。

　けれど、放してなるものか、と歯を食いしばり、珪華は両腕に力をこめた。

　じりじりと身体をひきあげ、足先で足場になりそうなひっかかりを探す。ささやかな凹おう凸とつに足をかけ、それを支えに、残りの力を振ふり絞しぼって自身を壁の上へとひっぱりあげた。

「──っぁ、はあ…ッ」

　転がりこむように郭の上へとのぼり、休む間もなく、軋きしみをあげそうな身体を起こす。

「だれか……くる前、に、逃にげなきゃ」

　石造りの足元は、何者かの接近を報しらせるように振しん動どうを伝えてくる。視線を遠く左右に投げれば、案の定、幾いく人にんかの人ひと影かげがこちらにむかってきていた。

　こんな言うことを聞かない身体であの高さを飛びおりたら、身軽とはいえさすがに無傷ではすまないかもしれないが、逃げ場がない以上、しかたない。

「その時は、その時──っ!?」

『おまえは、その後先考えない行動をどうにかしろ』と、ここにはいない声が脳のう裏りに聞こえた気がしたが、そんなことを考えてる場合ではない、と反対側をのぞきこみ、珪華は大きく目を瞠みはった。

　反射的に姿を隠かくすように身を屈かがめる。

「まさか、追っ手の仲間？」

　のぞきこんだ下には、幾人かの人影があった。

　閉門も近いこの時刻、こんなところをうろついている人間はそうはいない。皆みな、刻限までに門をくぐろうと先を急ぐ。

　にもかかわらず、こんな場所にいるのは……と、近づいてくる追っ手の気配に、さきほどの名残なごりばかりではない心臓の高鳴りを感じながら、改めて郭のむこう側をのぞきこむ。

「三人……でも、馬を連れてるってことは、ここの兵じゃない……？」

　珪華はよくたしかめようと、夕日の作りだした濃い影に身を潜ひそめるようにしてある人影へと、双そう眸ぼうを凝こらした。

　だが、暗がりに慣れてきた目が捉とらえた面おも影かげに、ぎょっとする。思わず、見み間ま違ちがいではないかと目を擦こする。

「ど、して、ここに……」

　そこにいたのは、祥だった。

　こんなところにいるはずがない、と何度瞬またたきを繰くり返しても消えることのない姿は、驚おどろきのあまり立ちあがった珪華の落とす影に気づいたのか、鋭するどくこちらを見上げてきた。

「いたぞ、あそこだ！」

　ほぼ時を同じくして聞こえてきた怒ど声せいに、珪華ははっと我に返った。

　──今は、余計な詮せん索さくをしてる時じゃない！

　眼下では、自分たちが見つかったと思ったのか、険しい面おも持もちの祥が、左右の部下らしき男たちになにごとかを指示して、馬を返そうとしていた。

「っ──祥ッ！」

　このままではいってしまう、と思った瞬しゆん間かん、胸にあったわだかまりも、湧わいた疑念も、なにもかも吹ふき飛んで、気がついた時には叫さけんでいた。

　その呼びかけにか、声にか、馬上の祥が打たれたようにこちらを振り仰あおぐ。

　その時には、珪華はのりあげるように郭かく壁へきの上に足をかけていた。

「受け止めて！」

　宣言するなり、すぐそこまで迫せまった追っ手から逃のがれるように立ちあがる。

　まさか、というようにこちらを見上げた祥が、目を剝むいたのがわかった。だが、珪華の思いきりのよさを嫌いやというほど目まの当たりにしてきた彼は、即そく座ざに馬を飛びおりた。

　それを確かく認にんするなり、珪華は彼にむかって郭壁を蹴っていた。

「待っ──」

　あがった制止は、最後まで発されることなく霧む散さんする。

　一瞬だけ浮ふ遊ゆう感かんを覚えたあと、ぐんっと身体が地面へとひっぱられる。耳元で風が唸うなり、目を開けていられない。

　さきほど飛び移った時とは比にならない落下の勢いに、けれど不思議となんの恐おそれも湧いてこなかった。

　もともと飛びおりる覚かく悟ごがあったからかもしれないが、祥がいれば大だい丈じよう夫ぶだと思えるのだ。彼なら受け止めてくれると、無条件で信じられた。
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　──……なんだ。

　落ちていく感覚の中、それもまたすとんと胸へと落ちてくる。

　裏切られた、と思いながら、土ど壇たん場ばにあってなんの疑いもなく彼を信じている。──結局は、そういうことなのだ。

　たしかに、彼が老師の死に関かかわっていることには、衝撃を受けた。憤いきどおりもした。

　けれど、裏切られたから傷ついたのではない。なにも話してくれなかった祥が……自分を信じてもらえなかったことが、悲しかったのだ。

「珪華ッ！」

　唸りをあげる風を縫ぬって届いた叫び声に、珪華はふっと口元を綻ほころばせた。

　こちらにむかって伸ばされた腕に、言葉どおり、飛びこむように身を委ゆだねる。

「ッ──ぐ…っ」

　直後、激しい衝撃とともに、逞たくましい腕に抱だきこまれた。低い呻うめきがあがり、さすがに殺しきれなかった勢いに、二人して地面に倒たおれこむ。

「……っまえ、これは一体っ」

「説明は、あと！」

　荒あらい息とともに下から射い貫ぬくような視線をむけられるが、今はそんなことに構ってはいられなかった。礼も互たがいの事情もあとだと、身を起こし様、飛びおりてきた背後を仰ぐ。

　こちらをのぞきこみながら口々に叫んでいる追っ手の姿に、珪華はがくがくする足あし腰こしに鞭むち打うって起きあがった。

「今はともかくここを離はなれないとっ」

　焦あせりを隠さない彼女と、郭の上の兵らしき人影を見比べた祥は、物言いたげに開きかけた口を閉とざすと、衝撃の余波など感じさせない動作で立ちあがった。

「──こい」

　言葉少なにこちらの腕をとると、すかさず部下のひいてきた馬へと押しあげる。

　そのまま、三騎きは騒さわがしくなりはじめた背後を尻しり目めに、夕暮れ迫る殷陽をあとにした。







　追われるようにあの場を去ったあと、珪華は殷陽とは反対側の丘おかの麓ふもとにあった。

　彼らはもとよりここに野営地を定めていたらしく、祥が連れていた二人のほかにも鎮ちん護ご軍の兵らしい男たちがいたが、それでも数人だ。『皇こう帝てい』が出歩くには、いささかどころか、まずあり得ない様相だった。

　珪華はぱちぱちと爆はぜる炎ほのおを見るともなしに見つめながら、ちらりとむかいに座る祥をうかがった。

　──やっぱり、こっちから切りだすべきよね？　さっきのお礼も言ってないし。でも、どこから話せば……。

　なぜ、彼がここにいるのか。皇こう宮ぐうはどうなっているのか。瞭やほかの部下たちはどうしたのか。ここでなにをしているのか。──老師との間に、本当はなにがあったのか。

　聞きたいことも、言わなければならないことも山とあるにもかかわらず、いざとなると言葉がでてこない。

　自分たちの間に確かく執しつがあるのを知っているからだろう。気を遣つかって、ここまで行動をともにした二人を含ふくめただれもこの場にはいなかった。おかげで祥と二人きり、無言のまま時が流れていく。

「……むかいあうって、決めたじゃない」

　小さく呟つぶやいて、珪華はぐっと面おもてをあげた。

「さっきはありがとう。おかげで、助かった」

「…………あの男たちは、」

　思いきって切りだせば、わずかな沈ちん黙もくの後、焚たき火びへと落とされていた瞳ひとみがこちらをむいた。深い青の双眸にちらちらと炎の輝かがやきが映る様はどこか神秘的で、気を抜ぬくと吞のまれてしまいそうになる。

　それを振ふり切るように、珪華は祥が口を開きかけたところを「待って」と遮さえぎった。

「お互い、この件に関しては言いたいことも聞きたいこともあると思う。けど──」

　一度言葉を切ると、まっすぐに祥と視線をあわせた。

　これに目を瞑つぶっては、お互いどこにも進めない。

「その前にまず──老師との間になにがあったのか、祥の口から聞かせて」

「────」

　瞬間、あわせた瞳が揺ゆらいだ。

　けれど、眉まゆ一つ動かない静かな表情に、炎の見せた錯さつ覚かくなのではないかと思ってしまう。

　それでも、ここで目をそらしたらもう二度と祥の心はのぞけない気がして、珪華はぐっと目元に力をこめた。

　落ちた沈黙に、先に耐たえかねたのは、祥の方だった。

　彼は細く溜ため息いきを吐はきだすと、すっと視線を切った。

「言うことはなにもない」

「──っ」

　淡たん々たんとした声に、かっと頭に血がのぼった。どうしてなにも話してくれないのだ、と反射的に怒ど鳴なりそうになったのを、拳こぶしを握にぎって抑おさえこむ。

　珪華は、感情的になったら終わりだと言い聞かせ、大きく息を吸いこんだ。

「あなたにはそうでも、わたしには聞く権利がある」

　違ちがう？　とあくまで強気で迫れば、今度こそ炎のむこうの面が歪ゆがんだ。

　無言のまま、痛みをこらえるように瞼まぶたを閉じた祥が、次に瞳を開いた時、そこに迷いの色はすでになかった。

「──どこまで聞いた？」

「……謀む叛ほんを企たくらんでた房州刺し史しのところに、老師がいたって。あとは……老師の死に際ぎわに、あなたが──」

　血刀をさげて傍そばにあった、とはさすがに口にだせず、言葉を濁にごす。

　けれど、言わずともすべてを察したらしい祥は、もう視線をそらすことはせず、ああ、と静かに顎あごをひいた。

「玄陽の死に際を見とったのは、自分だ」

　まっすぐ突つきつけられたそれに、覚悟していたこととはいえ、ぐっと喉のどがつまった。

　悲しみや憤りといった感情が、ともすればあふれだしてしまいそうな中、珪華は細く息を継つぐと、震ふるえそうになる唇くちびるを押し開いた。

「な、んで……どうして老師は、そんなところに」

「玄陽は時折房州を訪おとずれていたらしいな」

「？　う、ん……希少な薬種は、大きな町でないと手にはいらないから」

　急な話題の転てん換かんに戸と惑まどいつつ、出で稼かせぎついでに訪れていたと告げると、「どうやら、そこで目をつけられたらしい」と色のない声が続けた。

「房州刺史は玄陽の顔を覚えていた。──稀き代たいの祠し官かんと呼ばれた玄陽が生きていたことを知ったそいつは、突とつ出しゆつした彼の力があれば謀叛はうまくいくはずだと踏ふんだ」

　祥の言に、珪華は表情を凍こおりつかせた。

　彼かの刺史がどんな人物か知らないが、玄陽がそんなことを了りよう承しようするはずがない。ということは──

「老師は、そいつに連れ去られたってこと？」

「そいつや州城の連中に話を聞くかぎり、そういうことになる。そして、玄陽は協力を拒こばんだ」

「……そこへ、祥たちが踏みこんだ……？」

　ついには抑えきれなくなった唇の戦慄わななきに、声を震わせる。

　そこにいたって、話しはじめてからは表情を動かすことのなかった祥の顔が、かすかな苦く渋じゆうを滲にじませた。

「ああ──俺が室へやに踏みこんだ時には、玄陽が血を流して倒たおれていた」

　よもやの事態に焦った刺史が、説得という名の脅きよう迫はくのため監かん禁きんしていた玄陽を口くち封ふうじのために刺さし、争乱を尻目に逃にげだしたのだという。

　自分のいいように利用しようとした挙句のはてに、存在が自分にとって不利になれば消そうとする──その身勝手さに、吐き気がする。

　玄陽の受けた理り不ふ尽じんな仕打ちに、我がことのように怒いかりに震える珪華だったが、一方でわからないこともあった。

　これが事実なら、なぜ祥は今までなにも語ろうとしなかったのだろう。佑の告発に反論もせず、さも自分の罪のように受け止めていたのだろうか。

　疑念が顔にでていたのだろう。再び表情を消した祥がおもむろに続けた。

「俺が見つけた時、玄陽は刺されてまだ間がなかった。そこで処置さえしていれば……助かったかもしれない」

　次に戻もどった時には、もう──と遠い目つきで自分ではないなにかを見つめる彼が、気づいているのかはわからない。だが、苦む声こわ音ねはあきらかに己おのれを責めていた。

　珪華は、ああ、と得心する。

　──この人は、それが許せなかったんだ……。

　房州刺史は捕とらえられ、すでに処しよ刑けいされたと聞いている。

　おそらく、捕らえたのは目の前の彼だろう。そして、彼が駆かけつけた時、老師が刺されて間がなかったということは、刺した本人もまた遠くにはいっていなかった──そういうことだ。

　祥は、生まれたばかりの自分を救ってくれた名付け親の命よりも、咎とが人びとを捕らえることを優先した自分が許せなかったのだ。

　彼が自分でそう判断したのか、玄陽がそうしろと言ったのかは定さだかではない。いや、珪華の知る玄陽は、なんでも自分のことは後回しで人のことばかり気にかけているような人だったから、後者の可能性の方が高いだろう。

　しかし、聞いたところで答えは返ってこない気がした。

　祥にとっては、どちらであっても同じだろう。あるのは『そうした』という結果だけだ。

「──すまない。おまえから玄陽を奪うばったのは、俺だ」

　思ったとおり、黙だまりこんだままの珪華に、祥は静かに頭をさげた。

　炎に透すける、人とは違うきらめきを返すその髪かみをじっと見つめ、珪華は固く唇をひき結んだ。やおら立ちあがると、二人の間にあった焚火を回りこみ、祥の前に立つ。

「祥」

　平らかな、それでいて無視することを許さない強さをまとった呼びかけに、祥がゆっくりと身を起こした。

　覚かく悟ごを決めた、と言えば聞こえのいい、諦あきらめきった見上げるまなざしと、鋭するどく見下ろすまなざしがからみあう。

　次の瞬しゆん間かん、パシンッ、と鈍にぶい音が二重になって響ひびいた。

「莫迦ばかにしないで！」

　祥の両りよう頰ほおを挟はさみこむ形で平手を食くらわせた珪華は、両手を離はなさないまま屈かがみこむ。

　ぐいっと無む理り矢や理り上向けると、額をつきあわせる距きよ離りで、痛みにというより訝いぶかしげに眉をよせた顔を睨にらみつけた。

「それで、わたしが本当にあなたを責めると思ってるの!?」

「────ああ。幾いく人にんとも知れない血に手を染めながら、玄陽を助けるための手を伸のばさなかった俺を、おまえは許さないだろう」

　珪華の言い分に一いつ瞬しゆん大きく瞠みはられた目は、しかしすぐに、眩まぶしいものでも見るように細められた。

　本気でそう思っているというよりは、そう思って欲しいと願っているような言葉に、胸中のいらだちが増していく。

　彼が苦しんでいるのは、わかる。あの時こうしていれば、という後こう悔かいは、薬くす師しの真似まね事ごとをしてきた分、自分にも数えきれないほどある。けれど……

「……自分に酔ようのもいいかげんにして！　ちゃんと、わたしを見てッ」

　こちらを見ているようで見ていない、自分に許されないことで老師へ償つぐなっているような姿は、我が慢まんならなかった。

　そんなものは贖しよく罪ざいではない。自分たちに対する侮ぶ辱じよくだ。

「なに、を……」

「ねえ、老師の最さい期ごの顔、ちゃんと見た？　あなたを責めるような顔してた？」

「それは──」

　言い募つのった珪華に、祥が言葉をつまらせた。

　彼とて覚えているのだ。まるで微笑ほほえんでいるかのような、玄陽の表情を。

「あなたを恨うらんでたらあんな穏おだやかな顔、してたわけないじゃない！」

　一息に言いきって、祥の顔を摑つかんでいた手を緩ゆるめる。叩たたいたことを詫わびるようにゆるりと頰をなで、彼の額へと自分のそれをそっと押しあてた。

「そりゃあ、悲しいし、悔くやしいけど──老師が許してるのに、どうしてわたしがあなたを責めるの？」

「……珪、華」

「祥……もういいから。もう、自分を許してあげて」

　押し殺した表情のうちでどこまでも己を責める彼を、痛々しくて見てはいられない。

　涙なみだのからむ声で囁ささやいた珪華に、祥は瞠どう目もくし──震える瞼まぶたを落とした。

　無意識にか彼女へと伸びた手が、はっとしたように動きを止める。迷うように握にぎられかけた指先は、しかし次の時には、確固たる意思を持って細い背中へと回された。

　壊こわれものでも扱あつかうように、力強い腕うでにそっと抱だきこまれる。

「──すまない」

　さきほどと同じ言葉でありながら、宿る響きに自じ虐ぎやくの色はない。

　拭ぬぐいきれない痛みを残しながらも、重いなにかから解放されたようなそれとともに、回された腕に力がこもる。

　珪華は逆らわず身体からだから力を抜ぬいた。

「しばらく、このままで──」

　いいか？　と乞こうような吐と息いきが、唇に触ふれる。

　その感かん触しよくに、熱に、全身が小さく震えた。毎晩のように繰くり返し見てきた夢ではない実感に、安あん堵どが零こぼれる。

　珪華は返事の代わりに頰に添そえていた手を祥の首へと回すと、抱きよせられるままに逞たくましく広い胸へとその身を預けた。

　肩かた口ぐちに頭をもたれかけさせれば、衣きぬ越ごしにたしかな鼓こ動どうの音が伝わってくる。すこしだけ速いそれを肌はだで感じながら、珪華もまた静かに目を閉じた。
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「ったく、頼たのむぜ……」

　おれがどんな眠ねむれない夜をすごしたことか、と安堵とも嘆なげきとも知れない雷牙のぼやきから次の日ははじまった。

　昨夕は珪華が追っ手から逃にげるままに殷陽をあとにしてしまったため、仲間内の一人が夜明けとともに南都へはいり、雷牙のもとへと赴おもむいた。

　大急ぎで駆けつけてきた彼は、まんじりともせず朝を迎むかえたというのは本当のようで、やや充じゆう血けつした目に疲ひ労ろうが見てとれる。

　雷牙も軍人だ。ただの徹てつ夜やなら苦にもならないが、護まもるべき相手が行方ゆくえ知れずとあっては、心労もなまなかのものではなかっただろう。

　珪華も連れん絡らくもとれずじまいだったのが気になっていたのだろう。雷牙の姿を見るなり、駆けよっていった。

「雷牙……ごめんなさい」

「だから、おとなしくしててくれっつったんだ。──けど、まあ、無事でなによりだ」

　それに、とよこされた意味深な視線に、祥は軽く眉まゆをあげた。

「どうやら、ゆっくり話せたみてえだし？」

「……うん。雷牙のおかげで、ちゃんとむきあうことができた」

「そりゃ、よかった」

「あの夜もそうだけど……雷牙が一いつ緒しよにいてくれて、よかった」

　はにかんだ珪華の頭に、雷牙が「そっか」と手を置く。嫌いやがる素そ振ぶりのない、むしろ親密な様子に、祥は眉根がよるのを抑おさえられなかった。

『いいかげん、黙だんまりはよしたらどうだ？　あんまうだうだしてっと、おれがもらっちまうぞ』

　昨日、先行していた雷牙と郊こう外がいで合流した際よこされた、あながち口ばかりとも思えないたきつけが耳の奥に甦よみがえる。

　すべてをうちあけるつもりがなかったあの時は、勝手にしろと一いつ蹴しゆうしたが、今となっては話が別だ。

「……『雷牙』だと？」

　いつのまにこの二人はそんな仲になった？　と、祥は眉み間けんの皺しわが深まるのを感じた。

　雷牙に珪華から目を離はなさないよう命じたのは、ほかでもない自分だ。

　風を甦らせなければ、と思う一方で、受けた裏切りを許せないという、相反する感情に囚とらわれ、身動きがとれなくなっていた彼女の頑かたくなな心を解かすのに、一役買ってくれた片かた腕うでをありがたいと思いこそすれ、いらだつのは筋すじ違ちがいだ。

　だが、わかっていてもこの不快さはどうにも拭いようがなかった。一緒にいてくれてよかった、などと微笑むのを見ればなおさらだ。

　それでも渋じゆう面めんを無表情の下に押しこむと、祥はことさらゆっくりとした足どりで二人へと歩みよった。

「ご苦労だったな、雷牙。色々と迷めい惑わくをかけた」

　労ねぎらいの言葉とは裏腹に、雷牙からひき離すように珪華の腰こしに腕うでを回して、自分の方へとひきよせる。

「ちょっ、祥!?」

　突とつ然ぜんのことにか、昨日の今日という気き恥はずかしさか、人目を気にしてか、はたまたそのすべてか、珪華がもがくように身をよじる。

　けれど、祥は雷牙から視線をはずさないまま、一層抱きこむことでそれをいなした。

「いいえ……って言うべきなんだろうがな、ほんとだぜ」

　一方の雷牙はといえば、口では文句を言いつつも、珪華と自分を見比べる瞳ひとみはおかしみを浮うかべている。

　細かいことを気にしなそうな様に反し、彼は目め端はしが利きく。おまけに長いつきあいだ。内心、こちらがおもしろくないと思っていることも、見み透すかされているのだろう。

　いつものことだ。いつものことだが……常になく、神経を逆なでる。

「ま、いざことって時までひきずらなかっただけマシか」

　そんな主あるじの様子を察したように、軽く肩かたを竦すくめた雷牙が、話をひいた。

「──いざ、こと？」

　だが、ひきあげるはずのそれに食いついた者がいた。珪華だ。

　主従のやりとりをよそに、腰に回された腕からどうにか逃のがれようとあがいていた珪華が、ぴたりと動きを止めると祥を仰あおいだ。

「そういえば、どうして祥がここにいるの？」

　彼女の動きにあわせ、その左耳につけられた耳みみ飾かざりがさらりと音をたてた。見覚えのない品に、自然目が留まる。

　圓えん丘きゆうで最後に見た時、こんなものをつけてはいなかったはずだ──と思うが早いか、祥の手は飾りへと伸のびていた。

「これはどうした？」

「──！」

　指先が連なる玉をすくいあげた瞬しゆん間かん、珪華の肩がびくりと跳はねた。わずかに視線が泳ぐ。

　あからさまな態度に、祥はすっと目を細めた。飾りに触ふれる手に、力がこもる。

「珪華？」

「っ、か、買ったのよ！　銀子おかねを持ち歩いてるより、この方が邪じや魔まにならないから」

「……片方だけ、か？」

　見え見えの噓うそに疑いを隠かくさない問いを重ねると、「悪い!?」と食ってかかってくる。

　耳飾りに添えられたままのこちらの手を払はらうようにして遠ざけると、まわりの目から遮さえぎるように左耳を覆おおう。

「そんなことより！　もうすぐ皇こう帝ていになろうっていうあなたが安永を離れていいわけ？　やることも──あなたを認めないって反発する人たちだって、皇こう宮ぐうには残ってるんじゃないの？」

　無む理り矢や理り話題を戻もどした珪華に、祥はちらりと雷牙に視線を投げた。

　なにか知っているか、と目顔で問うが、こちらもまたまなざしに若じやつ干かんの険しさをこめて、小さく首を左右にする。

「──まあ、やること山積みってのはたしかだけどな。天狼が安永を離れた決定打は、娘じようちゃん、あんたの言葉だ」

　ただ、今の今で口を開いたということは、雷牙にはなにか心あたりがあるということだ。

「わたし？」と柳りゆう眉びをよせた珪華の顔つきに注視しながら、無言のままやりとりを見守る。

「『あの人なら動かない』、そう言ったろ？」

　あの人、という響ひびきに、珪華を抱だく祥の腕が、ぴくりと動いた。けれど、それ以上に揺ゆらいだ身体からだに、かすかな動きはかき消される。

　──……兄上か。

　雷牙は、珪華にこれを授さずけたのは兄、佑ではないかと考えているということだ。だからこそ、この話題を持ちだした。

　今の動どう揺ようが『自分のそんな言葉で』という驚おどろきなのか、実質佑を意味する語に反応したのかはわからない。が、左耳を覆う手に力がこもったのを見ると、雷牙の考えは間ま違ちがってはいないだろう。

「兄から……」

　細い指から垣かい間ま見みえる飾りに鋭するどく目を落とし──祥はふと既き視し感かんを覚えた。

　さきほどは飾りをつけている事実に気をとられ、品そのものにあまり意識がむいていなかったが、改めて見るとなにかがひっかかる。

「──手をどけろ」

「やっ、ちょ──」

　一言告げるなり、飾りを覆う珪華の手を摑つかむ。ぎょっとする彼女に構わず、抵てい抗こうするように力がこもった指先を開かせた。

「放して！　なんでもないんだって、言ってるじゃないっ」

　焦あせったように身をよじる珪華の動きを片腕で封ふうじ、祥は珪華の手から零こぼれ落ちた飾りをまじまじと見つめた。

「これ、は……」

　知らず、驚きよう愕がくが口を突つく。

　見み間ま違ちがいでなければそれは、先の皇后が……十年ほど前に亡なくなった母が、生前よく身につけていた耳飾りの片割れだった。

　けして派手なものではなかったが、継けい嗣しを産んだ皇后としては珍めずらしく、万ばん事じ控ひかえ目だった母には似合っていた覚えがある。

「これを、兄が──」

「……なんのことだか、わからないわ」

　我知らず剣けん吞のんさを帯びた声に、珪華がさっと顔を背そむける。その反応こそが、すべてを物語っていた。

　この飾りは、今の格好に対してあきらかに異質だ。そもそも男がつけるのもそぐわなければ、いかにも平民らしい子どもが身につけるには品がよすぎる。銀子代わりにと言ったが、かえってろくでもない連中を集めるのがおちだ。

　それを彼女がわかっていないとは思えない。にもかかわらず、あえてつけているのには、なにか意味がある。真実母のものだとするなら、余計だ。

　自分の知らない、珪華と兄の繫つながりに、祥は傍はた目めにはわからない程度に目を眇すがめた。

「──珪華」

　低く呼びかけるなり、握にぎっていた手を放し、珪華の頰ほおへと伸ばした。顔をひき戻すようにして、やや強ごう引いんにこちらへと仰あお向むかせる。

「なぜ、わかる？」

「っ、にを……って、え？」

　痛むように顔を顰しかめた珪華が、睨にらみかけた瞳をしばたかせた。

「兄が動かないという根こん拠きよはどこにある？」

「それ、は──」

　なんのことだと困こん惑わくする様子に言葉を足せば、彼女は視線を揺るがせた。だが、逃にがさないというようにのぞきこむと、途と端たんに強さを帯びる。

　逃げるか、とばかりにまっすぐこちらを見返すと、「佑がそう言ったのよ」と抑おさえつけた声こわ音ねが紡つむいだ。

「国をわけて争って、残ったものを得たところで、別の国に攻せめこまれるだけだって。……わたしたちとは考え方が違ちがうだけで、あの人はあの人なりに耀のことを想おもって──んっ!?」

　根拠を、と問うたくせに、別のだれかを語る唇くちびるに、感情が逆さかなでされる。

　まして、佑のことを認めるような発言に、祥は気がつくと顔へと添そえた手の親指で、その唇をなぞっていた。

　思わぬ感かん触しよくにとっさに唇を閉とざした珪華は、当然のことながら責める目つきになる。

「……好きなのか？」

「？」

　なんのことだと怪け訝げんな色を浮かべた彼女に、「兄が好きなのか」と繰くり返す。

　珪華は一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をしたあと、大きく目を瞠みはった。見る見る顔に血をのぼらせると、首を振ふってこちらの手から逃れる。

「どうしたらそんな話になるわけ!?」

「ならば、どうしてかばう」

「事実を言ってるだけで、別にかばってるわけじゃないわ！　あの人とは──」

　憤いきどおりに顔を染めて、勢い任せに言い募つのっていた珪華が、はっと声を切った。

　こちらを見上げた瞳ひとみに浮うかぶ、うかがうような、怯おびえるような色に、直感する。

　珪華が語っていることは噓ではない。しかし、すべてでもない。

　彼らの間には、語られていない──語るつもりのない、耳みみ飾かざり同様のなにかがあるのだ。

　だが、見つめる視線の先できゅっとひき結ばれた唇は、固い意思を示していた。

　こうなったら彼女は頑がんとして口を割らないだろう。こうと決めた時の頑がん固こさは、短いつきあいの中でも呆あきれるほど実感している。

　祥は、抜ぬけない棘とげが胸を苛さいなむような、拭ぬぐえないいらだちを嘆たん息そくへと変えた。

　──今は、しかたないか……。

　とはいえ──

「ことがすんだら、すべて聞かせてもらうぞ」

「……これ以上言うことなんて、別にないから」

　思ったとおり、一歩も退ひかぬ様相で、珪華は祥の脅おどしをはねのける。

　が、こちらも譲ゆずるつもりがないのを見てとったのか、「それより、まだ聞いてないんだけど！」と口早に矛ほこ先さきを変えた。

「あぁ、どうして天狼がここにいるのかってやつか？」

　なんのことかと訝いぶかるより先に、彼女の問いを継ついだのは雷牙だった。

　その、いつもどおりの軽い響きに、二人の間に漂ただよっていた剣吞とも、妖あやしげともつかない空気が霧む散さんする。

　散った雰ふん囲い気きの名残なごりを惜おしむように、祥は輪りん郭かくをなでるようにして珪華の顔を捉とらえていた手を離はなした。

「……ゃ、っ」

　急に肌はだへ走った感覚に悲鳴を嚙かみ殺した珪華が、なにをするのだと視線を尖とがらせる。

「さっきおまえが言った、俺に反発する連中がここにいる、と言ったら？」

「え？……それ、どういうこと？」

　けれど、素知らぬふりで、投げかけられた問いに答えれば、がらりと表情を一変させた。責め心をあらわにしつつもどこか甘さを含ふくんでいた面おもてが、意味するところを探さぐるように思案深いものになる。

「──もしかして、ここにもう一人の救い手がいるから……？」

「ご明察！」

　珪華はすかさず手を打った雷牙を一いち瞥べつし、詳くわしい説明を求めるようにこちらを見上げた。

「俺は先せん帝ていの息子むすことはいえ、皇子とは名ばかりの存在だったからな。おまえの言うとおり、宮中には認めないという連中も多い」

「ま、そのほとんどは先帝──や、もう先々帝か？──からの佞ねい臣しん、口と立ち回りの上手うまさだけで今の地位を保ってるような連中だけどな」

　さし挟はさまれた雷牙の補足に、珪華の瞳が不快さを帯びた。

「皇こう帝ていが祥に替かわったら、地位が危あやうくなる……うまい汁しるが吸えなくなるってわけ」

　最初のころほどではなかったが、貴族たちに対する辛しん辣らつさはあいかわらずだ。

　唾だ棄きするような声の荒あらさについ苦く笑しようを漏もらしながら、祥はあいづちを返した。

「だが、頼たのみの綱つなの佑は離り宮きゆうにひっこんだまま、皇こう宮ぐうに戻もどる気配もない。これはいよいよ自分たちの地位が危ういと危機感を募らせた連中が目をつけたのが、殷陽ここというわけだ」

「ここの都督は、あなたの叔父おじ……つまり、皇族なのよね？」

「そうだ。先帝とは母親が違うが、皇帝の血をひいているのには変わりない。『皇帝』として据すえるのに、血筋的にはなんの不足もない」

　不足があるとすれば器うつわにだが、貴族たちには、むしろ多少の瑕か疵しがあった方が都合がいい。つけいる隙すきは多ければ多いほどよく、あわよくばいいように操あやつることができるかもしれないからだ。

「そんな人物の下もとに、宝ほう珠じゆを持った救い手が現れた。……だったら、自分たちを切り捨てるだろうあなたより、そっちにのっかろうってこと？」

「そのようだ」

「本物かどうかも見み極きわめないうちに…っ」

　珪華が悔くやしげに唇を嚙む。

　そこに滲にじむのは、本来救い手としてあるべき自分を蔑ないがしろにされた憤りではない。偽にせ者ものだった場合、一番に影えい響きようを被こうむる──風をとり戻すことができない民たみを憂うれう色だった。

「あの連中には、建前があればたとえ偽者でも構わないのさ。自分たちの利益さえ護まもれたら、風が甦よみがえろうが甦るまいが知ったこっちゃない」

　嘲あざけりをのせた雷牙に一層表情を険しくした彼女は、一方で「でも……」と思案げに丘おかを見上げた。

「噂うわさが上都みやこに出回りはじめて、まだひと月くらいでしょ？　なのに、その人たちがもうここにいるって……」

　佑の腰こし巾ぎん着ちやくだったにしては見切りをつけるのが早すぎるのでは、と困惑を浮かべる。

『佑』と気安く呼びつけにする珪華に、彼女の中ではすでに兄は『皇帝』ではないのだと実感する傍かたわら、気に食わない、と表情が動きそうになるのをこらえる。

　それを見み透すかしてか、珪華の言にか、雷牙がふっと唇を歪ゆがめた。

「ああいう連中に恩義とか忠誠とか求めるだけ、むだってこった。危ないと思ったらさっさと船を乗り換えるだけだ」

「こっちが政まつりごとや軍を掌しよう握あくしきれないうちに、という思おも惑わくもあるんだろう。加えて、新年が近い」

「新年？」

　祥が不ふ愉ゆ快かいさを殺して雷牙に続くと、珪華が小首を傾かしげた。

「朝賀の儀ぎのことを、話に聞いたことくらいはあるだろう」

「ああ、あの、文武百官に加えて各地方から領主が、元日の早朝に皇帝の下に集まって挨あい拶さつするっていう……」

「あれは、簡単に言えば皇帝の権けん威いを国中に知らしめるものだ。そんな日に殷陽に集つどい、叔父に祝賀を述べることで、自分たちはあなたを皇帝として頼む、という意志を表明するわけだ」

「つまり……決起集会みたいなもの？」

　ああ、とあいづちを返した祥の脇わきで、雷牙が不ふ穏おんにまなざしをきらめかせた。

「そこを、逆にこっちから一気に叩たたこうってわけだ。天狼がこの国を建て直すにあたって、障害になりそうな不穏分子を一いつ掃そうする、またとない機会だからな」

　核かく心しんを突ついたそれに、珪華がはっと息を吞のむ。

　自分がここにいる意味を悟さとった双そう眸ぼうが一いつ瞬しゆん不安げに揺ゆれる。だが、すぐにそれは覚かく悟ごの色へととって代わった。

「わかった。そういうことなら、協力する。その人たちもだけど……偽者だってわかってる救い手をあのままにはしておけないもの」

「……そう言うだろうと思った」

　決意も固い申し出に、祥は短く嘆息した。

　彼女へと伸のばした指の背を、かかった前まえ髪がみを払はらうように額から頰ほおへと滑すべらせる。

「本来ならおとなしくしてろ、と言いたいところだが──」

「祥ッ!?」

　承服できないと抗こう議ぎの叫さけびをあげた珪華に、わかっていると頷うなずいた。

「言ったところで、聞きはしないだろう、おまえは」

　それに、とそのまま手をうなじに回すと、頭を肩かた口ぐちへとひきよせた。

「手を貸してくれ、と頼んだのは俺の方だ」

「……そうよ。あなたには風をとり戻す、手助けをしてもらわないといけないんだから」

　降臨節の日の言葉を持ちだせば、珪華もまた、あの時と同じ返答とともにぎゅっと上衣を握にぎり締しめてくる。

　よこされたそれらに、祥の胸のうちに昨夜許された時とは別の、『戻ってきた』という実感が湧わきあがった。

　押しつけるものでも、抑おさえつけるものでもない。互たがいが互いを必要とする、対等な関係──それが、この腕うでの中に戻ってきたのだ、と。

「珪華」

　それをたしかめるように静かに囁ささやきかけた名に、ぴくりと肩かたを揺ゆらがせた珪華が、ゆっくりと面おもてをあげる。

　交わったまなざしに、彼女もまた同じ気持ちを抱いだいているのだと感じた時には、ひかれるように顔をよせていた。

「しょ……んっ」

　なにか言いかけたところを、言葉ごと唇くちびるを塞ふさぐ。

　こわばった身体からだをなだめるように、うなじに添そえていた手で頰をなぜる。唇で柔やわらかな感かん触しよくを啄ついばめば、細い肩が小さく震えた。

　逃にげをうつように緩ゆるんだ珪華の手を逃のがさじと、祥は腰こしを抱く腕に力をこめた。

　すぐ放すつもりが、伝わる熱に理性が溶とかされる。

「──ぁ…っ」

　離はなれかけた唇の合間から零こぼれた艶つやめいた息に、さらに煽あおられて、今度は呼吸をも奪うばうように深く口づけていた。

　急に襲おそった嵐あらしに耐たえるように、一度解けかけた珪華の手が強くこちらにすがりついてくる。

　無意識だろうそれに、一層そそのかされる己おのれの青さを喉のどで笑って、祥はその情動に逆らわず身を任せた。

　吐と息いきをわけあい、熱を絡からませ、零れる声に止める術すべを見失う。

　それは、再び珪華の手から力が抜ぬけるまで続けられた。

「は、ぁっ……」

　唇を離した途と端たん、珪華が喘あえぐように息を吸いこむと、ぐったりと身を預けてくる。荒い呼吸を繰くり返す背を柔らかになでれば、だれのせいだ、というように濡ぬれた睫毛まつげの奥から睨にらみあげられる。

「……あいかわらず、か」

　そんな目をすれば逆効果だと何度言ったらわかるのか、と細く嘆たん息そくした時、

「──なあ、お二人さん」

　呆あきれとも、諦あきらめともつかぬ声が、すぐ傍そばからかかった。

　腕の中の細い身体が、大げさなくらいに波打つ。
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「盛りあがってるとこ悪いけど、そろそろここがどこだか思いだしてくんねえ？」

　さすがに目のやり場に困るんだが、と雷牙が目をそらしたまま頰をかく。

「見なければいいだろう」

「────ッ！」

　むしろ見るな、と平然と言い放った祥とは裏腹に、珪華は瞬しゆん時じに顔を真っ赤にすると、声にならない叫びをあげた。今さらながらに、周囲には雷牙を含ふくむ人目があったことを思いだしたらしい。

　力がはいっていなかったとは思えない強さで、こちらの身体を突き放す。大きく肩で息をしながら、握った手を戦慄わななかせると、

「……信じられないっ！」

　上気した面を怒いかりに染め、勢いよく背を返した。

　目顔で『あれはおまえが悪い』と告げる雷牙に、さすがにやりすぎたか、と苦く笑しようすると、祥は憤いきどおりを背負って逃げていくうしろ姿を足早に追いかけた。
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　徐じよ々じよに近づいてくる大門を目に、珪華は馬の背の上で小さく喉を上下させた。

　──大だい丈じよう夫ぶ。昨日の兵たちが追ってたのは少年だし……祥だって、この格好ならそうとは思われないはず。

　胸のうちで言い聞かせながら、馬の轡くつわをとって歩く祥の姿をちらりと見下ろす。

　彼は常とは違ちがう、薄うす汚よごれた麻あさの上下に羊の裘かわごろもを身につけていた。頭部はすっぽりと風帽ずきんに覆おおわれ、のぞく顔には薄うすく煤すすが塗ぬりつけられている。

　どこからどう見ても皇こう帝ていに見えなければ、将しよう帥すいにも見えない。腰からさげた、布に覆われた刀らしき得物と、こればかりは隠かくせない身体つきから、どこかの家に仕える護衛にしか見えないだろう。

　かくいう珪華も、今は女性の衣い裳しようを身につけていた。良家、とまではいかないものの、そこそこ裕ゆう福ふくな商家の子女といったところだろうか。

「天狼の面めんは、さすがにここに集まってるような貴族連中には割れてるし、娘じようちゃんも狙ねらわれてるってわかった以上、昨日までと同じってわけにはいかねえだろ」

　これからどうするのかを話しあっていた際、雷牙からよこされたもっともな指し摘てきに、二人は殷陽の門をくぐるにあたって、身なりと身分を偽いつわることにしたのだ。

　あのあと──祥から与あたえられる熱に、色々と忘れて身を委ゆだねてしまい、顔から火がでそうな羞しゆう恥ちに駆かられてその場を逃げだしたが、結局、あっさりと元げん凶きように捕つかまった。戻もどる、戻らないでもう一ひと悶もん着ちやくあったが、呆れて仲ちゆう裁さいにはいった雷牙に「痴ち話わ喧げん嘩かは全部終わってからにしてくれ」と刺さされ、渋しぶ々しぶ頷うなずくしかなかった。

　──そもそも、あんなことしてくる祥が悪いのよ！　すくないとはいえ、雷牙以外にもいた、のに……。

　思いだしてしまった出来事に目元をうっすら羞恥に染めながら、内心で目の前の背中にやつあたりしていた珪華は、ふと気づいたそれに眉まゆをよせた。

「……ねえ、祥」

　馬上から低く呼びかければ、わずかに見返った風帽のむこうから視線がよこされる。

「さっきの話だと、あなたたちはここに集まった貴族たちを捕まえる気なのよね？」

「あっちがおとなしく捕まるならな」

「そのつもりにしては……すくなすぎない？」

　言外に、物ぶつ騒そうな争いの気配を滲にじませた祥に軽い息苦しさを覚えながら、珪華は周囲に視線を巡めぐらせた。

　今も雷牙を含め、祥のまわりには三人の人間しかいない。あの野営地にいた数を含めても、一隊にも及およばない。非正規な分、鎮ちん護ご軍の兵はほかと比べてすくないらしいが、あまりにもすくなすぎた。

「宮城の護まもりに残してきたの？」

「たしかに瞭をはじめ、多少は置いてきたがな。そもそも、近衛このえや牙がは別として、衛え士じたちのほとんどはこっちの味方だ」

　指示系統さえ押さえられればさほど問題はない、という祥に、ますます眉み間けんがよる。

「じゃあ、あとからくるってこと？」

「それもあるが……大半のヤツらはすでにあの中だ」

　そう、祥は門へむかって顎あごをしゃくった。

「新年のために集まってる連中も、まぬけの集まりじゃない。今は俺が動ける段階にはないと踏ふんでるだろうが──現に瞭にはそう装よそおわせてる──遠くない時期に争いになるのは明白だ。我が身一つでくるわけがない」

「手勢をひき連れてるってことよね？　だったら、なおさら……」

　郭かくの中におさまりきらない町は、門の外にも続いているが、今はさらにそれをとり囲むようにしてちらほらと天幕が張られている。

　おそらくあれは、祥の言う貴族たちの手勢だ。貴族たちは都内に宿を求めているのだろうが、彼らすべてを収容できるほどの場所もなければ、主あるじたちの気前がいいはずもない。

　そこまで考えて、珪華ははたと得心した。

「……そっか。やけに男の人が多いと思ったのは、これだったんだ」

　呟つぶやきに、なんの話だと振ふりむいた顔が問う。

　町中を見て回って気づいた、丁てい男だんの多さを説明すると、「間ま違ちがいないだろう」とあいづちが返った。

「軍とは基本的に皇帝のものだ。ここ殷陽にも軍府が置かれているが、権限が委任されてるだけで都と督とくのものじゃない。中央の官かん吏りにいたっては、平時には兵を動かす権限もない。となれば、自由にできるのは私兵だけだ」

　ただ私兵にしても、抱かかえてる数は多くないのだという。必要以上の戦力を持つということは、それだけで即そく謀む叛ほんととられても文句は言えないからだ。

　我が身かわいい貴族たちは、叛はん意いを疑われない、それでいて自分や邸やしきを護れるだけの数を保つらしい。

「だが、いざ争いになった時、数が多ければ多いほど戦いは有利になる。所領から男手を無む理り矢や理りひっぱってくるだろうが、地理的にまにあわない連中がとる道は一つだ」

「手近から、雇やといいれる……」

　重税に田畑を捨て、命のために戦場を逃にげだし、流民となる者も多くいると聞く。そういう者たちは、えてして糧かてを求めて都会に集まってくるものだ。報ほう酬しゆうを約束し、質の善し悪あしさえ問わなければ、獲かく得とくするのはさほど難しいことではない。

「わかったらしいな」

　得心したように呟いた珪華に、祥は満足げに肯こう定ていした。

「その中にうちの連中をまぎれこませた。こうすれば、大軍で移動して目につく心配も、わざわざ小分けにする手間も省ける」

「……でも、それでまぎれこんじゃうくらいの数ってことでしょ？」

　やはり、すくない。

　どれくらいの人数を潜もぐりこませたのかはわからないが、すくなく見積もってもその三倍か四倍は敵がいるということになる。

　味方が祥の鍛きたえあげた一いつ騎き当とう千せんの兵たちで、敵が統制のとれないよせ集めの集団だとしても、数的不利は明白だ。

　──それに、雇われた人はまだしも、無理矢理連れてこられたような人たちを、こんな争いに巻きこむなんて……。

　珪華としては、宝ほう珠じゆと救い手が偽りであることが暴あばければいい。だが、祥たちの目的が耀国が長年溜ためこんだ膿うみの排はい除じよにある以上、争いは避さけられない。

　政まつりごとや戦いくさのわからない自分に口出しできることではないが、なんとか必要以上に犠ぎ牲せいのでない方法は……と考えこんでいると、

「──その顔、またなにか考えてるんじゃないだろうな？」

　ろくでもないことを、とは声にださないが、こちらを見上げた顔が物語っている。

　むっとして祥を見下ろした珪華は、ふと視界にはいったそれによぎるものがあった。

「……ねえ」

　考えをまとめるように、ゆっくり口を開くと、祥がほらきたと言わんばかりに身構える。

「その貴族たちの集まりって、なにするの？」

「なに……？」

「朝賀の真似まね事ごととはいえ、実際は顔合わせみたいなもんだからな。挨あい拶さつのあとは親交を深めるために酒しゆ宴えんでも開くんじゃねえの？」

　訝いぶかしげな祥の反対側から、いつのまにか馬をよせていた雷牙が口を挟はさむ。

「なんだ、その席でふるまわれる酒に眠ねむり薬でもいれようってのか？」

「それもいいかもしれないけど……」

　そんな手もあったか、と思いつつ、珪華は祥の腰こし元もとにあるものへと目を落とした。

「宝ほう剣けんの影かげを、利用できないかと思って」

「宝剣のって、あの笛を奏かなでると現れる例のか？」

　祥と雷牙がつられるように、今は布に包まれた宝剣に視線を移した。

　自分たちの推測が正しいなら、宝笛を奏でていない今、宝剣は変わらず笛の音に反応するはずだ。

「酒宴なら、楽師たちの演奏もあるかもしれないでしょ？　そこで笛が鳴れば、影が現れる。……中央の人間が集まるって言うんなら、あのくだらない噂うわさを知ってるはず」

「噂？　ああ、天の怒いかりだとか呪のろいだとかいうやつか」

　あえて口にしなかったそれを祥が告げるのに、改めて不ふ愉ゆ快かいさを覚えながら、「それを逆手にとるの」と珪華は左右に目をやった。

「影が現れたところで、宝珠や救い手を騙かたったことに対する天てん帝ていの怒りだってだれかが叫さけべば、影を恐おそれて上都みやこから笛の音が消えたくらいだもの、動どう揺ようしないはずがないと思わない？」

　まして、皇こう宮ぐうにしか現れないと思っていたそれが、叛はん旗きを翻ひるがえそうという自分たちのところに現れるのだ。上都にいた人々だからこそ、恐れを煽あおられるだろう。

　噂を知らない者たちでも、得体の知れない影に恐れをなした叫び、泡あわを食った人々を間近にすれば、平静ではいられない。

「そこを衝つく、というわけか」

　祥が思案げに布越ごしに宝剣をなでる。雷牙もまたあいづちを打った。

「混乱に乗じりゃ、隙すきを衝くのは容易たやすいからな」

「それもあるけど、そこへ公おおやけに『救い手』に認められたことになってる祥が登場すれば、もともと天狼大将として衛士たちには支持があったんだもの、しかたなく従わされてるような貴族側の兵たちは祥に加勢してくれると思う。権力者にすりよるような佞ねい臣しんが、自領の民たみを大事にするとは思えないし……そんな人たちに、天に逆らってまでつくす義理はないでしょ」

　珪華の言い分に、祥と雷牙は彼女越しにどちらからともなく視線を見み交かわした。

「──集まりの件、調べられるか？」

「そういうのは、瞭のが得意なんだが……了りよう解かい。酒宴が開かれるなら、準備にそれなりの物資が動いてるだろうしな」

「宴えん席せきには官かん妓ぎを使ってくるだろうが、大がかりなものになれば、体てい裁さいを整えるために在野からも妓女を集めるだろう」

「それも探さぐりをいれろってことね、はいはい」

　でもって、集めてるようならその名めい簿ぼに娘じようちゃんの名前をまぎれこませろと、と一見面めん倒どうそうに、その実、双そう眸ぼうに鋭するどさを宿して雷牙が了りよう承しようを返す。

　もし、楽師として潜りこめるなら潜りこみたかったが、祥がいい顔をしないだろうと思っていた珪華は、その指示に瞳ひとみを瞬またたかせた。

「──いいの？」

　念を押すような確かく認にんに返ったのは、短い溜息だった。

「よくはない──が、手を貸してくれるんだろう？」

　なにもさせない方がどんな無む茶ちやをやらかすか恐ろしい、とのぼやきは聞こえないふりをして、珪華は表情を輝かがやかせた。

「もし、そうなったら、うまくやるから心配しないで！」

「それが心配なんだと、何度言ったらわかる？」

　祥の諦てい観かんの声こわ音ねに、失礼ね、と返しながらも、心が浮うき立つ。そんな場合ではないとわかっていても、できることがあるかもしれないことが、頼たよりにされたことが、嬉うれしかった。

　しかし、珪華の喜びに近い意気込みも、長くは続かなかった。




「ああ、やっと戻もどってきた。お客さんだよ。ずっと帰りを待っててね」

「今下手に近づいて、騒さわぎが起こったらまずい」と、宝剣をさげた祥が殷陽にはいるのを渋しぶ々しぶ断念したあと、珪華は不ふ審しんに思われることもなく郭かく門もんを潜くぐり、無事旅館へと戻ってきた。

　だが、軒のき先さきで雷牙の姿を認めるなり声をかけてきた女将おかみの言葉に、二人はそうとわからない程度に表情をこわばらせた。

　──わたしを見かけたから追ってきただけじゃなく、宿まで突つき止められてた……？

　昨日の兵たちだろうか、と緊きん張ちようする反面、それにしては女将の態度が普ふ通つうすぎるとも思う。兵たちが押しかけてきたなら、もっと焦あせった様子があってもおかしくない。

　雷牙も同じことを感じたのだろう。

「そうか、悪い。ちょっと野や暮ぼ用でな。──それで、その客ってのは？」

　からりと人好きのする笑えみを浮かべると、探すようあたりを見回した。

「ああ、あの子だよ。──ほら！　戻ってみえたよ、この人だ」

　子ども？　巧明だろうか、と首を巡めぐらせると、呼ばれて立ちあがった少女の姿があった。

　巧明より年下だろう。粗そ末まつな身なりをして、おどおどと視線をさまよわせている。

　ちらりと雷牙に目をやると、かすかに首を横に振ふられる。どうやら心あたりはないらしい。

「よお、小お娘じようちゃん。おれに用だって？　会ったことはなかったと思ったんだが……」

　しゃがみこんで目線をあわせた彼に、少女はぎゅっと自分の裳も裾すそを握にぎり締しめた。

「あ、のっ……兄を、知りませんか？」

「兄？……って、もしかして、巧明くんの……」

　思わず口を挟むと、「あ、はい、妹です」と頷うなずかれる。

「知らねえかって……どうかしたのか？」

「昨日、でてったっきり、戻らないんです……」

　雷牙の問いに、少女はくしゃりと顔を歪ゆがめた。

　昨日、と呟つぶやいて、珪華は雷牙と顔を見合わせた。

　──まさか、わたしだけじゃなくて、巧明くんの方にも……？

　嫌いやな予感が胸をよぎる。まさか、数日前、雷牙が言ったことが現実になったのだろうか。

「兄が、もし自分になにかあったら、ここを訪ねるように、って……」

　二人の険しい顔つきに、少女の声が怯おびえを帯びる。

　すばやくそれを感じとった雷牙がわずかに眉まゆをさげながら、「そっか、心配だな」と少女の頭に手を置いた。

「おれたちも昨日は会ってないが……心あたりを捜さがしてみよう。だから、もう帰れ。遅おそくなると小娘ちゃんまでなにかあったかと、母親が心配するぞ」

　彼の諭さとす言葉に、少女は迷うように雷牙とこちらを見比べた。珪華が安心させるように微笑ほほえんで頷くと、ようやく「うん……」と答える。

「見つけたら、かわいい妹に心配かけるなって叱しかってやるからな」

　あえて明るく言って少女を送りだした雷牙は、振り返り振り返り去っていく彼女の背が見えなくなった途と端たん、厳しさを帯びた。

「……見つかっちまったか」

「その可能性は高いと思う」

「あっちは面だけじゃなく、素す性じようが割れててもおかしくねえからな。娘ちゃんより見つけるのも難しくねえか」

　人目をはばかって低く言い交わし、雷牙が唸うなりながら頭をかいた。「とりあえず、室へやに戻ろう」と周囲の気配を探りながら、踵きびすを返す。

　案ずるように少女が消えた方角に目をやっていた珪華は、

「……消されてなきゃいいが」

　耳が拾ったぼそりとした呟きに、さっと表情を硬かたくして前をいく背中に続いた。

「……わたし、捜してみる」

「こりねえな、娘ちゃんも」

　あいつの言うことももっともだな、と嘆たん息そくした雷牙が、泊とまっている室の戸を開けるとざっと中を見回す。危険がないと判じたあと、こちらにむかって顎あごをしゃくった。

　促うながされるままに珪華が足を踏ふみいれれば、自分は外の気配をうかがうためか、木戸のすぐ脇わきに背中を預けた。

「昨日も追われたばっかだろ。小僮ぼうずはおれが捜す。頼たのむから、」

「あなたには、ほかにもするべきことがあるじゃない」

　巧明に構っている暇ひまはないだろう、と遮さえぎると、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「城にむやみに近づいたり、無茶はしないから」

　雷牙の言い分はもっともだし、土と地ち勘かんのない自分が捜したところで容易に見つかるはずもない。都と督とく側に連れ去られたのだとしたらなおさらだ。でも──。

「他人ひと事ごととは、思えないの……」

　ただの自己満足なのはわかっている。だが、境きよう遇ぐうの似た彼のことをどうにも放ほうっておけなかった。心配している妹を見てしまえば余計だ。

　今度こそ気をつける、と言う珪華に、

「……ったく、ただし条件は吞のんでもらうぜ」

　諦あきらめ深い雷牙の溜息が返った。
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　年の暮れの押し迫せまる殷陽の町を忙せわしげに行き来する人々を目で追いながら、珪華は隣となりにちらりと視線を走らせた。

「……嫌ならつきあってくれなくても、」

「なら宿へ戻れ」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくしもしない祥が、言いかけた言葉を短く遮る。

　珪華はつきかけた嘆息を吞みこんで、胸中で首を傾かしげた。

　──こんな時に、また余計なことに首突っこんでって怒おこってるんだと思ったんだけど、なんか違ちがう感じがする。

　あの日、雷牙のだした条件とやらが、単独行動はしない、というものだった。こちらの見張り兼けん護衛といったところだろうか。

　一昨日おととい、昨日はあの野営地にいた祥の部下がつきあってくれたのだが、今日になって現れたのが祥だった。

「ちょっと、宝剣あれを持ったまま殷陽に近づいて、騒ぎになったらまずいって話じゃ…っ」

「置いてきた」

「置いて!?」

「預けることもできないような者を、傍そばには置いてない」

　驚おどろく珪華に、祥は顔色一つ変えずに言い放ち、こうして巧明捜しにつきあってくれているのだが──どうにもおちつかない。

　──そりゃ、だれがくるより祥が一いつ緒しよの方がいいけど……。

　巧明の名を口にするたびにまとう空気が尖とがっていく気がするのは、気のせいだろうか？

　帰ったら雷牙に話してみよう、と思いつつ、改めて周囲を見回した。

　少女が訪ねてきた次の日、改めて彼女に話を聞きにいった珪華は、まず巧明の足どりを追うところからはじめた。

　普ふ段だん、彼は近くの町や殷陽に日ひ銭ぜにを稼かせぎにでかけていくらしい。その日も最も寄よりの町までは行動を追うことができた。だが、仕事を終え、町をでたところで足どりは途と絶だえていた。

　どうやら帰宅途と中ちゆうを狙ねらわれたらしい。

「肝かん心じんなのは、その後どこにいったのか、だけど……」

　捕つかまったのか、逃にげたのか。

　逃げたあと、家族にまで迷めい惑わくが及およばないようどこかに身を隠しているのならいい。ただ、その望みは薄うすそうだった。

　郭かく門もんはいくつかあるが、日暮れとともにすべて閉門される。ゆえに、それ以後の出入りは目につく。

　三日前、郭かく壁へきの下を寝ね床どこにしている流民の一人が、幾いく人にんかの騎き兵へいがなにか荷物を持って、城に一番近い門から帰ってきたのを覚えていた。

　その『荷物』が巧明である可能性は高い。

「……でも、連れてこられたんなら、殺されてないってことだもの」

　消す者をわざわざ運びいれるとは思えない。

　そう自らに言い聞かせつつ、もしかしたら、という一いち縷るの望みを懸かけて、珪華は巧明が仕事をもらうために出入りしていた商家や肆みせを回っていた。

　ただし、最近は見かけないという答えばかりで、成果は芳かんばしくなかった。

「やっぱり……」

　唇くちびるをひき結び、見つめていた通りから城のある方へと視線を動かした時だった。

　視界の端はしに、見覚えのあるようなうしろ姿がひっかかった。

「っ、今の──!?」

　慌あわててそちらへ顔を巡めぐらせると、巧明と同じくらいの背格好をした少年が、通りのむこうの路地へとはいっていくところだった。

　あっ、と思った瞬しゆん間かん、珪華は駆かけだしていた。

「待って！」

「おいッ、どこへ──」

　勝手をするなとあがった祥の怒ど声せいを背で聞いて、人ひと混ごみをかきわけるようにして通りを渡わたる。そのまま少年が消えた路地へと走りこんだ。

「どこに？」

　逸はやる鼓こ動どうの音を聞きながらあたりを見回し、二つ先の角にその背中を見つける。再度制止を投げるが、聞こえていないのか、自分のことだと気づかないのか、小こ柄がらな人ひと影かげはまたも角のむこうへと消えてしまう。

　それを追って角を曲がったところで、珪華は視線の先に広がった賑にぎやかさにはたと足を止めた。

「これじゃ、どこにいったのかなんて……」

　小柄な背中はいきかう人波にまぎれ、完全に見失ってしまう。

　なおも諦めきれず、通りへ踏みいってあちこちのぞいてみるが、当然のように姿を見つけることはできなかった。

「……たぶん、人ひと違ちがいなんだろうけど」

　頭では理解できていても、溜息が口を突つく。置いてきた祥の慍うん色しよくに染まった顔まで浮うかび、「戻ろ」と珪華は踵を返した。

「──あれ、珪華じゃない？」

「え？」

　その矢先、背後からかかった若い男の声に立ち止まる。聞き覚えはなかったが、名を呼ばれた反射で振ふり返った先にいたのは、一人の青年だった。

「やっぱり、そうだ！」

　嬉うれしそうに破顔した柔やわらかな面おも立だちは、男らしい精せい悍かんさからは遠く、祥と同じくらいか年上なのだろうが、年ねん齢れいより幼く見える。中肉中背の身体からだつきで、細目がちの瞳ひとみをさらに細くしてこちらを見ている様は、どこか摑つかみづらい印象をしていた。

「あの……どちらさまですか？」

　珪華はいきなり声をかけてきた見知らぬ男性に、軽く身構えた。

　名前と顔を知っているからには会ったことがあるはずだが、まるで記き憶おくにない。一方的に見知っているというなら用心が必要だった。

　身なりからして、そこそこ地位がある者に見える。降臨節のあの場にいた可能性もあった。

　──だけど、なんだろう……。

　ただ、警けい戒かいする傍かたわらで戸と惑まどいをも覚える。

　思いだすかぎり会ったことはないはずなのに、なぜか懐なつかしいような心地ここちがするのだ。

　そんな珪華に、青年は「あれ、もしかして覚えてない？」と芝しば居いがかった仕草で眉まゆ尻じりをさげた。

「景えい舜しゆんだよ、景舜。──昔、あんなに遊んであげたのに、忘れてるなんてひどいなぁ」

「昔……？」

　景舜と名乗る青年を、珪華は眉まゆをよせてまじまじと見つめた。

「そんなに見つめられたら、照れるじゃない」

　聞こえた戯ざれ言を無視して記憶を探さぐるが、やはり覚えがない。そもそもこの年ごろの男性と子どもの時に知りあう機会など、村の中にしかなかったはずだ。隣りん国ごくと接する国境とは方向が違ったため、旅人が訪おとずれるようなこともなかった。

「人違いなんじゃ……」

　だが、胸にどこか感じる親しみが、かくと断言させてくれない。

　景舜は傷ついたように肩かたを落とした。

「まあ、君はちっちゃかったしね……覚えてないのも無理ないけど、『お兄ちゃん、お兄ちゃん』って懐なついてくれてたのになぁ」

「そんなこと、言われても」

　さも残念そうな物言いに、かえって責められているような居い心地ごこちの悪さを覚える。下手に懐かしさがあるから、彼の言い分を突っぱねられないのだ。

　──小さい時は、老師に連れられて州都までいったりしたこともあるけど……もしかして、そこで？

　州都へ出向くには必然的に村を何日も留守にすることになる。年に一、二度あるかないかだったが、離はなれるのを嫌いやがった珪華を連れて、玄陽は州都を訪おとなった。

　そのいつかの時に会ったことがあるのだろうか、と記憶を探っていた珪華は、ふいに頰ほおに触ふれた手に、びくっと身を退ひいた。

　いつのまにかすぐそこにあった景舜の顔にぎょっとする。

「っ、なに、を!?」

　気づくとつめられていた距きよ離りに慌ててうしろにさがるが、景舜はまるきり頓とん着ちやくする様子もなく、開いた分だけ近づいてくる。さきほどとはうって変わって、まじまじとこちらを見つめてくる瞳には、探るような、興味深げな色があった。

「ちょっと！」

　ほぼ初対面でのこの無ぶ遠えん慮りよさに、珪華がさすがに声を荒あらげる。

　だが、景舜は気にした様子もなく、再度手を伸のばしてきた。

「うん、昔の面おも影かげも残ってるけど……」

　輪りん郭かくをなぞるように、つとこちらの頰をなでる。

「お母さんに似てきたね」

「やめ──、!?」

　叩はたきかけた手が、なにげなく口にされた語に、ぴたりと止まる。──今、この人は、母、と言わなかっただろうか？

「……え？　それ、て」

　今のはどういう意味なのか。この人は、自分でさえ見たこともない母を知っているとでもいうのか。

　驚きよう愕がくと疑念が交こう錯さくし、言い淀よどむ珪華をよそに、景舜は「おっと」と彼女の背後に視線を投げると、身軽く距離を開けた。

「残念、迎むかえがきちゃったみたいだね。ほんとは思いだしてもらいたかったんだけど、しょうがないか」

　またね、と一方的に言い置いて踵きびすを返す。

「待っ、」

「あ、そうそう」

　珪華が反射的に声をあげれば、忘れていた、と景舜が身体ごとこちらにむき直った。

「……お搜さがしのあの子なら、城に捕とらわれてる」

　すばやく耳元に顔をよせてきたかと思うと、そう囁ささやく。

　──あの子って、まさか巧明くん!?

　意味深な科白せりふに目を瞠みはると、ついでとばかりにこめかみに柔らかな感かん触しよくが押しあてられる。

「！──なっ、ちょっ」

　一度に襲おそったあれこれに珪華が目を白黒させるうちに、景舜は楽しげな笑えみを閃ひらめかせると、

「ちょっとした情報料だよ」

　じゃあね、と今度こそ身を翻ひるがえした。

「珪華ッ！」

　直後、うしろから強く肩を摑まれ、とっさにあがりそうになった悲鳴を危あやうく吞のみこむ。

「……しょ、う」

「今、なにをされた？　あれ、は──」

　無む理り矢や理り抑おさえこんだ低い声こわ音ねとは裏腹に、激した双そう眸ぼうがこちらをのぞきこんだあと、去っていく景舜へ鋭するどく一いち瞥べつを投げた。──と、愕がく然ぜんとしたように動きが止まる。

「？　祥、どうかした？」

「…………玄、陽？」

「玄陽って……えっ？」

　無意識のように祥から零こぼれた名に、珪華が急いで視線をたどれば、角を曲がっていく景舜の横顔が見えた。

「──何者だ？」

　凝ぎよう然ぜんと彼を見つめたままの祥は口を挟はさめる雰ふん囲い気きではなく、問いつめたい気持ちをぐっと我が慢まんする。

「──景舜って名乗ってたわ。捜してる子なら城に捕らわれてるって言われて……なんだか、わたしのことを知ってるみたいだった」

「知ってるのか？」

「ううん、覚えがない……んだけど、でも、懐かしいような気も……」

　さすがに母親云うん々ぬんのことまでは言えず言葉を切った珪華に、祥は「だろうな」と呟つぶやいた。

　どういうことかと隣となりを仰あおぐと、考えこむような顔つきで祥がちらりとこちらを見下ろした。

「あの男の顔……昔の玄陽に似ている」

「老師に？」

「ああ。おまえの感じた懐かしみは、たぶん玄陽の面影をあいつに見たんだろう」

　祥の指し摘てきに、そうなのか、と思いつつも、困こん惑わくは拭ぬぐえない。

「だけど、なんで？　血けつ縁えん者ってこと？　それに、どうして巧明くんのことを……そんなこと知ってるのは、城の人間でもごく一部のはず」

　宝ほう珠じゆのことを表おもて沙ざ汰たにしたくない以上、巧明のこともまた、城に出入りするだれもが知るほどおおっぴらになっているはずがない。

　だとしたら、彼は一体何者なのか──。

　──もしかして、あの人が偽にせの救い手……？

　ふいに、そんな考えが頭をよぎる。だが、宮門の上にいた人物の顔がおぼろな以上、ただの勘かんでしかない。

「──そもそも、あんなことをわたしに言うなんて、敵なの？　味方なの？」

「さてな……玄陽の血縁者なのか、赤の他人なのか。親切なのか、罠わななのか」

　独りごちた珪華に、祥もまた自問するように落とすと、

「どちらにしろ、油断がならないことだけはたしかだ」

　景舜が消えた角へと、鋭く視線を戻もどした。
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　とん、と踵かかとがあたった感触に、珪華はこれ以上逃にげ場がないことを悟さとった。

　とっさに横に逃げようとするが、肩かたを押さえつけられ身動きがとれなくなる。

「ちょっと、なんのつもり!?」

　内心の動どう揺ようを押し隠かくし、せめてもの抵てい抗こうに声を荒げて睨にらみつける。

「言っただろう。それとわからないようにする、と」

「それとこれとなんの関係が…っ」

　どうしてこんなことに？　と混乱せずにはいられない。

　明日はいよいよ計画実行という大おお晦日みそかの夜、珪華は祥に壁かべ際ぎわへと追いつめられていた。

　きっかけがなんだったのか、記き憶おくをたどってみてもよくわからない。

　明日に備え、貴族たちの手勢として潜もぐりこんだ者もあわせ、鎮ちん護ご軍の兵たちは予定どおりここ殷陽に集つどっていた。

　推測したとおり、明日は酒しゆ宴えんが開かれることは雷牙の調べで判明していたし、宴えん席せきの花として珪華が潜りこむ手て筈はずも抜ぬかりなく整えられていた。

　すべては計画どおり、あとは本番を待つばかり──のはずだったのだが……。

「──そもそも、潜りこむって言ってもわたしは笛を演奏するだけだし！」

「その油断が命とりだと言っている。自分が唯ゆい一いつ無二の存在だと、もっと自覚しろ」

　本当は単独行動などさせたくない、とは言わないものの、見下ろす瞳ひとみが語っている。

「だからっ、痣あざを隠す方法があるなら、口で教えてくれればすむ話じゃない」

　たしかに、いざとなればなにが起こるかわからない。景舜のこともある。油断は禁物だ。

　だから「救い手の印である痣を見られてもそうとわからないようにすればいい」という言い分はわかる。が、それでなぜ、こんな目にあっているのだろうか。

「もういいから、放しっ」

「それを今から教えてやる」

　言うが早いか、祥は珪華の顎あごをとった。抗こう議ぎをあげようとした唇くちびるを、もう黙だまれ、とばかりに口づけで塞ふさがれる。

「ぅっん……！」

　思いもよらないそれに、思わずぎゅっと目を閉じた。

　逃のがれようと首を振ふるが、がっちりと捉とらえられた顎はわずかに動いただけだった。

　そうこうする間にも、舌先でくすぐるように唇をなぞられ、妖あやしい感覚に背筋に痺しびれが走る。

「は、っ……しょっ」

　かすかに生まれた隙すき間まに、なんとか彼を押し留とどめようと名を呼ぼうとするが、逆に深い侵しん入にゆうを許してしまう。

　溶とけあってしまいそうな熱と吐と息いきをも食くらわれるような荒あら々あらしさに、息苦しさとあいまって頭の芯しんがぼうっとしてくる。

　──なん、で、こんな……。

　痣を誤ご魔ま化かす、という話だったはずなのに、とかろうじて残っている理性が囁く。

　合間を縫ぬうように耳にはいる、さらっ……という音に、このまま流されてはいけない、と意識を手た繰ぐりよせようとするものの、ようよう口づけが解かれたころには、壁かべにぐったりともたれかかるしかなくなっていた。

「……ど、いう──ひ、ぁっ」

　荒あらく肩を上下させながら、それでも『どういうつもりだ』と問おうとした珪華は、喉のどを伝った熱く濡ぬれた感かん触しよくに、ひゅっと息を吞のんだ。

　首元に顔を埋うずめるようにして、祥がゆっくりと唇をはわせていく。

　その動きに、ぞくぞくとした悪お寒かんにも似た感覚が首筋から広がっていき、手足が震ふるえた。

「ゃ、め……！」

　反射的に押し返そうとした手は、逆に手首をとられ、壁へと縫いつけられる。

「……ふ、っん」

　顔を左右に振って、湧わきあがる疼うずきを逃がそうとするが、拍ひよう子しにかすめた祥の前まえ髪がみにさえ、びくりと肩が跳はねる。

　そうしている間にも、ふらちな唇はどんどん下へとおりていく。

　しかし、身のうちで燻くすぶるような熱さと肌はだを戦慄わななかせる未知の感覚に、珪華はくずおれそうになる身体からだを支えるのですでに精せい一いつ杯ぱいになっていた。

　持て余した熱に、このままでは自分はどうなってしまうのかと、ふるりと身み震ぶるいした時、

「っ──ぃた……」

　ふいに胸むな元もとにちくりとした痛みが走った。

　新たな刺し激げきに、霞かすみがかったような意識の中、のろのろと視線をおろせば、いつのまに襟えりをはだけられたのか、あらわになった肌へと祥が唇をよせていた。

「ッ！」

　飛びこんできた光景に、浮うかされた頭が一気にはっきりする。ついで、顔にかっと血が集まってくるのがわかった。
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「しょ、う……！　なに、して…つッ」

　慌あわてて身をよじろうとするが、咎とがめるように新たな痛みが走る。同時に、白い肌に散った赤い跡あとが飛びこんできて、珪華は大きく目を見開いた。

「そ、れ──」

「──それとわからないようにしてやると言っただろう」

　わずかに顔をあげた祥の熱に濡れたまなざしが、まっすぐにこちらを射い貫ぬく。その艶なまめかしさにからめとられるように、身動きができなくなる。

「こうして印を散らしていけば、痣もまぎれて、一見しただけではわからなくなる」

　言いながら、祥は左胸の上へと顔をよせると、赤とも紫むらさきともつかない件くだんの痣に口づけた。

「やっ」

　きつく肌を吸いあげられ、全身が戦慄く。

「も、そんなこと、っ」

　しなくてもいい、と言いかけたところを再びちくりとした感覚が走り、高くあがりそうになった悲鳴を押し殺す。

　聞く耳持たないとばかりに、痣のあたりを中心に──時折、賺すかすように別の場所に落ちる祥の唇に、珪華はなす術すべもなく唇を嚙かみ締しめるしかなかった。

　けれども、どうしようもなく零こぼれる吐息と言葉にならない声に、男がかえって煽あおられているなど知るよしもない。

　そうして、祥が満足するまで続けられたそれは、珪華の胸元に痣をそうと気づかせぬほどの多くの花を散らせたのだった。
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　人の世の騒さわぎなど素知らぬふりで天は巡めぐり、年の改まった元日の朝。

　南都殷陽城の正せい殿でんの片かた隅すみに珪華の姿はあった。

　舞まい手てや楽人の女たちに、自身もそのうちの一人として続きながら、さりげなく周囲に視線を走らせる。

　殿でん舎しやの中央奥には薄うす絹ぎぬの帳とばりがおりた高座があり、その左右に従う形で貴族たちが居並ぶ。堂下は堂下で、城内の官人や貴族たちの連れてきた私兵たちがひしめきあっていた。

　高座の内にいる都と督とく・利旦への、新年の言こと祝ほぎという名の盟主と仰あおぐ旨むねの挨あい拶さつを終え、早朝の空気同様刺さすようだった雰ふん囲い気きは、緩ゆるみを帯びている。

「今日の佳よき日を祝して、宴うたげを用意した。ともに盃さかずきを酌くみ交かわそうぞ」

　旦のその宣言に従って、待機していた女たちがいっせいに酒しゆ肴こうを運びいれ、あっという間に酒宴の準備が整う。

　珪華も女たちとともに場につき、はじまりの時を待った。

　──いよいよだ。

　手にした老師の笛を、ぎゅっと握にぎり締める。

　できるかぎりの準備はした。

　送りこまれた鎮ちん護ご軍の兵たちは、貴族の私兵たちとともに、武器を手に抜かりなく城内にはいっている。

　さすがに酒に眠ねむり薬を仕込むことは、量的にも人ひと目め的にも難しかったが、宮門を護まもる門衛や警備についた衛え士じたちには、ふるまい酒と称しようして薬入りの酒を飲ませる手筈になっていた。城外で待機している祥たちは、余計な騒ぎを起こすことなく、ここまで侵入できるはずだ。

　──あとは、影かげの出現にあわせて、ころあいを計って祥が現れれば……。

　そう思った拍子に脳のう裏りに浮かんだ祥の面おも影かげに、珪華はびくっと肩かたを揺ゆらした。思いだしてしまった昨日の出来事に、かっと頰ほおが熱くなる。

「ッ、思いだすな…っ」

　開いてもいないあわせを固く握りあわせ、意識から追い払はらうように小さく頭を振る。

　あれは痣あざとは別の意味で大変だったのだ。城にはいってからほかの女たちと揃そろいの衣い裳しように着き替がえさせられたのだが、単衣ひとえの隙間から見えてしまうのではないかと気が気ではなかった。

「ほんとにこれ、必要だったわけ……!?」

　思いだすなと言い聞かせつつも、おさまらない羞しゆう恥ちと憤いきどおりが胸を焼いた時、

「──天てん帝ていに！」

　男たちがいっせいに空気を震わせたそれに、珪華ははっと我に返った。

　いつのまにか告げられていたはじまりに、いけない、と気をひき締める。

　宴がはじまればすぐ舞手や楽人の出番がくる。違ちがうことに気をとられている暇ひまはない。

「風ふう籟らい調を──」

　案の定、よこされた指示にほかの楽人たちと笛を構えた。

　天の恵めぐみを願うこの曲は、祝いの席では比ひ較かく的てきよく奏かなでられる。

　救い手や宝ほう珠じゆを偽いつわっておいて天に恵みを乞こうとは、と内心苦々しく思いつつ、そういえば、と珪華は視線だけで周囲を見回した。

　──例の救い手は？

　ここにきてからそれらしい人物を見かけていない。儀ぎ式しきの時にはいたのだろうが、宴になる前に退席したのだろうか。

　もしかしたら、高座に都督とともにいるのかもしれないが、世間を欺あざむくための芝しば居いだ。むだに矜きよう持じの高そうな皇族が、そこまでするとは思えなかった。

　──やっぱり、あの人なの……？

　居てもおかしくないのに見かけていないもう一人、景舜を思いだしながら、珪華は合図とともに笛へと息を吹ふきこんだ。

　空気を震わせた響ひびきに、今は演奏に集中しようと音色に意識を傾かたむける。すべてがうまくいけばおのずとわかることだと、胸の奥底で重くわだかまるものに蓋ふたをして、耳をすませた。

　幾いく重えにも重なった笛の音が、笙しようや琵び琶わ、鼓つづみの調子とよりそい、からまりあい、一つになって空へとのぼっていく。

　その妙みよう音おんに自身の音色を添そわせながら、胸のうちで宝ほう剣けんに強く呼びかける。こちらへこい、と、一人は寂さびしいだろう、と以前と同じように語りかける。

　音色に心をのせるようにして、すぐ傍そばにいるはずの片割れを捜さがす。

　──……きた。

　曲が中ちゆう盤ばんの盛りあがりにさしかかろうかというころ、ふいに珪華の中に予感がよぎった。

　だれかの声が聞こえたわけでも、場の雰囲気が変わったわけでもない。

　ただ、純じゆん粋すいに直感する。

　ピ──ィ……ッ

　直後、耳に届いた聞き覚えのある鳴き声めいた音に、その感覚が間ま違ちがっていなかったことをたしかめる。

　ざわりと空気が揺らいだ。

「──ぁ、れは…っ」

　だれからともなく驚きよう愕がくに彩いろどられた擦かすれた叫さけびがあがる。目にしたものが信じられないというような、動どう揺ようもあらわな声が次々に伝でん播ぱしていく。

　演奏を続ける女たちも、急に浮き足立った場に困こん惑わくが隠かくしきれないように、視線をさまよわせる。溶とけあうかのように一つになっていた調べは、彼女たちの心を表すように、今やばらばらになっていた。

　そんな中、珪華だけは南を見つめ、一心に笛を奏で続けていた。

　ここだ、と大きくなっていくざわめきに負けじと、影を呼ぶ。

　やがて、珪華の視界にもはっきりとその白い姿が捉とらえられたころ、「キャーッ！」と女たちの間から絹裂さく悲鳴があがった。

　それをきっかけにして、あちこちで「どういうことだ!?」「なぜ、あれが……！」と驚おどろきと恐おそれの入り混じった喚わめきが聞こえはじめる。

　とうにまばらになっていた演奏はもはや完全に止やみ、正殿の混乱が空気をとおしてひしひしと伝わってくる。この分なら、貴族たちの動揺は堂下にもあきらかだろう。

「まあ、下の人たちもそれどころじゃないかもしれないけど……」

　それにそろそろだ、と珪華は手にしていた笛をすばやく胸むな元もとに押しこむと、そっと腰こしをあげた。不安そうに仲間と顔を見合わせ、堂上を旋せん回かいしている白い影を指さす女たちの間をうしろへとさがる。

「あれは──天の怒いかりだ！」

　それを見計らったように、一ひと際きわ大きな喚かん声せいが空気を震ふるわせた。

「あの宝珠も救い手も、やっぱり偽にせ物ものだったんだ！　あれは、そのことに天帝がお怒りになっている証あかしに違ちがいないッ」

　響き渡わたった絶ぜつ叫きように、あたりが一いつ瞬しゆん静まりかえる。

　壁かべ際ぎわまでさがった珪華は息を潜ひそめ、なりゆきをうかがった。

　一いつ拍ぱく後、止まった時が動きだすように、正殿一帯の空気が、わっと沸わきかえった。悲鳴、叫きよう声せい、怒ど号ごう、地面を踏ふみ鳴らす足音に陶とう器きが割れる音、ありとあらゆる音が場を埋うめつくす。

　そこまで見守って、珪華は狂きよう乱らんに陥おちいる人々の間を縫ぬい、正殿を抜ぬけだした。

　柱の陰かげに身を潜めるようにしてでてきた建物をうかがい、兵たちに動きがないかをたしかめる。幸いと言うべきか、皆みな突とつ如じよ現れた影と弾だん劾がいに気をとられ、女たちにまで意識が回っていないらしい。追ってくる人ひと影かげはなかった。

　よし、と頷うなずくと珪華はあたりを見み渡わたした。

「いるとしたら、どこだろう？」

　やはり牢ろうか、と事前に祥から教えられた殷陽城の配置を思い浮うかべながら、柱ちゆう廊ろうを駆かけだす。いざ見み咎とがめられたら、驚いて逃にげ惑まどううちに迷ってしまったとでも言えばいい。

「巧明くんのこと、放ほうってはおけないもの」

　捕とらわれている、ということは消すつもりまではないということなのだろうが、房州城で老師が受けたのと同じ目にあわないともかぎらない。できるなら、城内が混乱に陥っている隙すきに──祥がのりこんでくる前に見つけだしたかった。

「えっと、あれは……」

　脳裏の地図に従って、二手にわかれた廊を右手へと折れる。と、いきなり背後から左手をとられ、うしろへとひっぱられた。

「──こっちだ」

「！　放っ──って、あなた!?」

　危あやうくあげそうになった悲鳴を吞のみこんで、手を振ふり払おうとした珪華は、だが顧かえりみた先にあった顔に目を見開く。

　それはまぎれもなく、街角で声をかけてきた青年、景舜だった。

「景舜っ？　やっぱり、あなた──」

　あの日は結ゆっていた髪かみをおろし、ゆったりとした上衣をまとっている姿には、景舜であるという以外にも見覚えがあった。なにより、あわせからのぞく、あの日には見かけなかったあの痣は──。

「あなたが、」

「それはあと。あの子のこと、捜してるんじゃなかったの？」

　偽にせの救い手なのか、と言いかけたところを穏おだやか、かつきっぱりと遮さえぎられる。

　そう言われてしまうとそれ以上続けることもできなかった。かといって、敵か味方か判じかねる相手に、はいそうですか、と素す直なおに従う気にもなれない。

「……牢は、こっちでしょ」

　方向が違うと告げる珪華に、景舜は、ああ、とあっさり頷いた。

「位置的にはね。けど、地下牢におりるための入り口はこっちにあるんだ」

　空いている方の手で、反対側を指さす。

　なにげない態度だったが、彼の目は『くるかこないかは君次し第だいだ』と告げていた。

　どうする？　と逡しゆん巡じゆんする。

　彼が偽者を演じていたことは間違いない。となれば、信じる方がおかしい。さほど強く握にぎられているわけではない手首を振りほどくのも簡単だ。

　けれど、その面おも影かげが、あの時囁ささやかれた言葉が、景舜とこのまま道を別わかつことを躊躇ためらわせた。

　──それに言ってることが本当なら、むだな遠回りになるだけだし……牢番だって、きっと彼がいた方が誤ご魔ま化かしやすいはず……。

　珪華は喉のどを上下させると、「わかった」と顎あごをひいた。

　そのまま迷いを振り切るように、景舜の指す方向へと足をむける。

「──そうこなくっちゃ」

　景舜は一瞬細い瞳ひとみを見開いたあと、いつかの時と同じ笑えみを浮かべた。再度「こっちだよ」と手をひくと、人ひと気けのない柱廊を急ぎ足に進みだす。

　珪華は小走りで追いながら、先をいく景舜の横顔を盗ぬすみ見た。

　──……祥の言ってたとおりだ。

　意識して見れば彼にはたしかに玄陽の面影がある。しかし、記き憶おくにあるかぎり、老師に縁えん者じやがいるという話は聞いたこともなかった。

　──って、今はそんなこと気にしてる場合じゃないでしょ！

　自身を叱しつ咤たすると、珪華はあれこれと問いかけたくなる気持ちをぐっと抑おさえた。

　今はそれよりも、といざとなったら逃げられるよう、道順を目に焼きつけるように周囲へと視線を走らせる。

　脳のう裏りにある配置とあわせても、城の外れへとむかっているのがわかる。牢におりるための入り口があるのだと言われれば納なつ得とくできる場所だが、油断は禁物だ。

　景舜には見えない位置で反対側の手を握り締しめていると、彼が唐とう突とつに足を止めた。

「ここで待ってて」

　建物の陰になる部分に珪華を押しこめると、自分はするりと表へとでていった。

　──なに？

　さすがに気になって、壁かべに背をつけると景舜がむかっていった方をそろりとのぞきこむ。

「──ッ」

　彼の背のむこうに二人の衛え士じの姿を捉え、珪華は思わず息を吞んで顔を戻もどした。

　心臓が早はや鐘がねを打つ。まさか、という思いで息をつめていると、

「大変です！　正せい殿でんで騒さわぎが起こっていて、収しゆう拾しゆうがつかないので助すけっ人とにきてほしいと」

　慌あわてふためいた調子の景舜の声が耳に届いた。

　違った、と小さく胸をなでおろしつつも、全身の神経を彼らの方へ傾かたむけていると、「ですが、ここは？」「それどころではないんです」と短い応おう酬しゆうのあと、ばたばたと駆け去っていく足音が響ひびいた。

「珪華」

　呼ぶ声に、それでも用心しつつ顔をのぞかせると、こっちこっちと手招きしている景舜が見える。ほかにはだれの姿もない。

　珪華があたりを警けい戒かいしつつ、足早に近づけば、くすりと景舜が笑った。

「そんなに警戒しなくても……もー、信用ないなぁ」

「……なにも話さない相手を信用しろって言う方が、間ま違ちがってると思うけど」

　口では傷ついたようなことを言いつつも、笑いを消さない景舜を横目で睨にらむ。それなら、と目を細めた彼は、背中に回していた手をこちらへと突つきだした。

「これですこしは信用してもらえる？」

　ちゃらりと鳴った鍵かぎ束たばに、珪華は瞳を瞬またたかせた。

「……よく、衛士たちが渡したわね」

「城内じゃ有名人だからね。それだけ信用が厚いってこと」

　だから君も、と続きそうなところを気づかぬふりで「早く」と急せかす。

　景舜は軽く肩かたを落としつつも、入り口を護まもっていた衛士が持っていたのだろうそれを、錆さびついた青銅の扉とびらを護る鍵かぎ穴あなへとさしこんだ。

　ぎぃい、と重く不気味な軋きしみをあげた扉が開くと、黴かび臭くさい、冷たく湿しめった空気が頰ほおをなでた。

　その暗さと淀よどみが、すかさず踏みいれようとした珪華の足を止めさせた。

　そんな場合ではないと頭ではわかっているのに、背筋を冷たいものが伝う。

　──暗くら闇やみを怖こわがってる場合じゃないでしょ！　ここに巧明くんは何日も閉じこめられてるんだから…っ

　自らを叱咤すると、珪華は入り口のすぐ脇わきにあった燭しよく台だいを摑つかみ、中へとはいった。すぐそこに口を開けるようにある階段を、踏みはずさないよう慎しん重ちようにおりていく。

　ただ、背後から続く景舜の気配に、ほっとしてしまう自分がいるのは否いなめない。

　細く長い階段をおりきると、冷気が足元からはいのぼってくるようで、恐おそれとは違ちがう意味で身み震ぶるいする。

「……っ、こんなところに何日もいたら、病気になっちゃう」

　つい零こぼれた苦い呟つぶやきに、奥からかすかな物音が返った。

「…………だ、れ？」

　続いたか細い声に、珪華ははっと灯明をかざした。

「巧明くんっ、いるの!?」

「……珪、華さん？」

　暗がりに落ちた名に、間違いないと確信する。とともに、足は声の方にむかって駆かけだしていた。

　やがて、火明かりの中に認めた、木き格ごう子しにすがりつくようにこちらを見る少年の姿に、安あん堵どが零れた。

「巧明くん……！」

　たった数日の間に頰は瘦こけ、憔しよう悴すいした風ではあったが、無事な様子に胸をなでおろす。

　珪華はすぐさま地面に膝ひざを突くと、巧明と視線をあわせた。

「待ってて。今、鍵を開けるから」

　お願い、と肩かた越ごしに見返って、場を景舜に譲ゆずる。彼は心得たように膝を折り、錠じよう前まえに鍵をさしこんだ。

　かしゃん、という音とともに鍵がはずれ、木格子が開かれる。

「立てる？」

　戸と惑まどいを残しつつも、はいでてきた巧明に手を貸そうとすると、すっと景舜に遮さえぎられた。

「これは男の仕事、ってね──大だい丈じよう夫ぶかい？」

　口調だけは軽口めいていたが、巧明の片かた腕うでを自分の肩へと回させると、見かけによらない力強さで少年の身体からだを支えて立ちあがる。

　いこう、と目顔で促うながされ、珪華はよろよろとした巧明を気き遣づかいながら、先に立って階段へむかって歩きはじめた。
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「なっ!?　なにも──ッぅぐ」

　こちらの姿を見かけて目を見開いた衛士を、叫さけびをあげる前に叩たたき伏ふせる。

　ちらっと視線を走らせると、脇をすり抜ぬけて先行した雷牙が、大丈夫だ、と手て振ぶりで示してきた。

「──いくぞ」

　低く発した合図に、万ばん事じ心得た部下たちがさっと散開していく。

　くずおれた男を縛しばりあげていた者たちに「何人たりとも門の外へはだすな」と言い置いて、祥は雷牙を含ふくめた十人ほどの男たちと、忍しのびこんだ宮門をあとにした。

「手間がかからないのはありがてえけど、ずいぶんとまあ……」

「まったくだ」

　雷牙の呆あきれた呟きに、冷ややかに同意する。

　上都みやこに次ぐ主要都市の警護にしては、潜せん入にゆうはあまりに呆あつ気けなさすぎた。

　正せい殿でんで儀ぎ式しきがはじまっただろうころを見計らい、衛士に扮ふんした仲間に各門の門衛や軍営の男たちに、ふるまい酒だとあらかじめ運びいれていた眠ねむり薬入りの酒を供させた。

　ただ、兵としての心構えがある者なら、祝い酒だと称しようされたところで、当番中はけして口などつけないはずだ。にもかかわらず、大半の男たちは「都と督とくさまも今日ばかりは気前がいい」と喜んで飲み干すのだから、計画した身でありながら呆れるしかない。

　結果、まともに立っている者はごく少数というありさまで、残った衛士たちを人知れず倒たおすのは、幾いく多たの死地をくぐり抜けてきた自分たちには容易たやすいことだった。

　──皇こう宮ぐうだけじゃなく、四都すべての実状を早急に見直す必要があるな。

　現状を知るいい機会だった、としつつも、苦々しく思わずにはいられない。

　ほとんどの人手が宴うたげの準備に駆りだされているのか、人気のない城内を進んでいくと、静まりかえっていた正殿の方角から空気にのって賑にぎわいが届きはじめる。

「──そろそろか」

　宴の用意がはじまったのだろう。宴がはじまれば、すぐ宴楽に供する女たちの出番だ。

　──珪華……。

　一人、別で動いている少女に思いを馳はせる。

　本当は一人でなど動かせたくなかった。

　なにをしでかすかわからない、というのもあるが、彼女を害す存在がどこにいるのかもわからないのだ。単独行動を避さけるに越こしたことはない。

　彼女は自分が特別だという自覚がどうにも薄うすい。それを知っても自然体で変わらない点は希け有うだったが、心配の種でもあった。

　けれど、信じなければ信は──心は返ってこない。

「無む茶ちやはするな」

　小さく言い置いて、祥は正殿の方へむけていたまなざしを仲間たちへと戻もどした。

「これが現れたら、いく」

　腰こしに佩はいた宝ほう剣けんを握にぎり、一人一人を見回せば、応と勇ましい声が返ってくる。

「雷牙は正殿の裏手から回れ。──逃にがすなよ」

「当然」

　房州城の二の舞まいはごめんだと、いち早く逃げだすであろう叔父おじ・旦の確保を任す。

「うちあわせどおり、中央の連中の身み柄がらの確保を優先しろ。後こう顧この憂うれいはここで断たつ」

　ここさえ押さえられれば、上都で様子を見ていた貴族たちはしばらくはおとなしくしているはずだ。すべてを一度に排はい除じよしたらしたで、政まつりごとが回らなくなる。この不ふ穏おん分ぶん子しをいかに最小限の被ひ害がいで封ふうじこめるかが、自分への試金石になるだろう。

　だれもがそれを重々承知しているがゆえに、厳しい面おも持もちで顎あごをひく。──と、ふいに空気が変わった気がした。

「！　くるぞ」

　宝剣から手を離はなし、我知らず息を吞のむ。

　いくつもの視線が集まる中、ぽわっと宝剣がかすかな光を発したように見えた。次の瞬しゆん間かん、白い霧きりのような影かげが剣けんから立ちのぼる。

　目まの当たりにした光景に、だれもが声もなく双そう眸ぼうを見開いた。そのまま鳥──珪華曰いわく、鳳ほうの姿を形作った白い影は、音もなく正殿へむかって飛びたっていった。

「──っ、いくぞ！」

　つい遠ざかっていく影に見入っていた祥は、呆ほうけている場合か、と己おのれを叱しつ咤たすると、声をあげ様、地面を蹴けった。それに同じく我に返った男たちが続く。

　途と中ちゆう、雷牙が離れていくのを視界の端はしで見送って、正殿へと続く門に足を踏ふみいれた。

　なんらかの反応があるかと足は止めないまま身構えるが、だれもが頭上の影に気をとられていてこちらのことなど気にも留めない。否いな、あらかじめ潜もぐりこんでいた鎮ちん護ご軍の兵たちだけは自分たちに気づくと、そっと、それでいてすばやく人波を抜けてくる。

「三つある門をすべて固めろ」

　閂かんぬきを渡わたし、門前に兵たちを配置させれば、外からはいってくることはおろか、正殿の前庭からでることも敵かなわない。

　そう指示を走らせる間にも、女の悲鳴が高く空気を裂さいた。

　途と端たん、ささめきにすぎなかった動どう揺ようが、一気に熱を帯びた。

　口々に、あれはなんだ、どういうことだ、と言いだした男たちを尻しり目めに、祥は数名の部下だけを連れ、正殿へとむかって駆けだした。

「あれは──天の怒いかりだ！」

　こちらの動きにあわせ、部下の一人がことさら大声で喚わめきたてた。

「あの宝ほう珠じゆも救い手も、やっぱり偽にせ物ものだったんだ！　あれは、そのことに天てん帝ていがお怒りになっている証あかしに違ちがいないッ」

　がむしゃらに叫んでいるだけで、信しん憑ぴよう性せいもへったくれもなかったが、それがかえって切せつ迫ぱく感を覚えさせたらしい。あっという間に正殿一帯は蜂はちの巣を突つついたような騒さわぎになった。

　あちこちで怒ど号ごうや悲鳴があがり、それらがさらに恐おそれを煽あおり、我先にと逃げだそうとする。はじめて目にする得体の知れない存在に前庭の男たちのみならず、堂上にあった貴族たちも浮うき足立っているのが見てとれる。むしろ、上都での噂うわさを知っている分だけ、彼らの狼ろう狽ばいは一ひと際きわだった。まとわりつく衣い裳しようを蹴ったて、転げ落ちる勢いで階きざはしに殺さつ到とうする。

「──今になって、恐れるか」

　相応の覚かく悟ごがないのならひっこんでいろ、と吐はき捨て、祥は宝剣を右手でひき抜くと、一息に正殿へと躍おどりあがった。

「動くなッ!!」

　戦場で鍛きたえあげた声量が、喧けん騒そうを割って場に響ひびき渡わたる。あわせて、人波にまぎれていた鎮護軍の兵たちがいっせいに刀を鞘さや走ばしらせた。

　人を従わせ慣れた大だい喝かつと方々であがる鋭えい利りな音に、束つかの間空気が止まった。

　その隙すきを逃のがさず、驚きよう愕がくを貼はりつけてこちらを凝ぎよう視しする面々を冷ややかに見回しながら、祥は口を開いた。

「偽にせの情報に踊おどらされて、上都からはるばるご苦労なことだ」

「……天ろ──殿でん、下か」

　なぜここに、という喘あえぐような呻うめきは無視して、見せつけるように宝剣を掲かかげた。

「真の救い手に宝剣を託たくされた私に従えぬと言うのなら、方々にはご退場願おう」

「！」

　言い方は丁てい寧ねいだが、まごうことなき罪人としての宣告に、堂上の貴族たちの顔色がさっと変わる。青ざめていたそれが紅潮し、双眸がぎらぎらとした光を帯びた。

「──はっ、のこのこと現れるなど、むしろ好都合と言うものだ！　よもや、生きて帰れるとは思ってはいまいッ」

「多少腕うでに覚えがあっても、多勢に無勢、とるに足らん！　やってしまえ！」

　堂上から口々に私兵たちへと檄げきが飛ぶ。

　だが、その号令に武器を手にしたのは、三分の一ほどの人数でしかなかった。残りのうち半分は戸と惑まどいと恐れに去就を判じかね、もう半分は門を固める鎮護軍の兵たちの方へとじわりと身をよせる。

　──珪華の読みどおりか……これなら、押さえられる。

　あとはいかに早くことを決するか、だ。

　祥は堂下へすばやく視線を走らせると、押さえるべき者たちへと目を戻した。

「帝てい位いを継つぐ者として命じる！　天命を騙かたり、国に仇あだなさんとする、南都都と督とく利旦並びにそれに与くみする者たちを一人残らず捕とらえよ」

　朗々と張りあげた声に、力強い雄お叫たけびが返る。それらに煽られるように、残りの者たちも手に手に武器をとった。

　一いつ瞬しゆんの睨にらみあいのあと──ガキンッ、とどこかで鳴った剣けん戟げきの交わりを皮切りに、一気に場が弾はじけた。

　堂下では敵味方入り乱れての混戦の様相を呈ていし、祥を睨み据すえていた貴族たちは、ほぼはじめてと言っていいほど間近で目にした争いに、途端に引け腰ごしになる。泡あわを食って逃げだそうとするところを、忍しのびよっていた祥の部下たちが行く手を塞ふさいだ。

「怪け我がはいいが、なるべく生きて捕らえろ！」

　祥もまた、ここで負ければあとがないと、がむしゃらにむかってくる者たちを自前の刀で斬きり伏ふせながら、高座へと走りよった。

　邪じや魔まな薄うす絹ぎぬの帳とばりをばっとめくりあげれば、案の定、もぬけの殻からだ。

　高座へは貴人の姿を人目に晒さらさないため、直接出入りできる仕組みになっている。ここからいち早く逃げだしたのだろう。

　ちっと舌打ちして、祥は奥へと踏みいった。

　その耳に、悲鳴とも喚きともつかない耳みみ障ざわりな声が飛びこんでくる。

「──叔父おじ上うえ」

「っひ、天狼……！」

　足早に抜ぬけた先に、雷牙に切っ先を突きつけられ、腰こしを抜かしたように床ゆかへと座りこんでいる旦の姿があった。周囲には、これもまた雷牙にやられたのだろう警護の者たちが呻きをあげて転がっている。

「ずいぶんとふざけた真似まねをしてくれましたね」

　祥は冷ややかな顔つきでことさらゆっくりと旦へと歩みよった。

　旦は恐きよう怖ふに頰ほおをひきつらせ、声にならない悲鳴をあげて無様に後あと退ずさる。だがそれも、雷牙の先回りによって行き場を失った。

「し、しらん！」

　挙句、喉のどをひきつらせて叫さけんだ内容に、さすがに失しつ笑しようが漏もれた。

「知らない？」

　この期ごに及およんでそれを言える面つらの皮の厚さに、ある意味感心する。

　しかし、当の本人はこちらの胸のうちなど知らず、必死に首を振ふって言い募つのった。

「儂わしは知らん！　それもこれもすべて、あの若造が……景舜が計画したこと！　あの珍めずらしい玉さえあれば、帝位が手にはいると言われただけだ。儂はなにもしてないッ」

「──なに？」

　叔父の言に、祥は雷牙と顔を見合わせた。

「それはどういう意味です？　その景舜とやらはどこに？」

「儂はなにも悪くない！　宝珠を偽いつわったのも、救い手だと言いだしたのも、あいつがやったことだ。儂はうまくいくと言われたからのっただけだ！」

　詳くわしいことを促うながしても、旦は己おのれの無実を無意味に喚きたてるだけで話にならない。

　祥はこれ以上はなにを聞いてもむだだと、いらだちまぎれに刀の柄つかで叔父を殴なぐりつけると昏こん倒とうさせた。

「……全部、おまえが見た景舜ってヤツの──偽の救い手がやったことってことか？」

「今の話を聞くかぎり、そうなる。──珪華はどこだ？」

　嫌いやな胸むな騒さわぎがして珪華の居所を問うが、雷牙もまた険しい顔つきで首を横に振った。

　──あの男……玄陽の面おも影かげを持つあいつは、珪華を知ってる風だった。

　そして、その珪華は姿を見せない──。

「珪華…っ」

　すぐに捜さがして回りたい気持ちをぐっと殺す。今は、この場を収束させることが先決だ。

　祥は一度瞳ひとみを伏せると、表情から感情の色を消し、踵きびすを返した。

「叔父を」と雷牙に告げれば、彼は心得たように旦の襟えり首くびを摑つかみ、ひきずってあとに続いた。

「さっさとこんな茶番終わらせようぜ」

「ああ」

　胸に落ちる不ふ吉きつな影かげに急せかされるように、二人は正せい殿でんの表へと足を急がせた。
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　巧明の様子を気き遣づかいつつ、開け放たれたままの扉とびらから外へでる。

　闇やみに慣れた視界が陽光に灼やかれ、珪華は痛む瞳を反射的に眇すがめた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　彼はなおさらだろう、と巧明を振り返ると、少年は空いた腕で目元を覆おおうようにしながら頷うなずいた。

「……ありがとう、ございます」

　よろめきつつもなんとか自力で立った巧明は、しばらく双そう眸ぼうを瞬またたかせると、戻もどってきたらしい視界であたりを見回した。

「ここ、は……」

「殷陽城の外れ。変なことに巻きこんじゃって、申しわけなかったね」

　珪華が答えるより先に景舜が口を開き、「これ」と袂たもとからなにかをとりだした。

「大事なものだったんだろ？」

「！　これ…っ」

　巧明の手をとり、握にぎりこませるように掌てのひらに置いたものに、少年は目を見開いた。垣かい間ま見みえた輝かがやきに、珪華もまた、あっと声を零こぼす。

「宝ほう珠じゆ……」

「こうなった以上、偽にせ物ものは必要ないからね」

　景舜の手を離はなれた偽にせの宝珠──父親の形見の玉にしばし茫ぼう然ぜんと見入っていた巧明は、ぎゅっと掌を握ると、双眸を潤うるませた。

「ありがとうございます……！」

　再度礼を告げた巧明に「よかったね」と声をかけつつ、珪華は表情をひき締しめた。

「たぶん大丈夫だと思うけど、兵が戻ってこないうちにここから逃にげた方がいいわ」

「──はい」

　こちらもまた手の甲こうで目元を擦こすると、巧明は硬かたい面おも持もちで玉を胸むな元もとへと押しこんだ。

「このまままっすぐいけば門のところへでられるはずよ。今はまだ門をでられないけど、そこまでいったら鎮ちん護ご軍の兵がいるから」

　彼らのところにいる方が安全だと告げる。

　巧明は不安そうに瞳を揺ゆらしたが、なにが起こっているのかとは聞かず、頷くに止とどめた。

「ほんとは一いつ緒しよにいってあげたいけど、正殿へ戻らないといけないから」

「一人で大丈夫です。──なにからなにまで、本当になんて言ったらいいのか……」

「いいの。こっちもあなたにお礼を言わないといけないくらいだし」

　彼のおかげで、宝珠も救い手も偽りであると確証が得られたのだ。

　どういうことかと不思議そうな巧明に首を横へ振って、珪華は、さあ、と彼の背を押した。

「気をつけてね。──もう妹さんに心配かけちゃだめよ」

　ありがとうございました、と何度も頭をさげながら門の方へむかっていく巧明を見送る。

　やがて見えなくなったその背中に、自分もいかなくては、とうしろにいる景舜へ顔をむけようとした時だった。

「ぃ、つ…ッ」

　突とつ然ぜん、背後から右手首をとられたかと思うと、捻ひねりあげられる。容よう赦しやのない力に背をそらして逃げをうつと、押さえつけるように反対側の肩かたを摑まれた。

「──本物がいるんだから、偽物なんて必要ないよね？」

「っ、景舜!?」

　耳元に落ちた楽しげな声に、珪華は痛みも忘れ、愕がく然ぜんと肩かた口ぐちにある顔を見返った。

「本物、って……」

「自分、物心ついたころから異常に感覚が鋭するどくってね。目や耳がすごくいいんだ。遠くの小さな人ひと影かげだってだれかわかるし、些さ細さいな物音も聞きわけられる。ああ、記き憶おく力もいいんだけど」

　彼はなにを知っているのかと胸を冷やしていると、景舜が唐とう突とつにそんなことを言いだす。

　──……なに？　どういうつもり？

　訝いぶかる珪華を、景舜が肩かた越ごしにのぞきこんできた。

「なにが言いたい、って顔してるね？　だったら、こう言ったらわかるかな？──自分も降臨節の時、あそこにいたんだ。ここの人のお供だったから、そんなに近くはなかったけどさ」

「！　じゃあ、あなた……」

「知ってたよ。宮門の上で見かけた時から、君が本物の救い手だってね」

　気づいていたのか、と皆みなまで言う前に、景舜がにっこりと笑った。

　──あの時、目があった気がしたのは、気のせいじゃなかったんだ……。

「だから、救い手を示す『梧あお桐ぎりの印』がどんなものかも知ってた」

「え……？」

　その言い方では、まるで、彼が今回の計画に進んで荷か担たんしたように聞こえる。

　冷静に考えればこの状じよう況きようにあって愚おろかしいかぎりだが、この時の珪華には景舜のことを信じたい気持ちがまだどこかにあった。巧明に「すまない」と玉を返した彼を、老師の面影を宿した彼を、悪く思いたくないと思いはじめていたのだ。

「……どうして、こんな計画に手を貸したりしたの？」

「手を貸した？」

　なにを言っているのかというようにきょとんとした景舜が、「そんなわけないじゃない」とくすりと笑う。

　ああ、やはり無む理り矢や理りだったのか──と思いかけた矢先に続いた次の言葉に、珪華は表情を凍こおりつかせた。

「あの人にそんな知ち恵え、あるわけないじゃない。自分が計画したんだ」

　あの玉持ってたら、利用しない手はないでしょ？

「そ、んな……どう、して」

　零れそうなほどに目を見開いたこちらには構わず、景舜は「ねえ」と小首を傾かしげるように一層こちらをのぞきこんできた。

「同じ親を持つ者同士、協力しない？　もっとも、君には別にほんとの親がいるわけだけど」

　なんでもないことのように呈ていされたそれに、一時思考が停止する。

　──……同じ親を、持つ者同士？　親って……え、ほんとの親？

　たしかに、彼はこの間の別れ際ぎわにも『母親に似てきた』と意味深なことを言っていた。

　──この人……わたしの、実の親を、見知ってるってこと？　だったら、この人の言う同じ親って……。

　瞬きも忘れ、凝ぎよう然ぜんと目前の顔に懐なつかしい面おも影かげを探す。

「……まさか、あなた、老師の──」

「そ。葵き玄陽は自分の実の父親だよ。まあ、五歳かそこらのころに捨てられたんだけど」

「捨て──!?」

　さらりと続けられた言葉に、絶句する。

「なに、を……老師がそんなこと、」

「したんだよ。ほかならぬ、君のために、ね」

　とっさにでた反はん駁ばくは、自らを刺さす刃やいばとなって珪華へと返ってきた。

　自分のために──いつかの時、思ったそれは、思いすごしでもなんでもなかったということだ。自分のために老師が失ったものが、『景舜』という現実となって、目の前にあった。

「その様子じゃ、自分のほんとの親のことも知らないかな？」

　なにが楽しいのか、どこか弾はずむような声こわ音ねに、茫然としたまま首を縦に振ふる。

　心ここにあらずといった珪華の様子に、景舜はことさらに目を細めた。

「珪華っていくつ？」

「……十六」

「だよね。だったら、君は管氏の姫ひめだよ」

「管、氏？」

　たて続けの衝しよう撃げきに麻ま痺ひしかかっていた意識に、その響ひびきがひっかかる。なんだっただろう、と無意識に眉まゆをよせると、そう、と念を押すように頷うなずかれた。

「十七年前──年が明けたから十八年前か、先せん帝ていに一族ごと潰つぶされた伯家管氏の最後の生き残りだ」

「──!?　まさか！」

　あまりに信じがたい科白せりふに、かえって珪華は我に返った。

「そんな話……生き残りがいるなんて話、耳にしたこともないわ！」

　そんな話があるなら、佑や祥が知らないはずがない。けれど、彼らは殲せん滅めつさせられたと言いこそすれ、生き延びた者があるなど匂におわせたこともなかった。

「その顔がなによりの証しよう拠こだと思うけど……そうだね、昔話をしようか」

　言い置いて、景舜は視線をはずし、遠くを見つめる目つきになった。

「十八年前の、自分があの男の知人の邸やしきに置いていかれた晩、養父とこそこそと意味深な話をしててね」

　玄陽を親と呼ぼうとしない景舜に、胸に重たいものがのしかかるような心地ここちになる。だが、自分には口を挟はさむ資格はないと黙だまって耳を傾かたむけた。

「こう言ってたよ。『これから耀は凪なぎの時を迎むかえる。この国から笛を絶やすわけにはいかない』って」

「笛……」

「ま、実際は先帝による戦乱の時代に突とつ入にゆうして、凪どころか嵐あらしだったわけだけど──風が止やむ、って点ではその言葉どおりだったっけ。笛の意味も、君ならわかるよね？」

　試ためすまなざしが再びこちらをむいたのに、珪華は小さく息を吞のんだ。

「管は笛……つまり、管氏の血筋を絶やすわけにはいかない、ってこと？」

「よくできました」

「……けど、それだけじゃ、わたしが管氏の生き残りだなんて証拠にはならないわ。あなたの聞き間ま違ちがい、覚え間違いってことだってあるもの」

「言ったでしょ？　耳も記憶力も抜ばつ群ぐんだって」

　こちらの反論に、景舜は「往生際が悪いなぁ」とぼやいて、嘆たん息そくした。

「これは成人したあとで調べたんだけど、一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにされたっていう管氏に、一人だけ生死不明の人がいるんだ。生きてる証拠もないけど、死んだっていう確証もない人がね」

　だれだと思う？　とおもしろがる瞳ひとみをむけられ、よぎる予感を覚えつつも無言を貫つらぬくと、つまらなそうに再度溜息が耳元に落ちる。

「わかってるならのってくれたっていいのに──当時、祠し伯はくの跡あと継つぎと目されてた男の妻だよ。それよりも前、彼女が嗣し子しと一いつ緒しよになったばかりのころ、あの男を介かいして会ったことがあるけど、君によく似てた」

　そのころには自分にはもう母がいなかったから、母親ってこんな感じかと思ったよ。

　そう懐かしそうに自分の顔を見つめる景舜に、ちくりと胸が痛む。

　揺ゆらいだ瞳に気づいたのか、彼はさりげない素そ振ぶりで視線をはずした。

「もし、当時、だれも知らなかっただけで彼女が身ごもってたら？　年ねん齢れい的に君とぴったりあう。あの男は当代一の祠官として名高かったからね。凪の時がくるのを天から示されたくらいだ。本人さえ気づいていなかった妊にん娠しんを知ってたっておかしくない」

「──事前に先せん帝ていの暴挙を天てん啓けいによって知った老師が、その女性を匿かくまったってこと？」

　なおも信じられない気持ちで呟つぶやきながら、思いだされるのは故郷の村人たちの話だ。

　老師はまだ赤ん坊ぼうだった珪華を連れ、村に現れたという。

　出産は命がけだ。そこへ、夫と親族を襲おそった不幸や逃とう亡ぼう生活での心労、疲ひ労ろうが祟たたればどうなるのか、想像に難かたくない。

　さらに、宝笛が自分のものだという、老師のあの遺ゆい言ごんのこともある。今の景舜の推測が本当なら、自分が救い手であるというだけではない、血筋的な意味でも宝笛の正統な継けい承しよう者ということになるはずだ。

　黙もく然ぜんと考えこんでいた珪華は、「たぶん」と聞こえた声に、はっと視線をあげた。いつのまにか景舜がこちらを見つめていた。

「あの男は君が特別だってことも、そのころから天に知らされてたんじゃないかな？　そうして、稀き代たいの祠官の息子むすこでありながら、なんの力も持たない自分は捨てられたってこと」

　自じ嘲ちよう気味に囁ささやく彼の双そう眸ぼうの仄ほの暗ぐらさに、ぞくりとする。

　──この人……恨うらんで、る？

　自分を捨てたという父親だけではない。

　自分にはないという『力』を、それを与あたえなかった──挙句、父親を奪うばっていった『天』を、力に依よる『国そのもの』を、憎にくんでいる。

　のぞきこんだ暗い瞳に、なぜかそう閃ひらめいた。

　瞬またたきも忘れて底なし沼ぬまのようなまなざしに見入っていると、逆に瞬いて暗さを払はらった景舜がにっこりと微笑ほほえんだ。

「さ、話もすんだことだし、そろそろ聞かせてくれる？」

「え……？」

　唐とう突とつさに、なんの話だったかと眉をよせた珪華に、景舜は「やだなぁ」と笑えみを深めた。

「協力しない？　って話」

　きっと、楽しいよ。

　あたかも遊びにでも誘さそっているかのような気軽さに、そんな簡単な話だったかと錯さつ覚かくしそうになる。

　けれど、彼の首元に浮うかびあがった、自分の痣あざによく似た模様がそれを否定する。

　景舜が求めているのは……都と督とくをそそのかし、救い手だと騙かたった彼がこの国にもたらそうとしているのは、混乱だ。

　──もしかして、これはこの人の復ふく讐しゆうなの……？

　自分を捨てた玄陽が護まもろうとしていたものを、自分の手で壊こわそうというのだろうか？

　だとしたら、天に力を求めず、自分の望む国を築こうとした佑よりも、なおさら質たちが悪い。

　きっと、彼は自分が天てつ辺ぺんに立とうなどとは思っていない。いいようにひっかき回したあとのことはどうでもいいと思っているのが、楽しげな様からひしひしと伝わってくる。

　しばし啞あ然ぜんとしていた珪華は、背筋を震ふるわせるときゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

「……できない」

「ん？」

「あなたには、協力できないって言ったの。景舜」

　不自由な体勢の中でもまっすぐに景舜を見つめ返す。

　それに二、三度瞬いた彼は、「そっか……」と零こぼすと、拘こう束そくしていた珪華の右みぎ腕うでを解いた。

「景、」

「なら、しかたないね」

　あまりにあっさりした様子に、かえって訝いぶかしみを覚えた珪華が声をあげようとした瞬しゆん間かん、独り言めいた呟きとともに、首筋にちくりとした痛みが走った。

「っ──、!?」

　声をあげたつもりが、擦かすれた吐と息いきしかでてこない。慌あわてて解かれた右手を喉のどにあてようとして、愕がく然ぜんとする。

　腕うでが、動かないのだ。

　意識ははっきりしている。感覚もある。にもかかわらず、声がでず、動けないのだ。

　かろうじて動く目だけでうしろにいるはずの景舜を追おうとした珪華の眼前に、ひらりと手がかざされる。その指の間には、一本の針が挟まれていた。

「動けないでしょ？」

　秘術を使ったからね、と種明かしをする声は至し極ごく楽しげだ。

「このツボにね、針を打つと感覚はそのままに動けなくなるんだ──ああ、それだと語ご弊へいがあるかな。施術した人間の言うとおりにしか動けなくなるんだ」

「！」

　そんな莫迦ばかなっ、ともがこうとするが、景舜の言葉どおり、悲鳴はおろか、ぴくりとも動けない。

「さて。──協力してくれるよね、珪華」

　ふいに彼の声の調子が、ひどく強制力を持つ響ひびきに変わる。

　この響きで人を操あやつるのだと思った時には、

「……はい」

　珪華は頷うなずきを返していた。







　意外に静かな城内を、景舜と宮門へとむかっていく。

　正せい殿でんで起こっているはずの騒そう動どうは、計画がうまくいっているのか、正殿の敷しき地ち内で抑おさえられているらしい。
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　代わりに、耳に届くのは、町に面した正門を越こえて聞こえてくる民衆のざわめきだった。

　嫌いやだ、だめだ、と思っているのに、足が止まることはない。

『宮門前に今日も民衆が集まってるんだ。年明けにありがたーいお姿を拝見しようって、いつも以上にたくさんね』

　脳のう裏りにさきほど語った景舜の言葉が甦よみがえる。

『彼らに説いてあげてよ。──天狼大将こと先せん帝ていの皇子・利祥こそが帝位の簒さん奪だつ者で、倒たおすべき相手なんだって。そうしたら……どうなるだろうね？』

　あれだけの民衆が興奮して一気に城内に雪崩なだれこんだら、さすがの鎮ちん護ご軍も簡単には沈ちん静せい化ははかれないよね、と嗤わらった顔に、背筋がうそ寒くなるのを感じた。

　祥を打ち倒そうとしているようで、その実、結果がどうなろうと構わないと思っているのが丸わかりだった。彼にとっては、仲間だったはずの者たちも、罪のない民衆たちさえ、どうでもいいのだ。

　仮に祥たちが暴動を抑えることができたとしても、すくなからぬ犠ぎ牲せいがでるだろう。それはこれから国を治めていこうという祥の評判に影えい響きようを与えるはずだ──主に悪い方面で。

　そんな感情を双眸だけで語った珪華に、景舜はあいもかわらず楽しげに「はったりを利きかすにはそれなりの信しん憑ぴよう性せいがないとね」と上衣を脱ぬがしにかかってきた。左胸の痣が見えるものに着き替がえさせようというのだ。

　しかし、抵てい抗こうもできないこちらの襟えりに手をかけたところで、景舜は鋭するどく舌打ちして動きを止めた。

「あいつか…っ」

　今までの明るさとは違ちがう吐はき捨てるような言葉に、昨晩つけられた鬱うつ血けつの数々を思いだす。

　恥はずかしさより先に、これなら救い手だとは証明できない、と安あん堵どが珪華の胸に落ちた。──が、景舜はそれで諦あきらめるような質ではなかった。「まあ、いっか」と呟つぶやくと、自分の首元にあるのと同じものを同じ位置に手早く描えがいてしまったのである。

　そうして、珪華を民衆が待つという宮門へと連れだした。

　──どうして、ここまでしてわたしにやらせようとするの？　自分でやったって同じことなのに……。

　徐じよ々じよに大きくなっていく、いまや遅おそしというざわめきに、そんな思いがよぎる。

　むしろ、昨日までの救い手と姿形が違うのは見る者が見ればあきらかだ。信憑性もなにもあったものではない。自分がやった方がはるかにうまく人々を誘ゆう導どうできるだろうことは、都督を手玉にとったことからもわかる。

「──自分でやればいいのにって思ってる？」

「……!?」

　いきなりのぞきこんできて、胸のうちを読んだように告げた景舜に、ぎょっとする。彼は、あははっ、と笑しよう声せいをあげた。

「珪華、目で感情語りすぎ！」

　ひとしきり笑ったあと、景舜は口元を歪ゆがめた。

「うん。自分でやってもいいんだけどね──その方が手間もないし、うまくいくんだろうけど──それじゃ、つまらないじゃない」

　つまらない？　と瞳ひとみに不快感をのせると、彼は一層愉ゆ悦えつを深めた。

「珪華君がやって、祥あいつを陥おとしいれる──その方が断然愉たのしいからね」

　──この人……！

　人の感情までも利用しようとする景舜に、愕然とする。

　そして、もう一つわかったことがあった。彼は……景舜は、祥のこともまた快くは思っていないのだ。

　珪華から見れば、祥もまた家族に恵めぐまれなかった人だ。しかし、景舜にとっては、玄陽に命を救われ、名を与あたえられ、気にかけられていた点で、親しみとは相反する感情しかない存在なのかもしれない。

「さあ、そろそろ宮門につくよ。心の準備はいい？」

　目を細めて促うながす景舜を、準備もなにも関係ないくせに！　と睨にらみつける。

　──……ううん、諦めるには早い。宮門には、鎮護軍の人たちがいるはず。

　景舜は特とく殊しゆな術を使うようだが、体型を見るかぎり、戦いに精通しているとは思えない。ならば、彼らが景舜をとり押さえてくれるだろう。

　たとえ、彼がこの身にかかった術を解くことを拒こばんでも、自分さえ民衆の前に姿を現さなければ無用な騒動は起こらない。

　彼らなら大だい丈じよう夫ぶだ、と珪華が密ひそかに安堵していると、景舜がくすっと笑った。

「ああ、そうそう。はい、これ」

　ふいに眼前にさしだされたものに、目を丸くする。

　──短たん剣けん……？　まさか、これであの人たちと戦わせようっていうんじゃ!?

　祥の部下たちは、自分が救い手だと知っている。こちらが刃やいばをむければおいそれと襲おそいかかってくるような真似まねはできないだろう。

　──ううん、彼らならこっちの手元から短剣を弾はじき飛ばすくらい、わけないはず。

　一いつ瞬しゆん焦あせったものの、問題ないと胸をなでおろす。

　だが次の時、景舜の声こわ音ねが抗あらがいがたい色を帯びた。

「これを両手で持って、切っ先を自分の首元にあてるんだ」

「──ッ」

　彼の命令に息を吞のむ。

　しかし、拒きよ絶ぜつする心とは裏腹に、手は短剣へと伸のび、しっかと柄つかを握にぎり締しめると自らの喉のど元もとへと切っ先を定めた。

　こうなると、どんな凄すご腕うでだろうと手出しはできない。それは冬至の祭さい祀しの際に経験済みだ。

　ただ、あの時は、佑側の者たちを牽けん制せいするために自分を使った。なのに、今度は味方の動きを制するために利用されるのだ。

「いこうか」

　促され、止まっていた足が再び動きだす。

　長くはいかないうちに、宮門につめていた男たちがこちらに気づいたのがわかった。だれだ、と警けい戒かいをむける彼らに、珪華のまなざしが揺ゆらぐ。

　あたりの空気がぴんっと張りつめた。

「待て！　おまえたちは──、なッ？」

　誰すい何かを投げた一人が、珪華に目を留め、絶句する。

「なにをしてるんです!?」「その男は……？」と驚おどろきと訝しみが交こう錯さくする中、懸けん命めいに首を振ふろうとするが、ぴくりとも動かない。

　どうにもできない珪華と男たちを嘲あざ笑わらうように、景舜が「ああ、動かないでね？」と明るく制止を投げた。

「宮門の上に用があるんだ。そこ、どいてくれる？」

「き、さま……はいそうですか、なんて言うと思ってんのかッ」

「だから、動かないでって──二度目はないよ」

　吠ほえた男に、景舜はいかにも面めん倒どうそうに忠告する。

「君たちがむかってくれば、彼女は躊躇ためらいなく喉のどを突つく。それでもいいの？」

　脅おどしにあわせるように、自らの両手に力がこもったのがわかった。その動きを男たちも察したのだろう。物言いたげな雰ふん囲い気きの中にも悔くやしさを滲にじませてうしろへと足を退ひく。

「うん、ものわかりがよくて助かるよ」

　笑え顔がおにあきらかな嫌いや味みをのせて、景舜は「さ、いこう」とこちらの背を押した。強い力でもないのに、身体からだは押されるままに前へと進みでる。

　──だめっ、このままじゃ……！　自分の身体なのに、なんで、動かないの!?

　見えてきた階きざはしに、のぼるものかと抗う気持ちとは裏腹に、距きよ離りは確実につまっていく。

　そうして、眼前に立ちはだかったそれを、珪華は絶望的な思いで見上げるしかなかった。

「急だからね、気をつけてのぼって」

　一歩、また一歩と、狭せまく暗く急な段をのぼっていく。踏ふみしめるごとに近くなっていくざわめきと上から降る光に、鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。

　──なんとかしないと、祥たちが……ううん、それだけじゃない。この人たちに彼らを襲わせるなんて…っ

　新年という浮うかれ気分に、今か今かと待ち人の登場を望む昂こう揚よう。ただでさえ、気が昂たかぶっている人々は、威い勢せいのいい言葉を投げかければ、きっといとも簡単に煽あおられてしまう。

　そうなってしまったら、昨日までの救い手と違うことなど些さ細さいなことでしかない。そもそも彼らにとっては、宮門に現れた人物が、すなわち『救い手』であるという認にん識しきぐらいしかないだろう。

　自分の『救い手』としての一言が、祥を、彼の仲間を、ここにいる人々を、意味のない争いへと導く──ひしひしと肌はだを刺さすその事実に、心が悲鳴をあげた。

　そんな時だった。

　自分の意思とは違うところで動く足が、不安定な足場をわずかに捉とらえ損そこねる。

「ッ！」

　踏みはずしまではしなかったものの、危あやうくうしろへ傾かたむきかけた身体に、鋭するどい痛みが走った。揺らいだ拍ひよう子しに、突きつけられたままだった短剣が首をかすめたのだ。

「──っと、だから気をつけてって言ってるじゃない」

　うしろから背中を支えた景舜が、うーん、と考えるように唸うなる。

「うっかり死なれてもあれだし、短剣は手首に添そえようか。……うん、それがいいかな。どのみち、下の人たちに見られたら困るしね」

　それでも、だれかが余計なことをしでかそうとした時のために、用心をかかすつもりはないらしい。

　景舜の声に、右手に柄を持ち直した短剣の刃が、剝むきだしの左手首に添えられる。

　なにごともなかったように再び足が動きだす中、さきほど切っ先がかすめた首筋が、じんじんと熱を持ったように疼うずいた。

　そういう感覚だけはあるんだ、と内心で悔しく呟つぶやいた時──ふと、かすかに、本当にかすかに唇くちびるが動いた気がした。

　──……え？　動、く？

　珪華がたしかめるように口元に力をこめると、開くまではいかないものの唇が痙けい攣れんするように戦慄わななく。

「！」

　この時ばかりは、身体が動かなくてよかったととっさに思う。動いたら、驚おどろきに肩かたが揺れ、なにかあったと感づかれていただろう。

　──でも、どうして……？　痛みで、感覚が刺し激げきされたってこと？

　詳くわしいことはわからない。景舜の術が不十分、もしくはもとより不完全なものなのかもしれない。

　だが、そんなことはどうでもよかった。口だけでも自由になれば、余計なことは言わなくてもすむ。だれも傷つけずにすむのだ。

　──動け……動けっ、動いて！

　念じるように唇を動かそうとする間にも、光はどんどん強くなる。上に近づいているのだ。

　まにあって！　と珪華は、口を開いた出入り口から垣かい間ま見みえる空を見ながら、一心に自由にならない身体に抗った。

　場にそぐわない、目に沁しみるような青さに、祥の面おも影かげが甦よみがえる。あの色は、光に透すかした時の彼の瞳ひとみの色だ。

　かつて老師は、その目と髪かみの色をして、天に祝福された色だと称しようしたという。

　今、それが痛いほどによくわかった。

　彼の瞳は、天てん帝ていの御お座わす天の色だ。──けれど、それゆえに苦難を強しいられてもきたのだ。

　はじめて彼と出会った夜の、手負いの獣けもののような双そう眸ぼうが甦る。

　──祥はもう十分傷ついてきた。これ以上、無意味な血を流させたくなんてない……！

　争いを厭いとう彼に、もうだれも傷つけさせたくはなかった。

「──……ぅ」

「さ、いよいよだ。自分が言ったとおり、しっかりやるんだよ？」

　あるかなしかに零こぼれた音を、肩かた口ぐちで囁ささやいた低い声がかき消したかと思うと、とんと背を押される。それに踏み止とどまる術すべもなく、珪華は光の中へと押しだされた。

　途と端たん、わっと大だい歓かん声せいが地の底から湧わきあがるように、耳を突く。見下ろす先は、人人人で埋うめつくされ、路みちの色も見えない。その数は以前の比ではなかった。

「……ぁ……」

　期待と喜びに満ちてこちらを見上げる面々に、喉が戦慄く。この顔が一気に狂きよう気きに染まる様が思い浮かび、ぞっとする。

　──だめッ!!

　そんなことがあってはならない──させられない。

　あの人に、彼らへ刃やいばなどむけさせない──！

「珪華っ」

　なにをしていると、背中を鋭い呼びかけが打つ。喚かん声せいにあってもかき消されないそれは、まっすぐ耳へと届き、やるべきことをやれ、と告げてきた。

「集まってくれ、た……、ゃ…っ」

　自分の意志とは関係なしに、声が言葉を紡つむごうとする。

　珪華はかろうじて動く唇で、必死にそれを吞のみこんだ。『やれ』という声と自我が己おのれの中でひしめきあう。

　下にむけられていた顔が、意識しないところで昂こう然ぜんと顎あごをあげる。嫌いやだ、と抗あらがう視界に、地のはてまで続く天の色が飛びこんできた。

「…………しょ、ぅ」

「迷う必要はない。この声に、身を委ゆだねろ！」

　いらだたしげな景舜の命令に、珪華はかすかに頭かぶりを振ふった。

　──わたしは、この人には従わない……わたしが、一いつ緒しよに戦うのはっ──

「──あの人……祥、だけよッ!!」

　意識と声を振り絞しぼるようにして、その名を呼ぶ。

「！　まさかっ、術が、甘かったっていうのか……？」

　背後であがった上うわ擦ずった声も、集まった民衆のざわめきが徐じよ々じよに静まっていくのも、珪華の耳には届いていなかった。

　否いな、すでに身体の自由をとり戻もどしていることにさえ、気づいていなかった。

「わたしが宝ほう剣けんを託たくしたのは、祥だけ……」

　信じられないと思ったこともある。怒いかりに任せて、一方的に袂たもとを別わかったりもした。

　けれど、そんな時にでも彼以外にはいなかった。暗い感情に支配されてなお、佑の手をとることなど考えられなかったように。

「この人ならって思ったのも、彼だけよ」

　自分は皇こう帝ていがどんなものか知らない。太子だった佑と違ちがって戦場で生きてきた彼には、皇帝として不足している部分もあるだろう。

　しかし、足りない点はまわりが補えばいいだけの話だ。そのための仲間が彼にはいる。だとしたら、それも彼の資質なのだ。

「──わたしが、本物かどうかなんて、知らない」

　一度、瞼まぶたを落とすと、ゆっくりと門下を見下ろした。

　人々が驚いたように空を──こちらを見上げ、指をさしながら口々に「あれはなんだ？」「あの白いのは……」と言い交かわしている。彼らの言動を裏づけるように、視界の端はしで光のような白いなにかを捉とらえた気がしたが、どちらも珪華の思いを止めるものではなかった。

　告げなければ、と、まるでまだ術にかかったままのように、心が突つき動かされる。

「わたしが選んだのは、ここの都督でもだれでもない……天狼大将こと、先の皇帝の第二皇子、利祥だけ」

　ことさらに張りあげたわけではない声は、しかし凜りんとあたりに降り注いだ。

　集つどった人々が声を忘れたような静せい寂じやくの中、響ひびきの余よ韻いんに「珪華！」という叫さけびが重なった。

　耳覚えのある──求めていたその声に、珪華はふわりと微笑ほほえむと、彼をこの場に導きいれるように軽く右足をひき、半身になる。

「珪華っ、どう──これ、は」

　そこへ息せき切って駆かけつけてきた祥が、眼下の光景に目を瞠みはった。

　珪華はそんな彼に笑いかけると、おもむろに群衆へとまなざしを戻した。

「ここにいる彼以上に、国を想おもい、任せられる人を、わたしは知らない」




　自らの傍かたわらに皇子を招きいれ、迷いなく宣言した少女に、その場に集った何百という人々は、一いつ瞬しゆんの空白のあと、威いに打たれたように次々に膝ひざを折った。だれに指示されたわけでもない。彼女の──並ぶ二人の姿に、自然と身体からだが動いたのだ。

　この光景を目にした者は後に語ったという。

　まるで天の御み使つかいのような白い光を従え、利祥さまこそが国を託せるお方だと宣言する様は、まさに『救い手』の名にふさわしいありさまだった、と──。







　終章　希求　ききゅう







　さきほどまでの静寂とはうって変わった、門前の喧けん騒そうを背後に階きざはしをおりきると、珪華はくずおれるようにその場に座りこんだ。

「珪華っ？　大だい丈じよう夫ぶか」

　手を貸していた祥が慌あわてたように膝を折るのに、なんでもない、と首を横に振る。

　ただ、気が抜ぬけてしまっただけだ。

　余計な争いを呼ばずにすんだという安あん堵ど、気がつくと人々相手に切っていた見得、祥の様子からしてうまくいったらしい計画……そんな諸もろ々もろのことが、人目がなくなった途端、一気に押しよせてきた。

　門もん扉ぴのむこうからは、人々が興奮したように祥や救い手を呼ぶのが聞こえ、騒さわぎを鎮しずめようと鎮ちん護ご軍の兵たちが対応に四苦八苦しているのが伝わってくる。

　どこか他人ひと事ごとのようにそれを聞きながら、珪華は目の前の祥を見上げた。

「……どうして、ここが？」

　祥たちがくる前に正せい殿でんを抜けだしたあと、巧明以外にはだれにも会わずここまできたのだ。居場所を彼が知っているはずがなかった。

　門につめていた男たちが呼びにいってくれたのだろうかと首を傾かしげると、祥は頭を振ったあと、つと視線を宝剣へと落とした。

「正殿あつちの騒ぎにほぼ決着がついたころ、いきなり宝剣から影かげが現れてな。おまえが笛を使って呼んでるんじゃないかと思って追ってきたんだ」

　都と督とく・利旦によってすべての黒幕は景舜だったことを告げられ、姿を捜さがさせていたのだという。そこへ起こった異変に、もしや、と思ったらしい。

「影が……？　あれって、見み間ま違ちがいじゃなかったの？　でも、わたし、笛なんて吹ふいてないのにどうして……」

「駆けつけたら、おまえの頭上にあれがあって、どういうことかと思ったが……」

　心あたりはないのか、と問われても、ない、としか言いようがない。

　自分が発したのは祥を呼ぶ声だけだ。笛らしいものが周囲で鳴っていたということもない。

「……だとしたら、わたしの声に反応したってこと？」

　状じよう況きようを思い起こして、小さく独りごちる。

　──わたしが……宝笛を吹くことができた人間だから？

　自分の声に宝剣が反応したとすると、それくらいしか思いつくことがない。

　だが、今まで宝剣の近くで声を発しても、影が現れるようなことはなかった。

　──あ……もしかして、祥のことを求めてたから？

　なぜかと考えこんで、はたと閃ひらめく。

　あの時、いいようにされてなるかと、祥のことだけを強く想っていた。彼を希求する声に、同じく片割れを求めて止やまない宝剣が反応したということだろうか？

「まあ、いい。──それより、珪華。その傷はどうした？」

　思案に割ってはいった祥の声に珪華は、傷？　と注がれた視線を手た繰ぐるように首元に手をあて、ぴりっとした痛みにわずかに眉まゆをよせた。

「ああ……これは、短たん剣けんがかすめて──って、もしかして、これのせい？」

　説明の途と中ちゆうで耳の奥に甦よみがえったのは、自分が管氏の生き残りであるという言葉だった。

　宝剣は皇族たる利姓せいに、宝笛は祠辰殿を司つかさどってきた管姓に受け継つがれてきたものだ。自分に始祖から続く管氏の血が流れているのだとしたら、凰宝笛を求める鳳宝剣がその血に反応したとは考えられないだろうか……？

「おい、珪華？　それはどういう意味だ？」

「え？　う、うん……あっ、そう、ほら、わたし冬至の時に宝ほう剣けんで傷を作ったの！　宝剣がわたしの血を覚えてて、それで声に反応したのかもって」

　のぞきこまれ、とっさに浮うかんだ言い訳をまくしたてる。自分でも苦しいとは思うが、どうしようもない。

　──だって、自分が管氏の生き残りなのかもなんて、言えない……。

　やはり信じられないのだ。はっきりしていないことで、祥たちをわずらわせたくなかった。

　それに──もし本当にそうだとしたら、なにかが変わってしまいそうで、怖こわかった。

　──あの人はあれこれ理由を並べてたけど……

「……っ、そうだ！　あの人……景舜は!?」

　今さらながらに思いだしたそれに、珪華はばっとあたりを見回した。

　彼の支配を振ふり払はらうことに必死で、そのあとのことはまったく覚えがなかった。

　祥は、なにかを考えこんでいる風の彼女に目元に険しさを残しつつも、「逃にげたらしい」と嘆たん息そく混じりに落とした。

「逃げた？」

「ああ。俺が駆けつけた時には、すでに姿はなかった」

　おそらく外がい郭かくを回って別の場所から姿を消したんだろう、と告げられる。

「珪華。あれは、何者だ？　一体なにがあった？」

　今度こそ誤ご魔ま化かすことは許さないとばかりに祥が迫せまってくる。

　どこまで言うべきなのか束つかの間迷うが、彼は祥のことをよくは思っていないようだった。今後、またなにかしてこないともかぎらない。

　珪華は意を決すると、間近にある双そう眸ぼうを見返した。

　正せい殿でんに宝剣の影が現れてから、宮門に連れてこられるまでの経けい緯いを簡単に説明する。

「……あの人、わたしが救い手の印を持ってるって知ってたの。それで、同じ親を持つ者同士、協力しないか、って……」

「同じ親？」

「そう──老師の、実の息子むすこだって」

　告げた事実に息を吞のんだ祥に、知ってた？　と尋たずねると、彼は首を左右にした。

「もしかしたら、当時小耳に挟はさんだことくらいあったのかもわからないが、覚えがない。あれが……」

　道理で面おも影かげがあるはずだ、と思い返すような呟つぶやきに、珪華の脳のう裏りにも景舜の姿が浮かぶ。

「……自分は、捨てられたんだって言っていた」

　明るい表情の奥に潜ひそむ仄ほの暗ぐらさを思いだすと、今でもぞくりとしたものがはいのぼってくる。

　享きよう楽らく的とも言えるほど混乱を楽しんでいるようでいて、人々が踊おどる様をひどく冷めたまなざしで見つめているような、そんな印象があった。

　親に捨てられたという心の闇やみが、彼に影えい響きようを与あたえているのは間ま違ちがいないだろう。

　ただ、彼が言うように、特別な力がないから玄陽が景舜を捨てたなどとは到とう底てい思えないのだ。むしろ、我が子を思うからこそ、巻きこまないようにと断腸の思いで知人に預けたのではないだろうか。

　けれど、十五年──景舜が玄陽とともにいたより長い時間、慈いつくしんでもらった自分には、そのことをどうこう言う資格はなかった。

「──もしかしたら、またなにかしてくるかもしれない。老師に目をかけられてたあなたのことも、あんまり快く思ってないみたいだったから」

「そうか……」

　念のため調べさせよう、と言うのに頷うなずくと、「おまえも」とふいに祥の声が棘とげを帯びた。

「おかしな罪悪感を持つ必要はない。なにを言われても、のこのこついていったりするなよ」

「……なに、それ。人を子どもみたいに」

　胸のうちを見み透すかしたような忠告に、一いつ瞬しゆん言葉につまる。

　気き遣づかわれたことが、しかし必要以上に重くならないよう、いつもの皮肉混じりによこされたそれが嬉うれしかった。

　にもかかわらず、気を緩ゆるめると涙なみだに揺ゆらいでしまいそうになる声こわ音ねを押し隠かくすのに、ついついかわいげのない受け答えになってしまう。

　それすら察したように、祥はわずかに唇くちびるを歪ゆがめた。

「子どもだろう。一度会ったきりの人間に、うかうかとついていくくらいはな」

「あれは……！」

「──なあ、お二人さん。いつまでそこに座りこんでるつもりだ？」

　そのまま言いあいに発展する寸前、呆あきれた声が割りこんだ。

「雷牙」

「一応騒そう動どうはおさまったが、後始末が残ってるっての」

「ことが終わってからにしろと言ったのはおまえだろう」

「だから、まだ終わってないだろうが！──ったく」

　早くこいよ、と言い置いて背をむけた雷牙に、祥はしかたがないと立ちあがった。ほら、と手をさしだされる。

「いくぞ」

「うん。早く終わらせて、あなたは皇こう宮ぐうに戻もどらないとね」
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　そう打ったあいづちに、軽く片眉をあげた祥には気づかないまま、珪華は目の前の手をとった。

　直後、手を貸す、というには強い力に、ぐいっとひっぱりあげられる。

「！　な…っ」

　驚おどろく間に、広い胸むな元もとにすっぽりと抱だきこまれる。反射的にもがこうとすると、背中に回った腕うでがそれを阻はばんだ。

「祥！」

「──珪華」

　なにをするのだ、とあげた抗こう議ぎは、耳元に落ちた、乞こうような切ないような響ひびきに力を失う。肌はだをくすぐった吐と息いきに、珪華は思わず首を竦すくめた。

「一いつ緒しよに、宮城にきてほしい」

「え……」

　なにを言われたのかと理解が追いつかずにいると、締しめつける腕が緩み、肩かたに手を置かれた。軽く距きよ離りが開けられ、双眸をのぞきこまれる。

「今だけじゃ……『救い手』としてだけじゃない。俺にはおまえが、『珪華』という存在が必要だ」

　おまえじゃないとだめなんだ。

　そう、空色の瞳ひとみがこちらを射い貫ぬく。

　吸いこまれそうな色に、噓うそや口先だけではない、強い想おもいが宿っていた。

「しょ、う……」

　まっすぐにむけられた想いに、心が震ふるえた。

　自分でいいのか、という不安がないはずがない。けれどそれ以上に、求められていることに、同じ気持ちでいることに、喜ぶ思いは抑おさえきれなかった。

　上に立つ者としての彼だけではない、『祥』という男を欲ほつする気持ちを──。

「祥、わたし──」

　目の前の想いに押されるように『自分もだ』と頷きかけた時、しゃらり──と涼すずやかな音が耳を突つく。刹せつ那な、

『その言葉、せいぜい忘れるな』

　脳裏に響いた佑の声に、珪華は打たれたように身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「ぁ、っ──」

「珪華……？」

　訝いぶかるような祥の様子に、ぎゅっと目を閉じる。さらに、呼びかけてくる声を振り払うように、大きく頭を振った。

「……きない」

「なに──？」

　落ちた声が険を帯びる。見えない分だけ、祥が困こん惑わくし、いらだっているのが、肌をとおして伝わってくる。

　それに、今すぐ頷いてしまいたい衝しよう動どうに駆かられる。

　けれど、思いだしてしまったソレに、もう頷くことはできなかった。国を想うなら、祥のことを想うなら──自分はともにあっては、いけないのだ。

　胸を押しつぶすような苦しさに、ともすると止まってしまいそうになる息を意識して吸いこみ、珪華はゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　逃にげたら彼は納なつ得とくしない。

　わかっているから、喜びが大きかった分だけ痛みを抱かかえた心を押し隠し、視線をあわせた。

「……わたしには、無理」

「どういうことだ」

　剣けん吞のんなまなざしに、珪華は左手で無意識に耳みみ飾かざりを摑つかむと、反対の手で静かに祥の肩を押しやった。

「葵珪華は、あなたとともにはいられないってこと。──でも、『救い手』としてのわたしは、あなたを助けるから」

　──だから……いつか、あなたがほかのだれかを選ぶ時までは、傍そばに置いてほしい。

　口にはしない願いをのせて、珪華は驚きよう愕がくに見開かれる空色へと、花が綻ほころぶような笑えみを浮うかべた。
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　カタン、と鳴ったかすかな音に、格こう子し戸どを開け、皓こう々こうとした月明かりを返す湖面を見つめていた佑は、ゆるりと首を巡めぐらせた。

「どうやってここまではいってきた」

　驚くでもない開口一番のそれに、視線の先に一人で立つ、中肉中背の青年は小さく肩を竦めた。

「まあ、そんなことどうでもいいじゃないですか」

　ここにくるまでに幾いく人にんもいたはずの警備をそんな言葉で片づけた男は、細い瞳をさらに細くさせた。

「それより、お話があってきたんです」

「話？」

「自分たち──協力しあいません？」

　唐とう突とつに持ちかけられたそれに、佑は胡う乱ろんげに目を眇すがめた。

「その顔……玄陽の息子むすこか」

「さすが！　あなたほどともなると違ちがいますねぇ」

　褒ほめているのか、からかっているのか判然としない明るい調子で口元を綻ばせた相手──景舜に、佑は「聞き覚えがあっただけだ」とそっけなく言い捨てる。

「それで？　おまえは私になにをさせようというのだ」

「いやですね、わかってるくせに──あなたほどの人が、彼をあのままのさばらせておくおつもりですか？」

「……なるほど」

　軽く眉まゆをあげた佑に、景舜は得たりと笑みを深めた。

「いい返事、聞かせてもらえますよね？」

　佑はそれには応こたえず、手にしていた耳飾りをさらりと揺ゆらした。







　あとがき







　こんにちは、岐川新です。




　この本がでるのは十二月ですから、季節は冬になるわけですが、ふと振ふり返ってみると、一巻からずっと作中の季節と実際の季節が微び妙みようにリンクしてますね。書いてる側としては、寒さに身を縮こまらせながら暑さを語ったり、真夏に年の瀬せがどうのと、季節感がないことこの上ないわけですが……。

　季節感がないことに加え、『蒼の狼』の世界観では暦こよみが旧きゆう暦れきになるので、今とは感覚がずいぶん違ちがって、書いている最中にわけがわからなくなったりします。

　ただでさえ、旧暦の上では一～三月が春、四～六月が夏、七～九月が秋、十～十二月が冬となり、今の感覚では最後のひと月にようやくその季節を感じるかどうかといったところ。その上さらに、旧暦自体が今よりも約ひと月、季節がうしろにずれていたわけですから、「ええっと……旧暦の正月は、今の一月の下げ旬じゆんくらいだから……」と余計こんがらがります（苦笑）。

　明治の時代に旧暦から今の暦に変わった時は、十二月になった、と思ったらすぐ正月がきた！　という感じだったそうなので、当時の人たちは大変だったんだろうなぁ、とあとがきを書きながらしみじみと思います。




　昔と感覚が違うといえば、作中で珪華が夢を見るシーンがでてきますが、これも今と昔の日本ではだいぶ捉とらえ方が違うようです。

　平安時代くらいの常識では、夢にだれかがでてきた場合、夢にでてきた人が夢を見ている人のことを想おもっているから、だったとか。なので、女性の夢に男の人がでてきたりすると、「ああ、あの方はわたしのことが好きなのね」という解かい釈しやくだったらしく……、今なら逆ですよね。

　はじめてそれを聞いた時は、なんて自分に都合のいい解釈なんだ！　と驚おどろきました（笑）。




　そんな、珪華が想っているからなのか、想われているからなのか、夢にでてきた某ぼうキャラクターですが……前巻で「なかなか動かない」と書いたのが悪かったのか、今回は一人大暴走をしてくれました。

　前までのおまえどこにいった!?　とこちらがびっくりするぐらい、予定にない行動を次々にしてくれまして……前巻まで心の中で密ひそかに「このヘタレめ…っ」と思っていたのがいけなかったのでしょうか。

　おそらく本人的にはいよいよ本領発揮な部分を、楽しんでいただけたらと思います。




　最後に、お世話になっている方々に感謝を。

　周防佑未様。いつも素す敵てきなイラストをありがとうございます。自分で書いた作品にもかかわらず、漂ただよってくる色気に心臓がどきどきして、イラストを直視できないこともしばしば……。新キャラをどう描えがいてくださるのか、楽しみです。

　担当様。毎度ぎりぎりな進行で申しわけありませんでした。ただ、すこしでも速く仕上げようとしたところを阻はばんだ某キャラの大暴走は、半分は担当様に原因があるような気がしてなりません……。

　そして、この本を手にとってくださった皆みな様さま、本当にありがとうございました。物語もいよいよ佳か境きよう、耀国の行く末と珪華と祥の恋こいの行方ゆくえも次巻で決着となります。二〇一三年三月にはお届けできる予定ですので、最後まで見守っていただけたら嬉うれしいです。

　それでは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように。


岐川　新　　









　密計　みっけい







　木にもたれかかって目を閉じていた雷らい牙がは、木々の間を縫ぬうようにして聞こえてきた指笛の音に、ふっと口元に笑えみを浮うかべた。

「予定どおり、ってね」

　同じように合図を返したあと、馬の轡くつわをとると、音の聞こえてきた方角へと足をむける。

　やがて見えてきた数騎きの影かげに、よっ、と気軽に片手をあげた。「雷牙」と軽すぎる挨あい拶さつを平然と受け止めたのは、幼おさな馴な染じみでもあり主君でもある祥しようだった。

「予定ぴったりだな、天てん狼ろう。上都の方は、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ああ。瞭りように任せてきた。あいつなら万事うまくやるだろう」

　言葉すくなに答え、それより、と話題を変えた祥には、瞭に対する揺ゆるぎない信しん頼らいが見てとれる。くどくどと言葉を重ねずとも、互たがいにやるべきことは心得ているし、できるとわかっているからこその態度だ。

　当然、それは自分たちの間にもあった。

「──じゃなきゃ、任せたりしねえよなぁ」

　独りごちたのを聞き咎とがめたのか、なんだ？　と問うように眉まゆをあげた祥に、「いんや、別に」と手をひらつかせる。

「殷いん陽ようの状じよう況きような。──こっちも概おおむね読みどおりだ。続々とお偉えら方がたが集まってるぜ。秘ひ密みつ裏りにやってるつもりなんだろうが、あの人数でひっそりとか笑わせてくれる」

　南なん都と都と督とく・利り旦たんの下もとに、先帝・佑ゆうについていた貴族たちが集まろうとしている──。

　その報しらせは、手にいれた新たな『救い手』出現の報に、南都へむかっている最中、貴族たちの動きを張っていた上都からもたらされた。

　即そく座ざに、それを逆手にとった計画が練られ、急きゆう遽きよ祥が人知れず皇宮を発たつ。一方で、偶ぐう然ぜんとはいえ先行していた雷牙が、現地での情報収集を請うけ負うことになったのだ。

「鎮護軍うちの連中も順調に集まってる。あとは……っと、そういえば、見たぜ」

　思いだしたようにつけ足せば、祥の顔つきがさっとひき締しまった。

「もう一人の救い手か……どうだ？」

「騙かたりだな。しかも、相当胡う散さん臭くさいとみたね、あれは」

　見た、という一言だけですべてを察した祥に、雷牙は簡単にことの顚てん末まつを説明する。

　脳裏に浮かぶのは、まっすぐにこちらを──珪けい華かを見下ろしていた『救い手』と呼ばれる男の顔だった。遠目だったせいか、彼女は偶然かなにかだと思ったようだが、こちらは長年感覚を磨みがいてきた身だ。あの男が彼女に興味を示したのは、気配でわかった。

　──どっかで娘じようちゃんの顔を見たことがあるのか？　巧こう明めいって小僮ぼうずのことといい、やっかいなことにならなきゃいいが……。

　雷牙は胸の片かた隅すみにちらりと嫌いやな予感を覚えながら、偽にせの救い手のことを考えているのだろう、眉み間けんに皺しわをよせた祥へと声を投げた。

「で？　殷陽ここのが偽物だってわかったところで、どうするつもりだ？　本物は」

　切りこんだ瞬しゆん間かん、祥の面おもてから表情が消えた。──がすぐに、「それは彼女次し第だいだろう」と至し極ごく冷静な応こたえが返ってくる。

　雷牙は、はあー、とこれ見よがしに溜ため息いきをつくと、頭を搔かいた。

「あっちがあっちなら、こっちもこっちか。──おれをあの娘ちゃんに張りつかせるくらい気にかけてるくせに、よく言うぜ」

　しかも、極力行動を妨さまたげないよう、彼女に無む理り強じいすることがないよう、釘くぎを刺さしてまで、だ。報告をあげさせながらも、けして『救い手』として囲おうとはせず、彼女の意思に任せているのは、負い目があるからだろう。そして、負い目を感じるのは──珪華を『救い手』として以上に想おもっているからにほかならない。

「──んなこと、傍そばで見てるこっちにだってわかるっつーのに……」

　雷牙に言わせれば、房ぼう州しゆう城での一件は、悪いのは州刺し史し以外のだれでもない。だが、祥はそれを許した己おのれをよしとせず、珪華はなにも語ろうとしない祥に不信感を抱いだいている。

「ったく……自分に厳しいのも結構だけど、あいつ、泣いてたぜ」

「！　どういうことだ!?」

「どうもこうも……寝ねながらおまえの名前を呼んだかと思ったら、飛び起きたんだ。おまえが原因以外ないだろ、天狼」

「……っ」

　突つきつけた言葉に、祥の冷静さが崩くずれる。息をつめて黙だまりこんだ友は、けれどそれ以上の反応を示そうとはしなかった。

　頑かたくなな態度に、雷牙は内心舌打ちした。どうして、こう、この二人は、といらだちが募つのる。

「いいかげん、黙だんまりはよしたらどうだ？　あんまうだうだしてっと、おれがもらっちまうぞ」

　だからだろう。たきつけるつもりの科白せりふに、のぞいた棘とげは隠かくしきれなかった。

　それに気づいたらしい祥のまなざしに、一いつ瞬しゆん剣けん吞のんな色がよぎる。

「……勝手にすればいい」

　だが、返ってきたのはそんな言葉だった。

　──とか言って、無表情になっちゃって、まあ……。

　自分の想いを抑おさえこんでいるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。とはいえ、雷牙にはこれ以上踏ふみこむ気はなかった。否いな、今でも踏みこみすぎなくらいだ。

　しかし、珪華の面によぎる沈しずんだ表情を見ていると、口をださずにはいられなかったのだ。

　祥が関かかわっていることは承知の上で──本人にその気があるかどうかわからないが──自分に対して開けっぴろげに示される信頼。裏表のない素す直なおな感情表現をするくせに、必死にこちらには見せまいとする傷や寂さびしさ。

　そんなものに触ふれるうち、すこしずつ育っていくものに、つい[image: 絆]ほだされてしまった。

「……まあ、託たくされた信頼を裏切ったりはしねえよ。おまえがこのまま動かない──なんてことがなければな」

　自分を戒いましめるように口の中で呟つぶやき、雷牙はちらりと太陽の方角を見やった。

　おとなしくしててくれ、と言ったにもかかわらず、あの跳はねっ返りの小お娘じようさまは毎日出歩いているらしい。頼たのむから、変なことに巻きこまれてくれるなよ、と思いながら、

「──おまえがいいってんならいいさ。じゃ、ま、現状と計画のすりあわせといこうぜ」

　目の前に迫せまった問題を解決すべく、意識を切り替かえた。
















本文イラスト／周防佑未
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